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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　厳重なゲートと外がい壁へきに囲まれた敷しき地ちに建つ庁舎の一室。

　二十人以上が列席できる広々とした会議室で、ひとりの女が居並ぶ高官たちの前で堂々と資料の内容を読み上げている。

　薄うす紫むらさきのスーツに包まれたすらりとした体型と若々しい容よう貌ぼうは、二十代後半ほどにしか見えなかった。だがそれは女の立場からすれば有り得ないことだ。

「以上が第一次計画のご報告となります」

　映し出されていた投とう影えい映像が消え、女が説明を終えた。しばらく誰だれも口を開こうとしない中、やがて恰かつ幅ぷくのいい制服姿の男が手を叩たたいた。

「素す晴ばらしい成果だ。０９がここまで発現性の高い存在だとは。理論や実験の範はん疇ちゆうをはるかに超こえている」

「長年の適性調査の蓄ちく積せきも、ようやく実を結ぶことになりますね」

「この先の二十年、もっとも発達する分野だ。まさに時代の先駆けとなる革新的な発見だ」

　高官たちから口々に賞賛の言葉が飛び出る。

「提出してもらった第二次計画書だが、あちらも許可が下りた。好きにしたまえ」

「ありがとうございます」

「なお第二次で使用するキャッスル・インダストリーの機体の件は、我々の方で事後処理をさせてもらう。証しよう拠こは早急に抹まつ消しようしなければならんからな」

「どうぞご自由に。私はそちら側には興味がありませんので」

　高官たちと別れの挨あい拶さつを交かわし、女がきびすを返そうとしたとき、

「しかし、０９……この少年の権利というのも、配はい慮りよすべきではありませんか？」

　中年以上の高官たちのなかで唯ゆい一いつの若い男が発言した。

　会議室がしんと静まり返った。

　室内に異質な空気が満ちる。

　不気味な静せい寂じやくを、小さな声が打ち破った。高官たちの視線が一点に集まる。

　女が声を上げて笑っていた。

　心底おかしいと言うように、無む邪じや気きさすら感じさせる仕草で、女は笑いの発作に身を任せている。

「失礼。資料をもう一度ご覧になっていただいた方がよいかと」

　机に並べられた紙の資料。そこに添てん付ぷされた写真に視線が落ちる。

　写っていたのは漆しつ黒こくのいで立ちの吸きゆう血けつ鬼きと、それと対たい峙じするひとりの男子生徒の姿。

　その少年の手には、巨きよ大だいな刀とう剣けんらしきおぼろげな影かげが握にぎられている。

「学園に現れた人外、本物の吸血鬼。人間を素手で引き裂さけるような化け物です。それを打だ倒とうしてみせた０９のこの力。こんな力を持つ存在が、のうのうと同年代の生徒たちに交じって青春を謳おう歌かすると？　これほど滑こつ稽けいなことがあるでしょうか。むしろ、彼の方が化け物なのですよ。どうして化け物の権利を我々が考慮する必要があるのですか？」

　発言に異を唱える者はいない。

　迫はく力りよくに呑のまれた若い男はなにも言い返せなかった。その反応に満足したように、女は優ゆう雅がに一礼する。

「また次回、良いご報告をお持ちいたします。それでは」

　妙みよう齢れいの女──東ひがし十じゆう字じ学がく園えん理事長が、静寂の会議室を後にする。




　かつて魔ま術じゆつ、霊れい能のう力りよく、そして超ちよう能のう力りよくは、吸血鬼や妖よう怪かいといった人外の存在を駆く逐ちくするため、歴史の陰かげで行使されてきた。

　長きに亘わたる闘とう争そうと科学の発展により、人外の脅きよう威いが過去のものとなった時代。

　イーサと呼ばれる共通原理の発見により、かつてはオカルトの域を出なかった魔術と霊能力と超能力が科学と並列の存在になりつつも、まだ完全には調和していない時代。

　調和を迎むかえると思われていた、ほんのわずかな時間。

　魔術と霊能力と超能力と科学が共存するこの世界の片かた隅すみで、運命は歪ゆがみ出す。






　第一章







　　　　１




　班のメンバーが集まる時間よりはやく、玖く式しきはレディを班室に呼び出した。

　部屋に入るとまず、ボス机の両りよう脇わきに堆うずたかく積まれた魔術書の山が目に入る。

　床ゆかにはパソコンやらスピーカーその他の電子機器のケーブル類が無む秩ちつ序じよに這はっていて、壁かべには悪あく霊りよう払ばらいの御ご符ふがあちこちに貼はり付けてある。

　机の上にはだれかの持ち込んだお菓か子しの袋ふくろが散乱しており、教科書と雑誌が交こう互ごに置かれている。部屋のすみでは謎なぞのキメラヘビがカゴの中でがたがたと動き、床では掃そう除じロボットとホウキの使い魔が、互たがいのテリトリーを巡めぐり激げき突とつしていた。

　混こん沌とんの班室で、一足先にレディが緊きん張ちようした面おも持もちで待っていた。

「ごめん、急に呼び出して」

　レディは玖式からさっと視線をそらし、その細い指先をからませた。

「い、いえ。その、なんていうか、うれしかった、です……」

「？　どうして」

「え？」

　玖式とレディは、ぽかんとお互いを見つめあう。

　形容しがたい沈ちん黙もくが流れた後、レディがぼっと頬ほおを赤らめた。

「ななな、なんでも、ないですっ……！」

「う、うん。そっか」

　なにか誤解が生じていたような気がするが、レディはそれ以上聞かないでと言うように耳をおさえている。

　ともかく、玖式は重要なことをレディと話すつもりで呼び出したのだった。

　頭を切り替かえる。

　それを口にするのに、多少の勇気が必要だった。

「あの吸血鬼のこと、レディは知っていたの？」

　レディの表情が、一転して強こわ張ばる。

　先日、この学園で起きた事件。

　特別講師として学園にやってきた戸と蔵ぐらという男は、ある重大な秘密を持つレディを連れ去るため、玖式を脅きよう迫はくし利用しようとした。それに抵てい抗こうした玖式たちは戸蔵と敵対することになったのだが、事態はそれだけにとどまらなかった。

　レディを追い、あれが玖式たちの目の前に現れた。

　悪夢のような現実。

　圧あつ倒とう的な力と恐きよう怖ふの権ごん化げ。

　そして、レディとその血を同じくする存在。

　レディの反応は覚かく悟ごの上だった。けれど聞かなくてはならない。

　黙だまり込んでいたレディが、静かにうなずいた。

「シュルヴェルトは、私が直接知っている唯一の、純じゆん粋すいな吸血鬼の一族です」

　意思とは無関係に、肌はだがざわつく。

「シュルヴェルトは、私のいた村で、まとめ役のような人でした。思し慮りよ深ぶかく、内外の揉もめ事を解決したり、村の人間からの相談役になっていました。悪い方ではありません。ただ掟おきてに厳格で、あまり自分から外の世界と交流を持とうとはしなかったんです」

　だがあの吸血鬼は、レディを連れ戻もどすためとはいえ、玖式の仲間を傷つけた。

　簡単に許すことはできない。

　だが最後にシュルヴェルトが言った言葉が、玖式の脳のう裏りに刻まれていた。

「白はく髪はつの眷けん属ぞく。彼は、あのときそう言った。赦ゆるされない答えだ、って。……どういう意味か、わかる？」

　レディが正直に答えてくれるのか。そうでない可能性も、玖式は覚悟していた。

　目の前のレディの髪かみ。

　雪のように白く美しい、だが特とく殊しゆなその色。

　なにか関係があると、そう考えてもおかしくないからだ。

「わかりません」

　レディの声は沈しずんでいた。

　黙る玖式を見て、レディはその内心を察したように付け加える。

「……ごめんなさい。本当に、わからないんです。私のこの髪は、たしかに村でも変わりものでした。白い髪は、わたしと、弟のディストリアだけのものです。ただそのことについては、そういう子が産まれてくることもあると、周りから教えられていただけでした」

　レディが嘘うそをついているようには見えなかった。

　いずれにせよ、友達を疑うようなことをしたくはなかった。

「ありがとう。話してくれて」

「玖式さん。これから、どうするんですか？」

　レディの質問は、おかしなものに聞こえた。

「どうするって、なにが？　僕はただの学生だよ。成績だっていまいちで、正直、試験で落第点をとらないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいで──」

「玖式さんの、お母様のこと」

　どくん、と心臓が跳はねた。

　身体からだのなかで暴れまわろうとする獣けものをおさえつける。

「どうも、しないよ。言っただろ。僕は、復ふく讐しゆうをしたいわけじゃない。ただみんなと一いつ緒しよに、楽しく過ごしていきたいって、そう思ってるだけだ」

　どうしてわざわざ誰だれもいない時間にレディだけを呼び出したのか。

　璃り理り佳かにこの話を聞かれたくなかったからだ。

　もう、不安にさせたくなかった。

「だから、そのためだったらなんだってする。それを邪じや魔まするものがあるなら、何とだって戦ってやる」

「玖式さん……」

　腹の底で冷たい熱が生じる。拳こぶしに力がこもる。

　呼吸が荒あらくなっていた。落ち着け。自分は動どう揺ようしていない。自分を偽いつわってはいない。言い聞かせながら椅い子すに腰こしを下ろす。額をおさえる玖式にレディが近づく。

「なんでもない、大だい丈じよう夫ぶだよ。ただちょっと、ごめん、やっぱりまだ……」

　レディの腕うでが、玖式の頭を抱だき寄せた。

　長い髪が、ふわりと広がる。

　胸から伝わる小さな鼓こ動どうが、玖式の心しん拍ぱくを速める。

「れ、レディ？」

「大丈夫です。玖式さんの周りにいる人たちが、いつだって力を貸してくれます。わたしもできる限りのことをします。だから」

　震ふるえと激情が静まっていく。

「……ごめん」

「謝らないでください。わたしも、弟のことを諦あきらめません」

　レディの腕をやんわりと離はなし、玖式は聞いた。

「きっと見つかるよ。僕にも、レディのことを手伝わせてほしい」

「……はい」

　レディは頬を染め、こくりとうなずいた。

　ふと見つめ合っていたことに気づき、玖式も頬を赤くする。
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　そのとき、がちゃりと班室の扉とびらが開かれた。

「お～っす。試験勉強のために集まろうとか真ま面じ目めかっ！　……って。おまえら、なんでそんな離れて座ってんの？」

　電光石火の速さで部屋の両りよう端はしまで離れた玖式とレディが、ひきつった笑えみを返した。

　そうして期末試験の勉強という名目で全員が揃そろうも、結局それどころでないドタバタ騒さわぎを起こしていたとき、

　ばん！　と班室の扉が盛せい大だいに開かれた。

「アキラ様！」

　メイド服をまとい突とつ然ぜん現れた金きん髪ぱつの少女は、主しゆ城じようの名を叫さけびながら、なぜか玖式の背中に飛びついたのだった。




　　　　２




「失礼しました。弱視なもので、ついアキラ様と勘かん違ちがいを」

　メイド服姿の少女は、悪びれなくぺこりと頭を下げた。

「おまえな。だからメガネしろっていつも言ってるだろ」

「で、でもアキラ様はメガネはお好きではないではありませんか！」

「いや、好きとか嫌きらいとかそういう問題じゃなくてだな」

「そういう問題です！　いいですか、アキラ様の個人ＰＣ内に保存されたえっちな画像や動画では、メガネ女子の比率は一割を切ります。ちなみに一番多いのは金髪白人関連で、五割ほどを占しめてますよねー」

「人の性せい癖へきを堂々とばらすんじゃない……！」

「まったく、一〇〇ギガも『提出課題』という名前のダミーフォルダに隠かくしておいて。いったいなにを提出するんですかねぇ……」

「お、おまえな」

　めずらしく主城が頭をかかえていた。

「えっと……それで彼女は？」

「有ゆう良らミラン。こいつはオレの──」

「アキラ様に仕えるメイドです」

「……まあ、そういうことにしといてくれ」

　説明するのも馬ば鹿からしいというように、主城は黙り込んだ。

　ミランと目があった。にっこりと愛らしく微ほほ笑えみ返される。抱だきつかれたときの背中の感かん触しよくを思い出し頬が熱くなる。

　ふと、背後に冷気を感じた。

「なんの用」

　抑よく揚ようなく聞く璃理佳からは、ぴりぴりとした気配が伝わってくる。しかもそれはどちらかというとミランではなく玖式に向けられているような気がした。

　いったい自分がなにをしたのか？

「アキラ様を連れ戻しにきたんです！」

　高らかにミランは宣言した。

「もうすぐ夏休みなのに、アキラ様は帰省もしないなどと、世よ迷まい言ごとをおっしゃっているとお聞きしました。いったいどういうことですか!?」

「どういうもなにも……そのままの意味だけど」

「納なつ得とくできません！　いいですか、今日はぜったい改心していただきますから、とりあえず一いつ緒しよに来てください！」

　べったりと主城の腕に抱きつき、強ごう引いんに引っ張ろうとする。

「ちょっと──」

　一番に声を上げたのは、当の主城ではなかった。

　霧生きりゆうに全員の視線が集まる。

　失言とばかりに、霧生が咳せき払ばらいをして黙り込んだ。

　ミランの鋭するどい眼光は、その一いつ瞬しゆんでなにかを見み抜ぬいたようだった。

「ああ、それにしても嘆なげかわしいです。アキラ様がこんな犬小屋のようなところに……」

　璃理佳の眉まゆがぴくりと動いた。玖式は青ざめる。

　曲がりなりにも璃理佳をボスとするこの班室を、犬小屋呼ばわりとは。

「あ、貴女あなたね！　いきなり来てそれは失礼じゃないの？」

「あなた様は？」

「わたくしは、霊れい能学科の生徒で、この班の一員よ」

「ほう、なるほどですね」

　ミランの視線が、霧生の胸へ向けられる。

「……なによ」

「アキラ様は胸の大きい女の子が好きなんです」

「なっ、なに言ってるの!?」

　反射的に胸むな元もとをかばい、顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。

「あなた、まさかアキラ様を誘ゆう惑わくしてるんじゃないですか？」

「は、はぁ!?　いつもセクハラを受けてるのはこっちよ！　貴女、この男がいつもどんなことしてるのか知ってる!?　口を開けば女子の洗せん濯たく物ものの干している場所を聞くか、いつお手洗いに行ったかを聞くようなことしかしない男よ！」

「ええ、知ってますよ。アキラ様は中学時代、女子生徒がプールの授業になると必ず欠席して、更こう衣い室の裏で張り込みをしているくらいですから」

「んなっ……!?　そ、それに、この男はわたくしのむ、胸を触さわって、その言い訳が『身長を読み間違えた』なのよ！　信じられる!?」

「はっ、そんなことですか。アキラ様は小学生のときから、いかに偶ぐう然ぜんをよそおって同級生女子の足をなめるかを日々研究しているような人ですが、それがなにか？」

　霧生とミラン、双そう方ほうの間で主城がいかに変態であるかを主張する応おう酬しゆうがつづく。

「あのさ、オレってもしかして、けっこう気持ち悪い奴やつ？」

「さ、さあ。どうかな……」

　だんだん生気を失っていく主城を前に、さすがに肯こう定ていできなかった。本心はともかく。

「ともかく、あなたが私とアキラ様の間に入る余地はないですから」

「な、なによそれ!?　それじゃ、ま、まるでわたくしが……」

　霧生の言葉は消え入り、ミランは挑ちよう戦せん的に胸を張った。

「ちがうというのなら、どちらがアキラ様によりご奉ほう仕しできるか勝負しません？」

「ほ、奉仕？」

「私は幼少の頃ころより、同じ屋根の下で育ちました。もちろん寝ね相ぞうの悪さも知っています。アキラ様が成長していく間、この身体をもってご奉仕してきたんです」

「……汚けがらわしい」

　霧生が軽けい蔑べつのまなざしを向ける。

「なんなんだよ」

　げんなりする主城を放置し、ミランは意気揚よう々ようと話を進める。

「ではなにからはじめましょうか。まあ私に苦手なことなんてないですけど。あ、でも判定をアキラ様に頼たのむのはさすがに不公平ですよねー。代わりにだれか、できれば殿との方がたにお願いしたいんですが……」

　さまようミランの視線が、玖式で止まる。

「え？」

　こうして謎なぞの勝負の火ひ蓋ぶたが切られたのだった。




　その一・料理対決。

　玖式の目の前に、この世のものとは思えない物体が並んでいる。

　学園の調理実習室で、玖式はテーブルの上に並べられた異形な物体と向き合っていた。

　紫むらさき、青、灰色、黒。寒色系の絵の具を一気にこぼしたような色合い。

　いったいどんな食材を合成するとこんな異物が生まれてくるのか。これから自分がこれを食べなければいけないという現実にめまいがしてくる。

　どうしてこんなことに？

「がんばれ、玖式」

「主城、ほんとはこれはきみが食べるものじゃ……」

「い、いやでもさ。オレだとほら、公平さに欠けるってこいつらが言うし。その、仕方ないんだって！」

「その通りです。さあぜひご笑味ください、玖式様」

　ミランに急せかされ、玖式はそのヘドロ状のなにかを、おそるおそる口に運んだ。

　症しよう状じようはまず顔に現れた。

　汗あせが額からぶわっとあふれる。肌はだは青白くなり、手はしびれ、ひざが勝手に震えだす。

　飲み込めない。勝手に涙なみだが出てくる。味覚があることが、いや意識があることが恨うらめしくなる。もういやだ。気絶したい。し、死にたい……！

「お味はいかがでしょうか、玖式様」

　声を出す余よ裕ゆうすらなかった。

「声も出ないほど美お味いしいということですか？」

「そうかしら……？」

　一言断ってトイレに駆かけ込んだ玖式が憔しよう悴すいしきって戻もどってくると、無む慈じ悲ひにも次の刺し客かくが待ち構えていた。

「つ、つぎはわたくしの料理よ」

　霧生が料理を運んでくる。不安だけがこみ上げる。

　だが予想に反して、テーブルに並べられたのは、見事な見み栄ばえの料理の数々だった。

「よかった……」

「なに？」

「いや、なんでも。いただきます」

　これはどう考えても霧生の圧勝にちがいない。

　玖式は嬉き々きとしてスープの皿を引き寄せ、スプーンを口に運、





床ゆか？






　──ど、どうしたの玖式くん!?

　遠くからだれかの声がした。

　目を開けると、天てん井じようが見えた。つづいてのぞき込む璃理佳たちの顔が映る。

　どうやら卒そつ倒とうしていたらしい。

「なんてひどい……」

　青ざめたミランが口元をおさえ、霧生に指を突つきつけた。

「料理とは人を幸せにするもの。それをあなたは恥はずかしくないんですか！」

「そ、そんなこといわれても……」

　涙目の霧生にミランは上から振ふる舞まっているが、玖式からすればどちらも大差ない。

　死にたくなるマズさと、死にかけるマズさという違ちがいがあるだけだ。

　視界がぐらつく。レディが心配そうにのぞきこむ。

「玖式さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「だめ、かも……」

　ふたたび意識が遠のいていく。




　その二・裁さい縫ほう対決。

「玖式様、マントのすそがほつれております。ここは私にお任せください」

「え？　いいよ、あとで自分で直して……あ、ちょっと──」

　数分後。

　ミランの手から戻ってきたマントを見て、玖式は悲鳴を上げた。

「な、なにこれ！　なんか唐から草くさ模様になってて、形状もすごくシンプルになってるんだけど、どういうこと!?」

「？　沢たく山さんものが入ってよいかと思い……」

　ミランは困こん惑わくしながら答えた。そばで見ていた霧生が鼻で笑う。

「まったく常識を疑うわね。玖式くん、今回はわたくしに任せて」

「霧生さん、頼むよ。……ほんとに、お願いだよ？」

　玖式の期待をよそに、生まれてはじめて裁縫道具を持ったという感じの手つきで、霧生はマントに針を通しはじめた。

「……こ、こうよね…………あら、糸がどんどん……ん、元にもどらないわ……これはもう切るしか……あ、切りすぎ……今度こそ……え、どうしてこっちとこっちがくっついて……こ、この素材はいったいどうなってるのかしら!?」

「こっちがどうなってるか知りたいんだけど……！」

　結果、出来上がったのは、ギザギザに切り刻まれ、面おも白しろいように風になびく、実に世紀末的な姿のマントだった。

「か、かっこいいぜ、玖式……」

「　　　」

　あまりの事態に、言葉すら出ない玖式だった。




　その三・掃そう除じ対決。

「って、なんで僕の部屋で!?」

　主城は絶対に目を合わそうとせず、璃理佳は完全に我関せずといった様子だ。残るはレディだが、その無む垢くな瞳ひとみを前にすれば、玖式は呑のむしかなかった。

　寮りようの玖式の部屋の前に、謎の一団が集まる。

　ちなみに男女が互たがいの寮の敷しき地ちへ足を踏ふみ入れるのは厳禁だが、そこは学園最強の魔ま術じゆつ師しである璃理佳の出番だった。いつぞや見せた透とう明めい化の迷めい彩さい魔術で霧生たちを隠かくし、玖式の部屋へ足を踏み入れた。

「や、やるわよ！」

　御ご符ふをかざし、巨きよ人じんの霊を定着化させた。

「ちょ、ちょっとその霊は無理があるんじゃ……」

　窓を拭ふくと、圧力で窓ガラスが割れた。

　机を持ち上げると、天井にぶつけ穴を開けた。

　部屋のなかを移動すると、置いてあったＣＤを踏み潰つぶした。

「も、もういいから！　お願いだからもうやめて……!!」

「はん、お話になりませんね。次は私の番です。さあＦＡＬ、一気に片付けるのです。パワーアップを施ほどこしますよ」

　掃除ロボットの外装を外し、なにやら手を加えている。主城が焦あせる。

「ちょ、おまえそんな中身いじったりとかできたっけ？　あんま変な風にすると」

「なにを言うのです。こう見えても私は世界的な重工企き業ぎよう、キャッスル・インダストリーのいちメイドです。これぐらいのことは造作も……」

『そ、そこいじったらだめだってば！　待って、いや、ぎゃっ、ああああ──』

　ＦＡＬが爆ばく発はつした。

　盛大に白はく煙えんが立ち上り、ぼや騒さわぎにまで発展。玖式は部屋が焦こげ付いた上に、かけつけた教師たちにこっぴどく叱しかられることになった。




「最後はモデル勝負です」

　いったいどこから用意してきたのか、ミランが大量の衣い装しようを吊つるしたハンガーラックを班室に運び入れた。

　しかもそのどれもが妙みようにマニアックな、つまりはコスプレ衣装だった。

「なんでわたくしがこんな格好をしなきゃいけないわけ!?　家事関係ないじゃない！」

「私にはできますけど」

　ミニスカのナース服。

　胸むな元もとが開いた欧おう米べい風のチアガール。

　扇せん情じよう的なレースクイーン。

　お嬢じよう様さま風の私立女子高の制服。

　丸いしっぽのついたバニーガール。

　包帯オンリー。

　途と中ちゆうまでは顔を真っ赤にしながらも必死に着ていた霧生だったが、最後のものにはさすがに声を上げた。

「こ、こんなの着れるわけないでしょ!?」

　バニーガールのまま抗こう議ぎする霧生に、半はん裸らミイラとなったミランが勝ち誇ほこった様子で胸を張った。

「では、私の不戦勝ということで」

「ぐぬ……」

「いいぞ、もっとやれ！」

「主城、きみって……」

『さっすがぁ、アキラはきょうもゲスいね！』

　自動掃そう除じ機きにリンクしているＦＡＬが楽しそうに言った。ゲスと称しようされる仲間の姿に、玖式は今日もまた激しい疑問を感じる。

　いずれも果てしなくレベルの低い勝負だったが、霧生は僅きん差さで全敗したのだった。




　　　　３




　玖式、璃理佳たち魔ま術じゆつ学科『マーリーン』クラスの生徒は、能力測定の授業のため、魔術学科の実技練習場に集まっていた。

　近くでは、霊れい能のう学科の生徒たちによる対戦形式の演習が行われている。

　自分の順番を終えた玖式は、ふと霊能学科生の集団から離はなれ、ひとりでぽつんとたたずんでいる女子生徒を見つけた。

「あれ、霧生さんだ」

　璃理佳と一いつ緒しよに、その後ろ姿に近づいていく。

　霧生は隣となりの霊体に向かって、ぶつぶつと話しかけていた。

「……まったく、なんなのよあの女は。ねえカナエもそう思うでしょ？」

　暗いオーラに若じやつ干かん気け圧おされながらも、声をかける。

「霧生さん？」

「へっ!?」

　振り向いた霧生は、玖式たちを見上げ、口を開けて固まった。

「な、なんで玖式くんが？」

「僕らも、そこで実技だから」

　霧生はすぐさま御符をふるって、霊体を解除してしまった。

「ち、ちがうのよこれは！　べつにペアを組むひとがいなくて霊相手におしゃべりしてたとかそういうのじゃなくて」

「そ、そうなんだ……。それにしても、このあいだは大変だったね。あのミランって子、しばらくねばってたけど、結局主城に追い返されちゃったみたいだし」

「当然よ、あんな失礼な女。だいたいわたくしが、なんであいつのことで……」

　霧生が薄うす暗ぐらいオーラをまとって拳こぶしを震ふるわせる。

「大丈夫？　フミカ」

　璃理佳の言葉に、霧生が目をうるませる。

「なにかあったら、いつでも言って」

「り、璃理佳……」

　霧生は頬ほおを染めて璃理佳を熱っぽく見上げた。その過か剰じような反応にやや不安を覚える玖式だったが、

「なんか、珍めずらしいね」

　玖式の言葉に、璃理佳は首をかしげる。

「なにが」

「なんかそういう風に、人のこと心配するの。っていうより、璃理佳は思っても口に出さないから」

　最近、璃理佳も少し変わったように思う。

「へん……？」

「いいと思うよ」

「なら、そうする」

　どこか機き嫌げんの良さそうな璃理佳を不思議がっていると、あたりが騒がしくなった。

　生徒たちがなにかを取り囲むように、一いつ箇か所しよに集まっていた。自分たちと同じように魔術学科の生徒の一部まで、わざわざ見に来ている。

「どうかしたの、あれ」

「ま、まさか！」

　霧生が叫さけんだ。勢いよく立ち上がって、集団のなかへ突とつ進しんしていく。

　置いていかれた玖式と璃理佳は、顔を見合わせながらとりあえず後を追った。

　ギャラリーが囲む、競技場の中心。

　悠ゆう々ゆうと位置についた細身の姿に、全員の視線が注がれている。

　凜り々りしい立ち姿。中性的な雰ふん囲い気き。浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼう。

　魔術学科の玖式でさえも、当然のようにその存在を知っていた。

「天てん宗そう寺じ、カナメ」

　霊能学科の第一位。

　現代に伝わる有名な陰おん陽みよう師じの子孫。

　学園最強の霊能者。

　それらはきっと間ま違ちがいないはずだが──

「あのさ、天宗寺さんって、女子だよね？」

「なっ!?　玖式くん、当たり前でしょう！」

「でもさ、格好が……」

　長い髪かみを後ろでくくった天宗寺は、なぜか男子生徒の制服を着用している。それが中性的な印象にいっそう拍はく車しやをかけていた。

「天宗寺さまはそれでいいのよ」

「どうして？」

「みんながそれを望んでいるからよ！」

「そ、そうなんだ……」

　よくわからない。ともかく、この特とく徴ちよう的な容姿に学園最強の霊能者の地位が伴ともなうとなれば、注目を集めないわけがない。

「あぁ、天宗寺さま……」

「霧生さんって、ほんとにちがうんだよね？　そっちじゃないんだよね？」

「なんのこと？」

「な、なんでもないけど」

　その恍こう惚こつとした表情を玖式は懐かい疑ぎ的に眺ながめる。

「はじまる」

　璃理佳の一言で、あわてて視線を戻もどす。

　相手の霊能学科の男子が、御ご符ふを取り出し念じる。

　かたわらに狼おおかみの霊体が実体化していく。

　自身の持つイーサから物質を生成し、物理現象を引き起こす魔術とは異なり、霊体召しよう喚かんは、外界に存在するイーサ──この世に残留した霊体を降ろし、現世に定着・実体化させる、霊能力の代表的な術の一つだ。

　それ自体は、それほど高度なものではない。

　だが、注目すべきはその数。

　全部で十体以上の霊が、男子生徒の周囲に実体化する。

「すごい」

　式神ではないにしろ、あれだけの数の霊体を同時に降霊し、定着できる生徒はそういない。おそらく霊能学科で二十位内の生徒だろう。

　だがその男子生徒の表情に、一いつ切さいの余よ裕ゆうはなかった。

　対する天宗寺が御符をかざし、霊名を詠よみ上げる。

「ヒトガタ」

　鈴すずの音ねが響ひびくような、清せい涼りようとした呼び声。

　御符を構えた天宗寺が、眼前に一体の霊体を顕けん現げんさせる。

　天宗寺と同じくらいの背せ丈たけの人ひと影かげが現れた。

　さらにそっくりな霊能学科男子の制服を着ている。手て袋ぶくろと靴くつ、帽ぼう子しに覆おおわれ、素す肌はだは見えない。だがそれが人間でないことは明らかだ。

　その顔は、ただの紙切れだった。

　まるで折り紙の鶴つるの頭のように、人間を模す気も感じられないほどの無機質なつくり。

　その不気味さ。

　玖式は知らずに鳥とり肌はだを立てていた自分に気づく。

「あれが、式神〝ヒトガタ〟」

　あれこそが、学園最強の霊能者の真しん髄ずい。

「あれ、本当に霊なのかしら……」

　霧生がそうつぶやくのも無理はなかった。

　霊体はその姿が鮮せん明めいなほど現世への定着度、つまりは物体として干かん渉しよう力が高くなり、それはそのまま霊体の強さへとつながる。たとえば霧生の式神などはこの男子生徒の使し役えきする霊より細部まではっきりと視みえる。

　だが天宗寺のヒトガタはそれどころではない。

　どこからどう見ても実存する人の姿にしか見えない。いったいどれほどの霊れい力りよくがあれば、あんな高精度な霊体を顕現できるのか。

　さらに玖式は奇き妙みような光景を目まの当たりにする。

　式神であるヒトガタ自身が御符を構えた。

　狼の群れへ、自ら突つっ込こんでいく。

　獰どう猛もうに襲おそい掛かかる狼たちの上方へ御符をばらまく。

　御符を頂点とした空間が、不思議な色合いにゆがむ。

「攻こう性せいの結界」

　網あみにからめとられ、狼たちがもだえる。

　ヒトガタが両りよう腕うでを振ふるった。幾いく重えもの御符が直線状にまきつき、刀身を形取る。

　たずさえたのは、二ふた振ふりの御ご符ふ刀とう──霊気を凝ぎよう縮しゆくさせた霊能者の術の一つ。

　一いつ閃せん。

　動きの止まった狼の霊体を御符刀が切り裂さき、強制的に実体化を解除。その姿がおぼろげに霧む散さんする。

　霊体はその原型となる生物に倣ならい、人間を超こえた運動能力を発揮する。

　それが式神であれば、術者の能力次し第だいで、地上のどんな動物をも上回る能力を持たせることも可能だ。なにより、

　霊体は死を恐おそれない。

　自らに食らいつくその牙きばをかいくぐり、狼たちを一刀のもとに斬きり伏ふせていく。

　天宗寺本人はさきほどから一歩も動いていない。

　涼すずやかな表情を崩くずすことなく、ヒトガタの圧あつ倒とう的てき優勢をただ冷静に観察している。

「すごい……」

　霊能力を行使できる式神。

　そんなものを召しよう喚かんし使役できるのは、学園広しといえどもこの天宗寺しかいない。

　なにより、式神は霊能者のイーサを消費して実体化したものだ。いわば自己の分身。それがあれだけの霊力を有しているということは、その供給源である天宗寺本人の霊力がどれほど常識離ばなれしているかを物語っている。

　ヒトガタの両側から狼が同時に接近。両腕を交差し突き出された御符刀が、二頭の顎あごを貫つらぬく。

　残り六頭。

　跳ちよう躍やくする一頭を上体を反らしてかわし、その勢いで繰くり出された回し蹴げりが一頭を吹ふき飛ばす。御符刀が分解、御符の乱れ撃うちが疾しつ走そうする三頭をことごとく捉とらえる。

　残り三頭。

　立ち上がろうとした狼をヒトガタが踏ふみつけ、御符刀が腹部を貫く。そこに襲い掛かった一頭はしかれた結界にからめとられた。直接御符を貼はり付けられ、霊体が霧散する。

　最後の一頭が、猛もう然ぜんと突進する。

　ヒトガタが踏み込み、そのときすでに御符刀は振り抜ぬかれていた。

　両断された霊体が消しよう滅めつ。

　そこで教師が終しゆう了りようの合図を告げた。周囲の生徒から大きな歓かん声せいが上がる。

　天宗寺の、完勝だった。

「あれが、天宗寺カナメ」

　冷れい徹てつなまでの強さに、玖式は羨せん望ぼうよりも畏い怖ふを覚えていた。

　第一位を頂点とし、セレクトランカーはみな飛びぬけた才覚の持ち主ばかりだ。

　無論、璃理佳もそのひとり。

　あれと並び立つ幼なじみの少女がいかに凄すごい存在か、今さらながら思い知らされる。

「なに？」

　玖式の視線に気づいた璃理佳が首をかしげる。

「いや、なんでもないよ……」

「ここここっちに来るわよ！」

　霧生のどもり声で、遅おくれて気づいた。

　天宗寺がこちらに向かって歩いてくる。

　そしてなぜか、玖式の前で立ち止まった。

「きみが、玖式ショウくん？」

　いったい何が起きたのか。困こん惑わくしながら答える。

「そう、ですけど……」

「わたしは天宗寺カナメだ」

　落ち着き払はらった態度にたじろぐ。天宗寺は学年が一つ上で、年ねん齢れいは一つしか違わないはずだが、ずっと大人びて感じられた。

「会えてよかった。きみに興味があったんだ」

　璃理佳の眉まゆがぴくりと動く。

「ぼ、僕に？　え？」

　まったく話が見えない。

　高位の魔ま術じゆつ師しである璃理佳や霊能者である霧生ならともかく、魔術学科で赤点ラインを浮うき沈しずみしている自分を、天宗寺のような人間が知っているだけで驚おどろきだ。

　さらに驚きよう愕がくの一言が、天宗寺の口から発せられた。

「玖式くん、わたしの班に来る気はないか？」

　取り巻いていた霊能学科の生徒たち──主に女子から甲かん高だかい悲鳴が上がる。

　霧生も大口を開けて固まっている。

　その隣となり、璃理佳の拳こぶしが固く握にぎり締められたことに気づく者はいない。

　なんだこれは。

　いつかも似たような状じよう況きようがあった気がする。

「あ、あの、なにか人ひと違ちがいじゃ……」

「どうかな？　これは本気のお願いだよ」

　周囲の視線が突き刺ささる。

「えっと、その……」

「いや、いきなり失礼だったね。また今度、改めて話をさせてくれ。なんにせよ、これからよろしく」

　手を差し出された。わけもわからず握り返す。滑なめらかな感かん触しよくにどきりとする。

　天宗寺の妖あやしい笑えみに、玖式の心は吸い寄せられる。

「もう戻らないと怒おこられる」

　璃理佳の一言で我に返った。あわてて手を離はなす。

「そ、そうだね」

　真っ白になって動かない霧生は置いておくしかない。逃にげるように別れを告げ、魔術学科の練習場へ戻っているとき、璃理佳がぼそっと言った。

「……ああいうのが、いいの」

「え？」

「玖式。この間の約束、だけど」

「約束？　なんだっけ」

　あまりに迂う闊かつな一言だった。

　立ち止まった璃理佳を、振り返る。

　いつものように無表情だった。

　だが幼なじみの玖式だからこそ、それが機き嫌げんの悪いほうの無表情だとわかった。

　それもかなり深刻なレベルの。背筋が凍こおりつく。

「ちょ、ちょっと待って、思い出すから」

　言いつくろいながら頭をフル稼か働どうさせる。だがその必要はすぐになくなった。

「デート」

「────え？」

　有言実行は、漢おとこの宿命なのかもしれなかった。




　　　　４




　日曜日のうららかな昼下がり。

　郊こう外がいのテーマパークの入り口に、玖式はいた。

　いまだ地に足がついていない。現実感にとぼしかった。

　自分の格好を見下ろす。半はん袖そでの襟えり付きシャツに、細身のジーンズ。とりたててセンスが良いわけでもない。主城の方がよっぽどしゃれている。相談すれば良かったといまさらに後こう悔かいする。

　本当に、デートなのだろうか。

　いや、デートというのはおかしいかもしれない。だいいち自分たちはまだ付き合っているというわけでもないのだし、そもそもこれは自分たちの班の結成を記念してどこかに行こうと言い出したのが発ほつ端たんなわけで勝手にデートだなどと舞まい上がってしまうなんて恥はずかしいいやでもデートだと最初に言ったのは自分ではなく璃理佳の方だったような──

　暑さに頭がやられていたのだろう。

　玖式は、直前まで近づく彼女に気づかなかった。

「玖式」

　呼び声に心臓が跳はね上がる。

「り──」

　弾はじかれたように振り返り、仰ぎよう天てんのあまり固まった。

　大だい胆たんに肩かたを出した薄うす手でのノースリーブ、デニムのミニスカート。

　小さなショルダーバッグをかけ、カジュアルなパンプスをはいている。

　露ろ出しゆつの多い、まるで璃理佳らしからぬ格好だった。

「？　どうかした」

「い、いや……。珍めずらしいね、って思って」

「え？」

「いや、その、なんていうか……」

「なに。聞こえない」

　璃理佳が詰つめ寄る。ゆるい胸むな元もとから谷間がのぞく。

「だっ、だから、普ふ段だんとちがうっていうかちょっとだけ大胆かなって思って！」

　焦あせる玖式の言葉に、璃理佳がすっと距きよ離りをとった。

「……？　ど、どうしたの？」

　急にうつむいた璃理佳は、スカートの裾すそを伸のばすようにぎゅっとおさえている。

「ふ、フミカが。フミカが、選んだから……」

「き、霧生さん？　え？」

「初めてだから、どういう服装がいいか聞いて……それで、一いつ緒しよに買い物に……」

「あ、そう、なんだ」

　初めてとは、こういった場所に来ることがということだろうか？　べつにそんなドレスコードがあるような場所でもないと思う。

　璃理佳の瞳ひとみが暗い炎ほのおを宿す。

「許さない……」

「ま、まあとにかく行こうよ、ね」

　なにやら怖こわい雰ふん囲い気きをまとう璃理佳をなだめ、玖式たちは歩き出した。




「はぁ、璃理佳ぁ……」

　玖式たちから十数メートル離はなれた植え込みのなか。






[image: ]






　茂しげみに身を潜ひそめながらふたりの様子を盗ぬすみ見ていた霧生が、うっとりとした声を出した。

　その隣で、主城が怪け訝げんな表情を浮かべている。

「つうか、璃理佳さん、なんか怒ってないか？　オレ知らねーぞ」

　霧生がむっとする。

「なによ。璃理佳がオシャレをすることのなにがいけないわけ？」

「いや、よくやったけど。確かに、あれはなかなか……ふぅ」

「ちょっと、汚けがらわしい目で璃理佳を見ないでよね！」

「おまえが薦すすめたんだろ!?」

「あ、あの。玖式さんたち、行ってしまいますけど」

　うしろで控ひかえめに待っていたレディの言葉に、霧生はあわてて立ち上がる。

「移動するわよ」

「なんでオレがこんなこと……」

「璃理佳の初デートなのよ!?　しっかり見守ってあげようっていう気はないわけ!?　玖式くんなんてどう見ても奥手で、あれじゃ璃理佳がかわいそうだもの！」

「んなの、玖式に任せときゃいいじゃん」

「あんたね！　そ、それで玖式くんが璃理佳に迫せまったりなんてことが起きたら、どうするのよ!?」

「どっちを望んでんだよおまえは」

　暴走気味ではりきる霧生と、不承不承という主城と、まったく事態を把は握あくしていないレディの不ふ審しん者しや三人組が、こそこそとあとを付けていく。




　カップのアイスを買って、ベンチに並んで座った。

「……ありがとう」

　璃理佳はいまだに、玖式とまともに視線を合わそうとしない。高さ一〇〇メートルから垂直落下する絶ぜつ叫きようマシーンに乗ろうが、大量の水みず飛沫しぶきを浴びるジェットコースターに乗ろうが、璃理佳はその無表情を崩くずさなかった。

　ふと、デニムミニから覗のぞく太ももが玖式の目に飛び込んだ。

　座り込んですこし裾が上がっている。スカートと太ももの間のブラックホールに吸い寄せられる視線を、最大限の理性を動員して引き剥はがす。

（まずいまずいまずい。これじゃまるで主城だ）

　璃理佳に気け取どられたら、きっと軽けい蔑べつされる。

　呼吸を落ち着かせていると、奇き妙みような感覚がこみ上げてきた。

　不思議な既き視し感。

　どこか懐なつかしいような光景。

　その原因に気づいた玖式は、思わずくすりと笑ってしまう。

「どうしたの？」

「ほら、昔さ、よく僕らだけ取り残されることが多かったなって思って。リヤが、いつもひとりで突つっ走ぱしってたから」

　暴走する姉に付いていけず残された玖式と璃理佳は、こうしてふたりぽつんと座って、リヤが帰ってくるのを待っていた。その間に、色々なことを話しながら。

　まだふたりが、今よりもよく笑っていた頃ころの話だ。

「大変だったよね。いつも巻き込んじゃって、今さらだけど、ごめん」

「……べつに、私は、嫌いやじゃなかった」

　璃理佳がぽつりと言った。

　ようやく、その瞳を玖式へ向ける。

「いまも、嫌じゃ、ない」

　幼児のような拙つたなさ。けれどそれが璃理佳なりの精せい一いつ杯ぱいの表現であることは、だれの目にも明らかだった。それに対して玖式はたった一言、

「そっか。よかった」

　璃理佳が固まった。

「他には？」

「え、なにが」

　ただ安心した様子の玖式に、璃理佳が唖あ然ぜんとしている。

「どうしたの？　なんか、怒ってる？」

「怒ってない」

　それが嘘うそだということはとりあえずわかった。なにか迂闊なことをしてしまっただろうか。ここに来るまでの自分の言動を思い返してみるも、皆かい目もく検討がつかない。

「ほら、これあげるから許して、なんて……」

　カップのアイスを差し出しながら、冗じよう談だんで場を和なごませようとした。

　璃理佳は、こくりとうなずいた。なぜかそのままじっとしている。

「くれるの」

「え？　う、うん」

「それなら、許す。どうぞ」

　どうぞ？

　というかやっぱり怒っていたんだという突っ込みも忘れ、思わず自分のカップを差し出そうとして、驚きよう愕がくの事実に気づく。

　まさか、食べさせろということだろうか。

　璃理佳は真しん剣けんな表情で、じっと待っている。

　玖式の度胸など、たかが知れていた。

「こ、これチョコミントだけど、嫌きらいじゃなかったっけ？」

「……嫌い、じゃなくなった」

「そうなんだ？　前は、だめだったよね。そういえば僕も昔はメロンがだめだったけど、いつからか平気になって、不思議だよね。大人になるにつれて味覚が変化するっていうんだけどあれには諸説あって」

「アイス、溶とける」

　早くしろ、とその目が脅きよう迫はくしていた。

　是ぜ非ひもない。

　アイスをすくうと、璃理佳がつんとわずかにあごを上げ、なぜか目を閉じた。

（こ、これじゃまるで……）

　緊きん張ちようのため震ふるえた手でスプーンを運ぶ。璃理佳が小さな口を開け、舌がのぞく。

　やわらかな唇くちびるがスプーンをはさむ感かん触しよくが、手に伝わってくる。

「ど、どう？」

　どこかぼうっとした表情で、璃理佳は言うのだった。

「……こっちの方が、あまい」




「なによ、あれ……」

　謎なぞのトーテムポールの陰かげに隠かくれる三つの人ひと影かげ。

　ぎくしゃくした、しかし初うい々ういしいふたりの雰囲気を目まの当たりにした霧生が、この世の終わりのようにつぶやいた。

「なにって、べつにいい感じじゃねーの？」

「あああんた、それでいいの!?」

「いや、オレはべつに。うらやましいし砕くだけ散れとは思うけど、まあ玖式だしな」

　主城は、黙だまり込んでいるレディに気づく。

「レディ、どうした？」

　数秒後、遅おくれてレディが反応する。

「あ、すみません」

「どうかしたか？」

「いえ、その。なんだか、玖式さんたちが……」

　語ご尾びは曖あい昧まいに消え入る。

　どこかレディは元気がなかった。

　最初に霧生たちと来たときは物もの珍めずらしそうに色々と質問を重ねていたが、いまは玖式たちを見て、なにか考え込んでいるようだった。

「でもあれじゃ、話題がないわね」

「よし、ここはオレに任せろ。こんなこともあろうかと」

　主城がなにやらインカムで指示を出している。

　しばらくして、霧生たちの背後に、足音が近づいてきた。

　振ふり返ると、そこにずんぐりとした三頭身が立っていた。

「な、なによこれ!?」

　大きな黒い耳、白い大きな手て袋ぶくろ、オーバーオール。

　どこかで、必ずどこかで見たことのある姿形をしていた。

『コンニチハッ！　ボクファッキー！』

　ヘリウムでも吸ったような甲かん高だかい声。こちらは実際に聞き覚えがあった。

「あ、あなた、ＦＡＬ？」

『うん、そーだよー。どう、似合ってるかな？』

「うちの会社で開発した人型警けい邏ら用ロボットの試作機。着ぐるみを着せて、ここでテストさせてるんだ」

『中の人などいない！』

「ああ知ってるよ。……んで、こいつがあれば、一いつ緒しよに写真とったりとか色々と……」

　玖式たちのもとへ向かわせようとしたところを、近くにいた親子連れが発見。一気にねずみ講式に増え、子供たちが集まってくる。

「ありゃ、先に見つかっちまったか」

『ヤアミンナ、ボクファッキー！』

「あ、あなたその喋しやべり方はやめなさい！　なんだか非常にまずい気がするわ……！」

『えぇ、なんでー？　大だい丈じよう夫ぶ、今度は子供に逃にげられないようにするよ！』

「今度はって、おまえ、なんかしたのか？」

『べつになにもしてないよ～。ただヘッドパーツの調子が悪くて被かぶりもの脱ぬいだらさ、急にみんな逃げちゃって。そんなに見た目でわかるほど故障してたのかな？』

　ＦＡＬが、着ぐるみの頭を自分で剥がしはじめた。

　グロテスクな機械の頭部があらわになる。

　じゃれついていた子供が、一いつ斉せいに悲鳴を上げて逃げ出した。

「ちょっと、トラウマを植えつける気!?」

「あのー……」

　レディがおずおずと口をはさむ。

「玖式さんたち、あっちの方へ行きましたけど」

　霧生があわててベンチに目を向けると、ふたりの姿はなかった。

　遠くに歩いていく後ろ姿を見つけ、三人はあわてて追いかけていく。




　しばらく追つい跡せきをつづけた霧生たちを、黒い屋や敷しきが待ち構えていた。

「今度はここに、入ったみたいですね」

　おどろおどろしい外観。看板には『失神注意！　ドラキュラの館やかた』とあった。

「あーここ有名なやつだよなー。ガチで気を失う人が続出するっていう……」

　霧生は早くも青くなっている。

「やめとくか？」

「へ、へいきよ、こんなの！　さあ、早くしないと璃理佳たちが、く、暗いところで、あんなことやこんなことをするかも……」

　蒼そう白はくだった霧生の頬ほおがしだいに赤くなる。

「忙いそがしいやつだな……」

「行くわよレディ、ついてきなさい！」

「は、はい」

　勇み足の霧生を先頭に、主城と、レディが続いて足を踏ふみ入れた。

　主城は絶ぜつ叫きようした。

　霧生は慟どう哭こくした。

　レディだけがいつも通りだった。

　迷めい宮きゆうの出口。転がるように出てきた主城と霧生は、そのまま地べたにうずくまった。

「やめろ、消えろ消えろ、幻げん覚かくだ、この世にはあんなものいないんだ……！」

「もう、いやあ……」

　抜ぬけ殻がらのようになったふたりを、涼すずしい顔のレディが心配している。

「あ、あの、大丈夫ですか？」

「レディ。貴女あなた、怖こわくないの……？」

「あれは、怖いものなんですか？　その、なんだかとても懐なつかしい感じが……」

　非常に形容しがたい空気が流れる。

「ま、まあいいわ」

「そ、そうだな。まあオレも、右みぎ腕うでだけは幸せだったし」

　そのときはじめて、霧生が主城にしがみついたままの自分に気づく。

　光速で主城を突つき飛ばした。

「ばばばか！　へんたい！　最低男！　だれか、ここに変質者が！」

「おまえそれはないだろ!?　うわっ、ほら見ろ周囲の視線が──」

「──主城？」

　霧生と主城が、固まった。

　玖式と璃理佳が、ふたりをまじまじと見ていた。




　顔面蒼白の霧生が、玖式を見て固まっている。

「みんな、なんでここに？」

　主城と、それにレディまでいる。

「ち、ちがうのよこれは！　わたくしはただ、その……」

「うん、あれだ、これはたまたまで……そう！　オレたち実は付き合ってるんだ!?　今日はデートでさ」

「はぁ!?　なんでわたくしがあ、あんたなんかと」

「ばかおまっ、合わせろよ……！」

「あ、あの、霧生さんに誘さそわれて璃理佳さんたちを監かん視ししようと」

「れ、レディ!?」

「ああ、言っちゃった！　純じゆん粋すいすぎる！」

　言い合う三人を見ているうちに、玖式は状じよう況きようをなんとなく理解した。

　怒おこるというよりも呆あきれた玖式だったが、ふと気づく。

　璃理佳が、黙り込んでうつむいていた。

（あ……）

　ほとんど表情に変化はないが、玖式だからこそ、その微び妙みような変化を読み取れた。

　しゅんとなっている。

　経けい緯いはどうあれ、これは璃理佳の望むところではなかったのだ。

　昔から、変わらない。

　璃理佳が怒る理由は、玖式にはわからないときがある。

　けれど、璃理佳が悲しむ理由を、玖式がわからないことはなかった。

　だったら。

　玖式は璃理佳の手をつかんだ。

「ネイ、走るよ」

「え？」

　呆ぼう然ぜんとしている璃理佳の手を引いて、玖式は駆かけ出す。

「大丈夫。上う手まくまいてみせようよ」

　璃理佳は驚おどろいていた。

　やがてそれが、今日はじめてみる、微び笑しようへと変わる。

　汗あせばんだ手がすべりそうになるのを、強く握にぎり締めた。決して放さないように。

　璃理佳もその手をぎゅっと握り返した。




「あ、逃げたわよ！」

「なぁ、もういいんじゃね？　ほっといてあげようぜ」

「見み損そこなったわよ!?　ここで諦あきらめたら、すべてが手て遅おくれになるわよ！」

「おまえはなにと戦ってるんだよ……」

　ヒステリックに叫さけぶ霧生と呆れる主城に、近づく人影。

「ちょっといいですか」

「うるさいわね」

「お話をお伺うかがいしたいのですが」

「しつこいわね！　今それどころじゃ」

　ふたりの警備員だった。

　霧生と主城が固まる。

「ちょっとその着ぐるみのことで、お話が」

『ハハッ！　ようこそッ、夢と魔ま法ほうの国へ！』

　ＦＡＬのその台詞せりふに、警備員たちの顔色が変わる。霧生たちも青ざめた。

「ち、ちがうのよこれは！　たまたまあれと似ているだけで、べつにパクりとか不正使用とかそういうのじゃ」

「そ、そうだって！　まさかそんなやばい方々にケンカを売るような真ま似ねするわけ」

　なにやら一いつ介かいの警備員にそぐわない雰ふん囲い気きをまとった男たちが、懐ふところに手を入れた。




　夕暮れどき。

　玖式と璃理佳は逃げ込むように観覧車に乗りこみ、地上を見下ろせる高さまできて、ようやく一息ついた。

「なんだか大変なことになったね」

「悪いことを、したかも」

「え？」

「フミカが、せっかく心配してくれたのに」

　璃理佳は、さきほどとはまたちがう理由で落ち込んでいるように見えた。

　一見他人に関心がないように見られがちな璃理佳だが、実際にはこういうことを気にする女の子だということを、玖式は知っていた。

「ネイ。こんどは、みんなでどこか遊びにいこうよ」

　璃理佳が、どこに？　と言いたげに首をかしげる。

「キャンプとかよくないかな。行ったことある？」

「ない」

「じゃあ、とりあえずみんなに言っておくよ。道具とかも用意しないとね。家に帰ればたぶんあると思うから、父さんに聞いてみる」

「ショウ」

「なに？」

「ショウは、特定の人と一緒にならないの」

　璃理佳の言葉を脳で処理するのに、数秒かかった。

　ゆっくりと、その顔を見る。

　璃理佳が、決死の表情でそれをつぶやく。

「だから……こ、恋こい人びとは」

　口を半開きにし、実に間の抜けた表情で玖式は固まる。

　ほとんどフリーズした頭が、かろうじてなにか言わなければと口に指令を出し、

「ね、ネイは？」

　非常に空気の読めない質問を返した。

　しまった。そうじゃない。もっと返す言葉があるだろうに。しかし、

「わたしも」

　璃理佳はうつむいたまま、ぽつりと言った。

「いたらいいと、思ってる」

　鼓こ動どうが速まる。

　璃理佳と目が合う。

　そのとき、ゴンドラが揺ゆれた。

「な、なに？」

　観覧車の動きが停止した。

　立ち上がって窓から地上を見下ろすと、観覧車の足元から去っていく二つの人ひと影かげと、それを追う一団が見えた。

　ふたりが大人数に追いかけ回されている。

　小さくて人相まではわからないが、追いかけてる方は制服姿の警備員のようだった。いったいなんの騒さわぎだろうか？

　命からがらといった様子で逃にげていくその人影を目で追っていると、ふたたびゴンドラが何事もなかったように動き出した。

　安あん堵どして腰こしを下ろし、なにかとてつもなく大事な話をしていたことを思い出す。

「ショウ、天宗寺さんの言っていたことだけど」

　めずらしく大きめの声に、玖式は口にしかけた返答を飲み込む。

「私は、行かないほうが、いいと思う……」

　璃理佳の声はこれまで聞いたことがないほど弱々しく、自信なさげだった。

　肩かたの力が、すっと消えていく。そのとき、自分の気持ちが鮮せん明めいにわかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。断ろうと思ってるから」
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「ほんとうに？」

「うん。約束する。いまの班は、僕の居場所だから」

　選ぶまでもない。答えは決まっていた。

　自分がいるのは、璃理佳のとなりだ。

　あの頃ころから、それは変わらない。

　璃理佳が、おもむろに立ち上がった。すとん、と玖式の隣となりに腰を下ろす。

「ね、ネイ？」

　夕日に照らされていたせいで、璃理佳の首元がわかりやすいほど赤くなっていることに、玖式は気づかない。

「こっちの方が、眺ながめ、いいから」

「そ、そうだね？」

　夕空の鮮せん烈れつな色とともに、ときおり触ふれ合う肩の感かん触しよくが、忘れることのない記き憶おくとして玖式の脳のう裏りに刻まれたのだった。




　　　　５




「つうかありゃ実じつ弾だんだった。間ま違ちがいない。やっぱあのランドの連中はやべーよ」

　全学科の生徒が利用する中央校舎内のフードコートで、主城が言った。

　玖式は主城、霧生と一いつ緒しよにランチを食べに来ていた。足元には、なぜか掃そう除じロボットのＦＡＬまで付いてきている。

　ちなみに璃理佳とレディは弁当組だった。おそらく教室で佐さ伯えきたちと食べているのだろう。璃理佳に怯おびえまくっているレディと間に入る佐伯の図が容易に想像できる。

「ちょっと声が大きいわよ。だれかに聞かれたらどうするのよっ」

　どうも主城と霧生はテーマパークでなにやら大変な目にあったらしいが、玖式は話半分で受け止めていた。さすがにテーマパークの警備員が実弾を撃うってくるはずはない。

「まあまあ。生きて帰ってこられてよかったね」

「おまえ信じてないな……。ったく、マジでこの間の化け物との戦いのときと同じくらい死ぬかと思ったんだぞ、ほんと」

　なにげなく主城が言った。

　箸はしを持った玖式の手が止まる。

　主城が自分の失言に気まずそうな顔をする。

「玖式くん？」

「あのときのこと、僕はよく覚えてない」

　玖式のつぶやきに、霧生たちは顔を見合わせる。

　学園に現れた本物の吸きゆう血けつ鬼きに、レディが連れ去られそうになったとき。

　あのシュルヴェルトという吸血鬼に、玖式は持てる限りの魔ま術じゆつをぶつけた。

　だがあれから時間が経たつにつれ、玖式は不気味さと違い和わ感を覚えるようになっていた。

　なぜなら相手は、軍隊を用いても脅きよう威いとなるような存在。

　本物の吸血鬼の眷けん属ぞく。

　勝てるはずがないからだ。

　では、いったい自分はなにをした？

「ただ無我夢中であの場に駆けつけたとき、ふたりが倒たおれていて、レディが連れていかれようとしていた。だから僕はあいつを……。でも、途と中ちゆうの記憶が曖あい昧まいで、自分が何をしたのか、よくわかってないんだ」

　玖式の独白を、ふたりは黙だまって聞いていた。

　やがて霧生が、ぽつりと口を開いた。

「少なくとも、玖式くんはすごい才能のある能力者なのだと、わたくしは思うわ」

　霧生は玖式を安心させるように微笑み、

「大丈夫、だれにも話していないわ。玖式くんに迷めい惑わくがかかると思ったから。みんな、それはわかってる」

「……ごめん」

「なに謝ってんだよ。すごいことじゃん。つうかオレは倒れてて見てないし、正確なことはわかんないけど、とにかくおまえがやってのけたことなんだから素す直なおに誇ほこれよ。日ひ頃ごろ勉強してることが、無む駄だじゃなかったってことだろ」

　そうなのだろうか。

　なにかもっと異質なことがあのとき起きた。自分がそれを起こした。

　開いてはいけない扉とびらを開いた。そんな気がしてならなかった。

「ありがとう」

　ふたりに気を遣つかわれていることがわかり、それ以上なにも言えなかった。代わりに、テーマパークで璃理佳と話したことを思い出す。

「そういえばさ、夏休み始まったら、みんなでキャンプとか行かない？」

「お、いいじゃんそれ。オレ魚とか釣つるわ」

「で、ではわたくしは料理を……」

『それはやめて』

　霧生がずーんと落ち込んでいたとき、ふと、視界に奇き抜ばつな人影が映った。

「あ、ミランさん」

　玖式のつぶやきに、主城がすすっていたラーメンを噴ふき出した。

　霧生も敵意をむき出しにして身構える。

　メイド服姿のミランが、堂々と玖式たちのテーブルの前で立ち止まった。

「お、おまえ、しつこいぞ！」

　主城が振ふり返って怒ど鳴なりつけるも、ミランは微び動どうだにしなかった。

　思いつめたような表情。重々しい空気が、その両りよう肩かたにうずまいている。

「主城様から、言付かって来ました」

　ミランの言葉に、主城の顔から表情が消える。

　目の前にいる、この主城のことではない。家族のだれかのことのようだった。

「ちゃんと、会ってください。ふたりは、ただすれ違っているだけです」

「嫌いやだね。オレは、こいつらに力を貸すって決めた」

「そんなの……アキラ様の力じゃ、ないじゃないですか」

　刺とげ々とげしい一言だった。

「なんだって？」

「ここにいるのは、みなさんイーサ能力者で、特別な人たちで……アキラ様は、ちがいます」

「……なにが言いたい？」

「アキラ様は、意地になってるだけじゃないですか？　そういう人たちと一緒にいて、自分が普ふ通つうじゃないって、そう思いたいだけで──」

　音を立てて主城が立ち上がった。びくりとミランの肩が震ふるえる。

「悪い、またあとでな」

「あ、うん……」

　トレーを持って足早に去る主城の背中を、玖式たちは茫ぼう然ぜんと眺めるほかない。

　残されたミランは、つらそうな表情で唇くちびるをかんでいる。

「どうしたの、いったい？」

　ミランはなにかを決断したように、玖式に正面から向き合った。

　あの情じよう緒ちよ不安定な少女とは別人のように、ミランは言った。

「アキラ様は、転校することになります」

　玖式の後ろで、霧生が息を呑のむ。

　ミランの哀かなしげな瞳ひとみが、それがすでに覆くつがえしようのないことを物語っていた。




　　　　６




「大変だよ、ネイ！」

　魔術学科『マーリーン』クラス。

　その教室内に響ひびき渡わたった玖式の大声に、全員が振り返った。

　直後、ざわめきが起こる。

「ネイ、って？」「だれ？」「さあ……」「あ、もしかして璃理佳さんのこと？」「ああ、そうだよ」「でも名前で呼ぶ人はじめて見た」「ほら、玖式くんと璃理佳さんて……」「あーそういえば」「はいはい。あれね。そういうこと」「ちっ」「爆ばく裂れつしろ」

　ざわ……ざわ……。

「ど、どうしたのみんな、なんか視線にすごい含ふくみが……」

　一番仲のいいクラスメイトである風かざ間まと佐伯も、呆あきれとも感心ともつかない表情を浮うかべている。

「おまえって、意外と大だい胆たんなんだな」

「玖式くんもやるね。がんばって！」

　謎なぞの声せい援えんを受けながら、璃理佳に近づいていく。

「と、とにかく大変なんだってばネイ、聞いてる!?　ネイ!!」

　ひゅーひゅーとだれかが冷やかしの声を上げた瞬しゆん間かん、璃理佳が突とつ如じよ立ち上がった。

　教室が一瞬で静まり返る。

「ネイ？」

　顔を真っ赤にした璃理佳が、涙なみだ目めでにらんでくる。

「きみ、禁止って言った……」

「？　なにが。ってなんで杖つえを──」

　璃理佳がスペルを唱え、一瞬で玖式は氷こおり漬づけになった。




「て、転校っ!?」

　レディが裏返った声を上げた。

「へくしっ」

「ところで玖式さん、どうしてずぶ濡ぬれなんですか？」

「……なんでもないよ」

　玖式は杖先に小さな光熱をともしマントにくるまりながら、自分で身体からだを温めている。

　ボス机ではまだ頬ほおが赤らんでいる璃理佳が、そっぽを向いていた。

「どうしてそんな急に……」

「それは……」

　玖式が口ごもっていると扉が開き、主城が姿を現した。

「おーっす」

「主城！」

　まったくいつもと変わらぬ様子だった。レディたちが駆かけ寄る。

「な、なんだよ？」

「なにって、その」

「ああ、あいつから聞いた？」

「はい、転校のこと……」

「いやいや、心配すんなって。うちの親おや父じが勝手に言ってるだけだし」

　けろりと答える。

「そ、そうなんですか？」

「当たり前だろ。余よ裕ゆうだよ余裕。だいたい、こんなせっかくのたわわな果実を毎日眺ながめられる絶好のポジションをそんな簡単に手放すわけないだろ」

　と言って、璃理佳と霧生の胸むな元もとを下品な視線で見つめる。

　それからレディに視線を移し、つらそうに顔をゆがめた。

「レディは……その、なんだ。頑がん張ばれ」

　言われた本人は、ぽかんとする。

「え？　それはどういう……。玖式さん、なんで顔を逸そらすんですか？　ど、どういう意味なんですかいったい!?」

「と、とりあえず、それは置いといて」

　それを言い出すべきか、迷いがあった。

　けれど玖式にはわかってしまった。

　主城が、嘘うそをついているということが。

「ミランさんが、言ってた」

　玖式の言葉に、主城から笑えみが消える。

「主城のお父さんが決めたことは、覆ることはない。主城の意見なんて関係ない。そういう家なんだ、って」

　あのあと、主城の転校を告げたミランは、彼の置かれた状じよう況きようを玖式に話してくれた。

　世界的な重工企き業ぎようの御おん曹ぞう司し。

　主城の生まれた家がどういうところなのか。

　父親がどういう人間なのか。

　プライベートなその情報を他人である玖式に教えてくれたのは、主城自身の口からそれが語られることはないと知っていたからだろう。

　玖式は、問わずにはいられなかった。

　仲間だと思っているからだ。

「本当のことを、話して」

　主城の表情は、どこか達観していた。

　やがて、小さなため息をついた。

「まったく、子供ってのは無力だよな」

　その言葉が、なによりの答えだった。

「なんとか、ならないの？　主城は一いつ般ぱんで成績だって上位じゃ──」

「関係ないさ。あいつの言うとおりだ。そういう家なんだ。オレの意思なんて毛ほども影えい響きようしない」

　璃理佳が立ち上がっていた。

「私にできることがあれば、する」

「さんきゅ、璃理佳さん。この班に誘さそってくれたこと、感謝してる。璃理佳さんのおかげで、すごい貴重な経験ができた」

　平然と語る主城に、だれも言葉が出なかった。

　かろうじて、玖式は聞く。

「いつ……？」

「さあ。ちょうど夏休みだしな。下手すりゃ二学期から、なんてことになるかも」

「そんな……」

　もうあと数日しかない。

「仕方がないじゃない」

　霧生の一言で、全員が静まり返った。

「班室も広くなるし、清せい々せいするわよ」

　主城のほうに顔も向けず、そっけない態度で霧生は言った。

　その横顔を、主城は苦く笑しようしながら見ている。

「なんか悪いな、オレのせいで暗い感じになって。ちょっとの間だけだったけど、おまえらと一いつ緒しよに過ごせて楽しかったよ。ありがとな」

　主城の割り切りの良さが、わからなかった。

　そしてそれにどこか苛いら立だっている自分を、玖式は自覚していた。

　どうしてそんなに、簡単に受け入れる？

　どうしてそんなに、平気な顔をしている？

　それはきっと、かつての自分がそうだったからだ。

　到とう底てい受け入れられないことを、受け入れたと自分を偽いつわっていた。いまではそれを後こう悔かいしているから。

　夏休みに入ったら気晴らしに遊びに行こうという主城の言葉にうなずきつつも、消化しきれない感情が、玖式のなかでわだかまっていた。




　魔ま術じゆつ学科の実技練習場。

　射しや撃げき場のようなスペースに立つ玖式は、数十メートル先の目標へ杖を向ける。

　既定のスペルを唱え、杖先に生成された細長い氷の矢じりが、運動エネルギーを付加され杖先から放たれた。

　『氷ひよう矢や』の魔術。反動が玖式の肩かたを揺ゆらす。

　宙を走った氷の矢は、だが鎮ちん座ざする的を逸れ、後ろの壁かべにぶつかり砕くだけ散った。

　思わずため息が出る。

　璃理佳のようには上う手まくいかない。雲うん泥でいの差だ。

　ふと、玖式はもう一方の手で、腰こしのケースから御ご符ふを取り出した。

　杖と御符を同時に構える。

　あのとき自分がなにをしたのか。もう一度確かめたかった。集中する。魔術でも霊れい能力でもないもの。その融ゆう合ごうをイメージし、具現化させる。

　しかし──

「駄だ目めか……」

　なにも起こらない。

　当然だ。こんなことは、どんな学術書にも書かれてはいないだろう。

「調子が悪いみたいだね」

　突とつ然ぜん、背後から声がした。

　長ちよう髪はつの美少年に見えたその人ひと影かげの正体は、天宗寺だった。とっさに御符を隠かくす。

「クラスの人に聞いて、ここかもしれないって」

「どうしてですか？」

　なんの用事か、という意味でたずねる。

　だが要件は察しがついていた。

「この前のつづき、ちゃんと話をしようと思ってね。すこしは、考えてくれた？」

　玖式は用意していた返答を口にする。

「すみません。いまの班が、僕の居場所なんです」

　男女問わず人望があり、学園最強の霊能者の誘いを断る人間は希少なはずだ。気分を悪くさせてしまったかもしれないと思った。

　だが天宗寺は微ほほ笑えんでいる。

　だれもが引きつけられる魅み惑わく的な笑みのまま、それを口にした。

「彼女の正体は、みんな知ってるのかな」

　目を見る。

　妖あやしい微び笑しよう。その仮面の奥に隠された悪意に、ようやく気づく。

　あのとき引き付けられたのは、そこに込こめられた意味があったからだ。

「レディさんのことだよ。なんのことかは、わかるよね」

「なんで……」

　言葉を失いながら、思い出す。あの戸蔵もレディの正体を知っていた。どこからか、レディの情報がもれている。その秘密を知っている人間がいる。

「どうやら嘘をつくのは苦手みたいだね」

　動どう揺ようを気け取どられた。
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　足元がぐらつく感覚がする。

「彼女の正体がばれたら、どうなるかな。パニックを起こす生徒が出るかもしれない。良識ある生徒は警察に通報するかもしれない。どのみち彼女は、もうここにはいられなくなるだろうね」

「それは……脅おどしのつもり？」

「うん。そうだね」

「それで、僕があなたの班に入れってこと？」

「まさか」

　もし天宗寺が、あの戸蔵のようなことを言い出したら。

　玖式の意識が杖つえへと向く。

　だが天宗寺が口にしたのは、まったく予想外の要望だった。

「一緒に、わたしの家へ来てくれないか」

「……どういうこと？」

「近々、わたしの家にある要人が訪ねてくる。それに一族が総出で警護にあたることになる。もちろん、わたしもその一員として帰らねばならない」

　天宗寺の家。それは噂うわさに聞く、陰おん陽みよう師じの一家ということなのだろう。

「だが不安な要素があってね。最近、家のまわりで不ふ審しんな人間が目もく撃げきされている。どうも外部の人間らしいのだが、もとより偶ぐう然ぜん人が立ち寄るような場所でもない。ただ実害もない状況では、警察に頼たのむことも難しくてね。それに霊能者たちだけでは対処できないことも想定して、魔ま術じゆつ師しであるきみの力を借りたいんだ」

「どうして、僕を？」

　自分より上位の生徒は沢たく山さんいる。

　なにより学園最強と謳うたわれる璃理佳のことを、天宗寺も知っているはずだ。

「このあいだの騒さわぎ。きみたちの班は現場に居合わせていた。そう言えば、もう十分じゃないかな」

　天宗寺の言葉に、玖式は動揺する。

　先日の事件の顛てん末まつは、玖式たちの班の人間以外、だれも知らないはずだ。

　いったい天宗寺はその情報をどこから得たのか。

「また、今度答えを聞きにくるよ。ああ、わかってると思うけど、これは君だけの胸にとどめておいてね。そうじゃないと、お互たがい良くないことになるから」

　そう言い残し、天宗寺は優ゆう雅がに去っていった。

　選せん択たく肢しは、玖式に残されていなかった。




「聞いてる、玖式くん？」

　放課後の班室。天宗寺が突つきつけた取引が玖式の頭を占せん領りようしていた。そのせいで霧生の声にだいぶ遅おくれて顔を上げた。

「ご、ごめん。なんだっけ？」

「もう……。来週のことだってば。どうするか決めた？」

「来週の……っていうと」

「キャンプよ。玖式くんが言い出したんでしょ。忘れたの？」

　来週から夏季休きゆう暇か期間に入る。だが、来週は──

　班室の扉とびらがノックされた。

　霧生が応じて扉を開け、その姿勢のまま硬こう直ちよくした。そこに長身の美び麗れいな姿があったからだ。

「てて、天宗寺さま！　ど、どうしてここに!?」

　瞳ひとみをきらめかせる霧生を完かん璧ぺきな笑顔であしらったあと、天宗寺がこちらを見た。

「玖式くんに、用事があって」

　全員に聞こえるように、あえて言っていた。

　皆みんなの、特に璃理佳の視線を感じながら、玖式は天宗寺と向き合う。

　あんな脅しを口にしておきながら、天宗寺の表情に気負いはない。玖式以外、だれも天宗寺の本ほん性しようを知らない。だがそれを口にすることはできなかった。

　自分が大事にしているものは何なのか。

　玖式のなかで、すでにその結論は出ていた。

「──ごめん。キャンプはみんなで行ってきて。準備は僕も手伝うから」

　玖式の言葉に、班室に困こん惑わくの空気が広がる。

「どういうこと……？」

「彼のこと、しばらくお借りするよ。彼にはわたしの家がある霊れい峰ほうに、一緒に来てもらうことになったんだ。色々と深い事情があってね」

「そんなこと、全然聞いてないぞ」

「そう？　本人に聞いてみたらどうだい？」

　不ふ穏おんな空気を察し、全員が玖式を見る。

　璃理佳と、目が合う。

「玖式」

　璃理佳と向き合うのが一番つらかった。

　それでも、後には引けない。自分が決めたことだ。

「僕は、天宗寺と一緒に行く」

　璃理佳の表情が、ひび割れる。

　それが最初の過あやまちの選せん択たくだった。
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　中央校舎の最上階にある理事長室。

　手て狭ぜまで混こん沌とんとした玖式たちの班室とは真逆に、高級ホテルの一室のように広々とした執しつ務む室だった。奥の机に妙みよう齢れいの女性が座り、その脇わきに校長が立っていた。

「天宗寺カナメ、でしたか。霊能学科の生徒を上う手まく使いましたね」

「あの霊峰に隠された秘密とともに、彼女は必要な配役ですから。思えば、彼女もまた彼と同様に、運命を背負わされた子供でしたね」

　在あり世せ羅らは手元の端たん末まつのモニターに表示された映像を、そこに写る玖式の姿を愛いとおしそうに眺ながめ、微笑んだ。

「記録に残る九番目の発現固体。これからが、本当に楽しみですよ」

　在世羅は席を立ち、壁かべ際ぎわのクローゼットを開いた。

　そこに掛かけられていたのは、年季を感じさせる魔術師のマント。

「まさか、行かれるのですか？」

「ええ。おそらく次は決定的になるでしょう。そうなれば、可か及きゆう的速すみやかに回収しなければなりませんからね」

「もし、彼らが敗れた場合は？」

　校長のその言葉にも、在世羅は落ち着いて答えた。

「そのときは、ただの不幸な事故となるでしょう」

　それはお互いにとって望ましくない結末だ。けれど、もはやその危き惧ぐは在世羅には無む縁えんだった。

　それほどまでに、彼の力を確信している。

　その結末を知りながら在世羅はつぶやく。

「さあ、生き延びてごらんなさい。玖式ショウ」
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　長く連なった峰みね々みねの頂に、深い霧きりがかかっている。

　天てん宗そう寺じの屋や敷しきがある朧おぼろ山ざんは、そのうちの一角にあった。

　朧山のふもと、玖く式しきたちは屋敷を目指して延々とつづく階段を上っていた。周囲に整然と屹きつ立りつする木々は、なにか霊れい的てきなものを感じさせるほどに高く伸のびている。

「なんだか、寂さびしい場所だね」

「わたしもそう思うよ。神々の住まう土地、なんて言われることもあるけれど、山頂に御ご神体が祀まつられる祠ほこらがある程度だ」

　ところどころ、天宗寺は説明をはさみながら玖式たちを先導する。

　その背を見ながら、主しゆ城じようが声を低くして言った。

「なぁ、なに考えてるんだあいつは」

「さあ……。それより、主城まで本当によかったの？」

「いいんだよ、オレの都合でついてきたんだから。それにこうでもしないと、ミランのやつに今すぐにでも連れ戻もどされそうだしな」

　天宗寺への協力を表明したあと、主城だけは、玖式に付いていくと強く主張した。

　天宗寺は特にそれを拒こばもうとはしなかった。結果、玖式と主城は璃り理り佳かたち三人を残し、この山へとやって来ていた。

　もしあのとき、璃理佳が同じことを言ったら、天宗寺はどう反応していたのだろうか。

　それを本人に尋たずねようという勇気は、なぜか湧わいてこなかった。

「ようやく到とう着ちやくだよ」

　階段を上り切ると、一気に視界が開けた。

　水面のように敷しき詰つめられた白い砂じや利り。ゆるやかに弧こを描えがく大きな池には橋がかかり、その周囲に立派な松の木が立ち、ところどころに庭石や灯とう籠ろうが配置されている。

　庭園の奥に広がる屋敷は、長い歳月を感じさせつつも色あせない趣おもむきを漂ただよわせていた。

「すごい……」

　そのスケールに圧あつ倒とうされた玖式は、思わず立ち止まっていた。

　一方、主城はへーと言いながらすたすたと先を行く。

「そうか、普ふ通つうじゃね？」

「そうだよ、普通だよ」

　天宗寺もけろりと返す。忘れていた。たしか主城の家も人並みではないのだった。

　自分だけ庶しよ民みんだ。場ば違ちがいさを感じて、いたたまれなくなる。

　正面の玄げん関かんまで進んで行くと、ずらりと人ひと影かげが並んでいた。みな神職のような格好をしている。

　やがて、ひとりの坊ぼう主ずが天宗寺の前に出て、うやうやしく一礼した。

「お帰りをお待ちしておりました、カナメ様」

「ただいま、柳りゆう禅ぜん」

　柳禅と呼ばれた剃てい髪はつの男が、玖式を見た。

「そちらは？」

「学園の友人だよ」

　臆おく面めんもなく、天宗寺は言った。柳禅の視線が腰こしの杖つえに向けられる。

「魔術師でいらっしゃる？」

「あ、はい」

　柳禅はなにやら含ふくみを感じる視線で玖式を観察したあと、つづいて主城を見た。

「オレ？　オレはべつになんでも。ただのフツーの一いつ般ぱん学生」

「そうかな……？」

　主城の答えに疑問を感じながらも、柳禅は玖式たちにも丁てい寧ねいに頭を下げた。




　迷めい路ろのような屋敷の奥にある一室に、玖式たちは案内された。

　なんのためにこの広さがあるのかという和室で、天宗寺は長机を挟はさんで腰を下ろした。事情を知らない主城は、気楽そうに辺りを見回しながら聞く。

「あんたの家の人は、みんな霊れい能のう者しやなのか？」

「全員ではないが、多いことは確かだ。わたしの家は、陰おん陽みよう師じの家系だからね」

　さらりと天宗寺は言った。

「陰陽師、広く言えば陰陽道に属する人間たちは、祈き祷とうや占せん術じゆつを用いて、除災のための厄やく払ばらいや、様々な祀事を取計らってきた。表の政まつりごとに関かかわってきたがゆえに陰陽師はこの国の霊能者のなかではもっとも広く知られているけど、実際には霊能者にはもっと多様なものが存在し、歴史の裏舞ぶ台たいで活かつ躍やくしてきたんだ」

「霊れい媒ばい師しとか、そういう人たち？」

「そうだね。他にはこの国ではあまり主流ではないが、祓魔師エクソシストなんていうのも、悪あく魔ま祓ばらいに秀ひいでた霊能者だからね」

　霊能者に限らず、イーサ能力者のうち、一部の職務や技能に特化した者は、古来さまざまな名めい称しようで呼ばれてきた。

　吸きゆう血けつ鬼き討とう伐ばつを使命とするヴァンパイア・ハンターや、物質生成を極きわめた錬金術師アルケミストは、魔ま術じゆつ師しに属するイーサ能力者だ。

「わたしたちの家は表で華はなやかに活躍した陰陽師ではない。人外の類たぐい──あやかしとの戦いに、その一生を捧ささげてきた一族だ」

「も、もしかして、この山に出るのか」

　主城が早くも青くなる。天宗寺は苦く笑しようしてみせた。

「昔はね。知っての通り、現代において人外の類はその数を著いちじるしく減らしている。普通に過ごしていれば目にすることはできない。ここは霊的な場所だけど、霊感を持っていてもあやかしの類に会うことは難しいだろう」

「それじゃこれから来る要人っていうのは、なにをしに？」

「彼女にしかできない役割があるんだ。それを果たすために来てもらう」

　どうやら女性らしいが、その要人については、天宗寺はそれ以上深く語ろうとはしなかった。

「それに、本当に怖こわいのは妖よう怪かいより、人間だからね」

　話を聞きながら、玖式は天宗寺の目的を計りかねていた。

　霊能者だけでは力不足。あのとき、天宗寺はそう言った。

　だが相手は霧生きりゆうをも上回る、学園最強の霊能者だ。

　璃理佳や九つ十づ九らのような抜ぬきん出た実力の生徒の協力を必要とするというのならまだわかる。だが、なぜこの自分を誘さそったのか。

　思い当たることがあるとすれば、あのとき。

　レディを連れ去ろうと学園に現れた人外──本物の吸血鬼と対たい峙じした。

　自分がなにをしたのか、いまでもよくわかっていない。だが天宗寺が自分を誘った理由はおそらくそこにある。天宗寺はどこまでを知っているのか。

　自分に、なにをさせようというのだろうか。

「姉さん」

　涼すずやかな声に、振ふり返る。

　廊ろう下かに、色白の美少年が立っていた。

「弟の、ナギサだ」

「……どうも」

　ぶっきらぼうに返される。

「……おふたりの御部屋、こちらを使ってください」

「わかった。ありがとう」

　用件はそれだけだったのか、一礼してすぐにナギサは去っていった。

「僕たち、煙けむたがられているんじゃないの」

「ナギサはいつもあんなだよ」

　軽く流して、天宗寺は目を伏ふせた。

「むしろ、嫌きらわれているのはわたしの方だろうね」

　天宗寺の沈しずんだ声が、玖式の敵意を惑まどわせる。

　レディのことでこちらを脅おどしておいて、どうしてそんな弱みを見せるのか。

　天宗寺はそれを振り払はらうように立ち上がった。

「さて、彼女が来るのは、二日後だ。それまではゆっくりしていってくれ」




　玖式は主城を部屋に残し、ふらりと屋敷の外を出歩いていた。

　頭をめぐっていたのは、璃理佳のことだ。

　裏切ったと、そう思っているだろうか。

　誘われるように、裏手の竹林をぶらついていたとき、背後に気配を感じた。

　本能で身をひるがえす。

　なにかが空を裂さいた。

　ひざをつき、杖に手をそえる。すぐとなりの竹の幹に、御ご符ふが張り付いている。

「これって……」

　学園の生徒が使う御符ではない。もっと特とく殊しゆな、専門の人間が使うもの。

　草葉を踏ふみしめる音。

　振り返った先に、あの柳禅と呼ばれていた男が立っていた。

「魔術師の御お方かた。見み極きわめさせていただきたい」

「なにを……。待って、僕は──」

　襲おそわれる理由など、まったく身に覚えがない。

　だが柳禅は御符を手に、臨戦態勢をとっている。

「試ためさせていただきます」

　ふたたび腕うでが振るわれた。矢のように飛来する御符から身を投げ出す。

　敵意のこもった一いち撃げき。本気であることは明白だった。

　戦うしかない。

　玖式は杖を抜いた。

　相手が霊能者であれば、魔術師である玖式に利がある。

　霊体召しよう喚かんを除き、元来霊能力はイーサ能力者や物ものの怪けの類に対してのみ効力を持つ能力だ。ゆえに魔術や武器兵器などの物理的な攻こう撃げきには脆ぜい弱じやくであるという弱点がある。

　だがそれはあくまで原則上の話だ。実際にはそんな理り屈くつなどものともしない、璃理佳のような異才もいる。

　柳禅が御符をかざし念じていた。

　前方の空間がゆがみ、そこに淡あわく輪りん郭かくの歪ゆがんだ巨きよ人じんが実体化する。

　大きい。霧生が従えるそれの一・五倍はある。

　岩のごとき拳こぶしが振り下ろされた。

「……！」

　迫せまる。転がって回かい避ひ。そこにふたたび放たれる投とう擲てき御ご符ふ。身体からだが間に合わない。腰の後ろの隠かくしケースから御符を引き抜く。

　かざした御符に、柳禅の御符が激げき突とつ。

　イーサ能力を妨ぼう害がいする御符同士の力が干かん渉しようする。

　弾はじき飛ばされたのは玖式の御符だった。手の痺しびれと痛みを頭の隅すみに追いやり、距きよ離りをとる。さすがに本職には敵かなわない。時間さえ稼かせげれば。呟つぶやくように詠えい唱しようをはじめる。

　霊能力戦では圧あつ倒とう的に不利だ。それに変わりはない。

　だが玖式のとった防ぼう御ぎよを目まの当たりにし、柳禅の動きが停てい滞たいしていた。

「魔術師、ではない？」

　柳禅の身体から、先ほどまでよりも大きな殺気が膨ふくれ上がる。

「それも異教の魔術の為なせる業わざ、ということですかな」

　詠唱が完かん了りよう。衝しよう撃げき魔術を放った。巨人が盾たてとなり、それに耐たえ切る。

　まずい──

　巨人が踏み込んだ。横よこ殴なぐりの豪ごう腕わん。

　なすすべなく吹ふき飛ばされる。

　地面を転がり、視界が反転。痛みに耐え、かろうじて腕をついて身を起こした玖式を、巨人の影かげが覆おおった。

　組まれた両拳が頭上で振り上げられる。

「なにをしている」

　巨人の腹部から、二つの御ご符ふ刀とうの切っ先が飛び出した。

　巨人の輪郭が激しく乱れる。

　霊体が、声なき断末魔とともに消しよう滅めつした。

　そこに現れたのは、あの無む双そうの式神〝ヒトガタ〟だった。

「カナメ様」

　両断された柳禅の御符が、はらりと宙を舞まった。

　御符を手にした天宗寺がそこにいた。怒いかりに染まるその表情は、持ち前の美しさゆえにその凄すごみを増していた。

「なにをしている、と聞いた」

「手合わせをお願いしておりました」

「わたしの友人だと言った。二度とこんな無礼は許さない」

　慇いん懃ぎん無礼に柳禅は頭を下げ、何事もなかったようにその場を立ち去っていった。

「相も変わらず、用心深いやつだ」

「あ、ありがとう」

　礼を言ってから、失言とばかりに玖式は口をつぐんだ。

　忌いま々いましそうにつぶやいていた天宗寺は、玖式に手を差し伸のべ起き上がらせたあと、深々と頭を下げた。

「すまない、身内のものが非礼を働いた。この通りだ。わたしに免めんじて、どうか許してやってくれないか」

「……どういうこと。これが、きみが僕を呼んだ理由？」

　玖式が慣れない当てこすりを返すと、天宗寺は悲しそうに目を伏せた。

　それは演技には見えなかった。警けい戒かい心しんが鈍にぶっていく自分に、そうさせる天宗寺に、どうしようもない苛いら立だちがつのる。

「警戒しているんだ」

「例の、お偉えらいさんの件のこと？」

「わたしたちの家にとっては、一国の首相より重要な人間だ。わたしを信用していないわけではないだろうが、わたしの連れまでは信用してくれないらしい」

　歯がゆそうに述じゆつ懐かいしたあと、天宗寺は思いついたように、

「そうだ。実はこの近くに、ちょっとした秘湯があるんだ。お詫わびというには少しちがうけど、使ってくれて構わない」

「秘湯？」

「疲つかれを癒いやしてきてくれ」

　天宗寺はにっこりと微ほほ笑えんだ。そこに隠された悪意は、見えなかった。




　本当に温泉があった。

　夜もふけた頃ころになって、玖式は天宗寺に教わった通りに足を運んだ。意外なほどの広さがあり、大きな岩を挟はさんで作られたそこは、まさに秘湯といっていい趣おもむきだった。

「おおっ、こりゃいいな！」

「主城、あんまりはしゃぐと転ぶよ。だいたい主城が女の人ナンパしてるせいで、こんな時間になっちゃったし……」

「ナンパじゃない。ただなんとなく、夜が寂さびしくないですかとか、世間話してただけだ」

「霧生さんが聞いたら、また張り飛ばされるよ……」

　玖式と主城は簡易に設けられた洗い場で身体を洗ったあと、湯につかった。

　最初はなにか罠わなかもしれないと警戒していたが、すでにそれも忘ぼう却きやくの彼方かなただった。疲ひ労ろうが溶とけていく心ここ地ちよさに身を任せ、目を閉じる。

「っつうか、大だい丈じよう夫ぶか？」

「まあ、なんとかね……」

　すりむいたひじやらひざに湯が染しみた。だがこの程度で済んでまだ幸運だ。あの柳禅という神官は本気だった。

「あのハゲ、ぜったいヤバイって。だいたいここの連中もどっかの時代に取り残されてんじゃねーかっていうぐらい、なんか陰いん気きだし」

「うん……」

　たしかに疑ぎ惑わくは残っていた。

　天宗寺はああ言ったが、用心深いとはちがう、なにかの意図が、あの柳禅にはあった気がしてならない。ただどこかで、天宗寺が孤こ立りつしているような気がしていた。

　がらり、と洗い場の向こうの戸が開く音がした。

「──さすがに、もういないか」

　天宗寺の声がした。

　血の気が引いた。

　主城の腕を引っ張り、あわてて端はしっこの岩いわ陰かげに身を寄せる。

「な、なんで……!?」

　天宗寺は身体を流しているが、湯のなかに入ってきたら隠れようがない。

　事態を理解した主城は、真顔になって思案していた。

「確かに、すぐに見つかったら勿もつ体たい無ないな。隠れよう」

「覗のぞく気!?」

「つうか、オレたちは悪くないし」

　完全に開き直っている。この胆たん力りよくは驚きよう愕がくに値あたいした。

　けれど、そんなこと。柳禅の件もあるが、どこぞの馬の骨ともわからない自分たちが、一家の長女として多数の神官たちにうやまわれている天宗寺にそんな卑ひ猥わいな行こう為いを働いたとなれば、今度こそ、正当な理由で鉄てつ槌ついが下されることになる。

　いくらレディのことで脅きよう迫はくされているとはいえ、倫りん理り的にそんなことは自分にはできない。主城じゃあるまいし、主城じゃあるまいし……！

「……おい、聞こえてるぞ」

「ご、ごめん。いやそれより、どうすれば……!?」

「おい、あれできるか!?　あのカメレオンみたいに背景と同化するやつ」

「え、ああ、それはできるけど……でも杖つえとマントがないと」

『それならここにあるよー』

　気の抜ぬけた人工音声に振ふり返る。濡ぬれた床ゆかの上に、いつも班室にあるのとよく似た多た脚きやく型の掃そう除じロボットがいた。

　後ろから伸びた細いアームが、畳たたまれたマントと杖を器用につかんでいる。

「でかした、ＦＡＬ」

「そこまでして……!?　っていうか連れてきてたんだ……。主城、やっぱりだめだよこんなこと」

　抗こう議ぎの声を上げる玖式に対し、主城はおもむろにその肩かたに手を置いた。

「いいか玖式。それでもオレたちは、決断しなければならないときがある」

　不思議なかっこよさを発する主城に呆あきれていると、湯気越ごしに天宗寺が立ち上がり、湯につかるのが見えた。

（もう悩なやんでる時間はない。さあ、やるんだ！　やれ！）

　やむを得ない。

　杖をつかむ。詠唱。迷めい彩さい魔ま術じゆつを発動。マントを被かぶり、草むらに擬ぎ態たいする。

（さすが魔術師！）

　テンションの高い主城と正反対に、玖式を自己嫌けん悪おの念が責め立てていた。

　学園にバレたら玖式の学生生命は終わりだ。

　なにより璃理佳には死んでも隠し通さなければならない。いったいどんな惨さん劇げきを引き起こすか、想像すらしたくない。

　信じられないほどの距離に、一いつ糸しまとわぬ姿の天宗寺がいる。水面からのぞく胸の急きゆう勾こう配ばいな盛り上がりに、かなり着やせするタイプなのだと気づく。

「──んんっ、あ、あー、あー」

　ふと、天宗寺が不思議な声を上げた。

　最初はただ鼻歌でも歌っているのかと思ったが、どうも様子がちがった。

（なにしてんだ、あれ？）

（さあ、発声の練習とかじゃ……）

（なんのための？）

（知らないよ……）

　そこで無ぶ遠えん慮りよに見入っていた自分に気づき、はっとする。

（っていうか、まずいってやっぱり……！）

（もっと近くで見たい）

（なに言ってんの!?）

　言い合ってると、信じられないことが起きた。

　ＦＡＬが隠かくれようともせず、平然と天宗寺の前を横切って、戸口へ戻もどって行った。

　まじまじと見つめる天宗寺。玖式たちは石像と化した。

「……あれは、なんだ」

「あんの馬ば鹿かＡＩっ……！」

「───だれだ？」

　主城のうめき声に、天宗寺が反応した。こちらをにらんでいる。

（見つかった。逃にげるぞ）

（ちょ──）

　主城はタオル一丁のまま、すばやい身のこなしで柵さくを乗り越こえ、夜の草むらに身をおどらせた。

　裸はだかにマントの玖式も無我夢中で続く。迷彩が乱れる。

「覗きだ！　絶対に逃がすな!!」

　背後から天宗寺の鋭するどい声がぶつかる。

　直後、サイレンのように鐘かねが打ち鳴らされる音が山中に響ひびきわたった。




　時計の針が天てつ辺ぺんを指すころ。

　全身傷だらけで、頭や身体からだから木の枝と草を生やした玖式と主城が、部屋にたどり着くなり、文字通り布ふ団とんに倒たおれこんだ。

「僕たち、生きてるんだよね……」

「ああ、まだ現実感がないけどな……」

　山中で玖式たちは神官らの猛もう追ついに遭あった。逃げ切れたのは奇き跡せきに近い。

　せっかく温泉で癒されるはずだったのに、むしろ満身創そう痍い、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。とても長い一日だった気がする。

　憔しよう悴すいしきったふたりは顔を見合わせ、

「もう、寝ねよう……」

「ああ、そうだな……」

　明かりを消す。無む駄だに広い和室で、玖式と主城は布団を隣となり合あわせて横になった。

　そよぐ夜風が心地好よい。

　疲れているはずなのに、なかなか眠ねむ気けは襲おそってこなかった。

「──なぁ。どうしてあいつの誘さそいを受けたんだ？」

　仰あお向むけのままの主城が、ふいに言った。

　思わずどきりとした。まさか、感づかれたのだろうか。

「……ただの、人助けだよ。それ以上の意味はべつにないけど」

「ふーん」

「なんで、そんなこと？」

　ばつが悪そうな声で、主城が言う。

「いや、べつに疑ってるとかじゃないんだ。変なこと聞いたな」

　レディのためとはいえ、隠していることに罪悪感がこみ上げる。

　言ってしまえば楽になる。けれどそれはできなかった。言ってしまえば、主城まで自分と同じ立場に追い込んでしまう。

「おまえ、自分がなにかをできると思うか？」

「できるって、なにを？」

「だから、なにかだよ」

　玖式ではないだれかに向けるようにして、主城は繰くり返した。

「なにか、できるはずなんだ」

　そう言って、主城が寝返りを打った。背中はそれ以上を語らなかった。

　静かな夜だった。




「───きろ」

　澄すんだ声が脳に浸しん透とうしていく。

　重い。苦しい。

　まばゆい光と朝の気配。だがいっそうにさわやかな気分ではないのは、どうしてか。

「起きろ。もう朝だよ」

　うっすらと目を開けると、なぜか主城の顔が間近にあった。

「う、わっ！」

「ぐえっ!?」

　電でん撃げき的に離はなれたふたりは、互たがいを見合った。

　玖式も主城も浴衣ゆかたが乱れまくっている。

　朝日を背に立つ天宗寺が眉まゆをひそめ、玖式たちからさっと目をそらした。

「……君たちの関係は、ぼくの胸にしまっておく。約束しよう」

「なんの関係!?　なにもしまう必要ないから!?」

　主城も玖式を見て青ざめている。

「く、玖式、おまえ……」

「なに引いた顔してんの!?　それはこっちだって同じだよ！」

　天宗寺のとんでもない誤解を解くところから、その一日ははじまった。
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　息の根が止まりそうだった。

　璃理佳とふたりきりの班室は、騒そう々ぞうしい普段とちがいとても静かだ。

　璃理佳は黒いとんがり帽ぼう子しをかぶり、魔術書を広げ、普段いつも以上に話しかけづらいオーラをまとっている。

　夏期休きゆう暇かのあいだの課題にとりかかっているようだが、初しよっ端ぱなからわざわざ校内にこもってそんなことをする生徒は、ほとんどいない。みないまの時期は帰省したり、遊びに行ったりしている。

「あの、璃理佳さんは、どこかへ行かれないんですか？」

「行かない」

「そ、そうですか」

　なけなしの勇気を振り絞しぼって話しかけるが、取りつく島もない。

「玖式さんたちの、ことは……」

　一いつ瞬しゆん、璃理佳の手が止まった。

「それがどうかしたの」

「え……？　あ、あの、ですから」

「興味ない」

「璃理佳さん……？」

　璃理佳は魔術書を閉じた。

「集中したいから、できればひとりにして」

　半ば追い出されるようにして、レディは班室をあとにした。




　一方の霧生はといえば、結界のなかに絶賛ひきこもり中だった。

　寮りようの部屋のなかに作られた結界という異様な光景を前に、レディは立ち尽つくす。

『わたくしには構わないで、好きに過ごしてていいわよ』

「霧生さんは、いいんですか？　玖式さんと、それに、主城さんのことも」

『……』

　ひきこもり結界から、返事はなかった。

「このままじゃ、主城さんは」

『わたくしには、どうでもいいことだもの』

「どうでもいい……？」

　信じられない発言だった。

　どうして、そんなことを。

　行き場もなく、ふたたび班室に足を運ぶと、イーサの余波を感じた。

　さきほどまでなかった厳重な迎げい撃げき魔ま方ほう陣じんが大量に敷ふ設せつされていた。わざわざ丁てい寧ねいな字で《立ち入り禁止》と注意書きまで張ってある。

　まるでハリネズミだ。

　いつものレディなら恐おそれおののいて逃げ出していたところだが、今日は状じよう況きようがちがう。

　腹を立てている自分がいた。

　煮にえ切らない態度。なにかを避さけているような言葉。

　あのとき、仲間を守るために死し闘とうを繰り広げてくれた璃理佳や霧生たち。あんなに立派だったふたり。それなのに、今のこの体ていたらくはいったいなんなのか。

　レディのなかで、ふつふつと小さな闘とう志しが沸わき起こっていた。




　プランは完かん璧ぺきだった。

　いける。きっと上う手まくいく。頭のなかで何度もシミュレートした結果の行動だった。

　レディは自分を鼓こ舞ぶし、霧生の結界の前に立った。大きく息を吸う。

『レディ？　いいからわたくしのことは──』

「主城さんが戻ってきました!!」

　すさまじい大音声で叫さけんだ。

「でも大変なんです！　主城さんが、ついに璃理佳さんを……！」

『は───』

　数秒後、霧生が結界から飛び出してきた。

「ど、どういうこと？　だってあいつはいま──」

「事情はわかりません。でもさっき主城さんは璃理佳さんがひとりだって聞くと、怖こわい顔をして班室に飛んで行きました。もしかしたら、ずっと璃理佳さんがひとりになる機会を窺うかがっていたのでは……ふむぅ」

　あごに手をやり、さも思し慮りよ深ぶかそうな顔を目いっぱい作って、レディはうそぶく。

「な、なんてこと……」

「早くしないと、璃理佳さんがキケンです！」

「わ、わかったわ。急ぐわよ！」

　レディたちが班室の前にたどり着くと、案の定、魔方陣のバリケードが待ち構えていた。

「これは？」

「璃理佳さんの魔術です。ふむふむ、これを突とつ破ぱしなければ璃理佳さんが」

「……でも、あいつがここに入っていったんでしょ？」

「え？」

　数秒の沈ちん黙もく。レディは自分のシナリオの穴にようやく気づく。

「そ、それは……」

「それは？」

　焦あせりがレディを襲う。

　追い詰つめられたレディに、天からなにかが舞まい降りた。思いつくまま口にする。

「き、きっと主城さんはいつものように窓から入ったんです！　そうにちがいないです。それからそれから……璃理佳さんを、お、脅おどしたんです！　そう、きっと弱みを握にぎって、無理やり言うことをきかせて、人に邪じや魔まされないようにこんなことを！」

　気まずい沈黙。その間、レディは生きた心ここ地ちがしなかった。

　やがて、霧生の顔色が一気に蒼そう白はくになった。

「たしかにあの男なら、やりかねないわ……」

「で、ですよね!?」

　ひきつったままレディは必死にうなずく。

「璃理佳、いま助けるわ！　麒き麟りん！」

　霧生が御ご符ふをかざし念じる。

　巨きよ大だいな霊れい獣じゆう、式神〝麒麟〟が顕けん現げん。

　魔方陣のバリケードに体当たり。激しい干かん渉しように巨きよ躯くが弾はじかれる。

　次々と発動する妨ぼう害がい魔術が麒麟を弾こうと起動する。霧生が御符を次々と投とう擲てきし援えん護ご。魔方陣の一つを無力化する。

「耐たえて、がんばって麒麟……！」

《我が身に代えても》

　ふたたび突とつ進しん。発動する魔方陣を踏ふみ潰つぶす。魔術と霊れい能力の凄すさまじい衝しよう突とつ。

　なんだかすごいことになってしまった、とレディは内心冷や汗あせだらだらだった。

　ついに麒麟が最後の障害を抜ぬけた。繰り出された一角が班室の扉とびらを吹ふき飛ばす。

「璃理佳！」

　霧生がなかに飛び込む。

　そこに、とんがり帽子をかぶった璃理佳が目を点にしていた。

「どうか、したの」

「え……？　あの変態は？　璃理佳、主城に襲おそわれてたんじゃ……」

「？」

　まったく状況がつかめないでいる璃理佳を前に、霧生がレディを見る。

「レディ、これは、どういうこと？」

「うそです」

「え？」

　もうあとには引けない。

　もとより、引くつもりもなかった。

「霧生さん、どうして主城さんのこと、気にしない振ふりをしてるんですか？」

「な、なにを言って……」

「気になるのに、どうしてうそをつくんですか」

　霧生は返す言葉もなく、黙だまり込む。

　レディは璃理佳に向き直った。

「璃理佳さん、本当にいいんですか？　玖式さんのこと、あの人に任せておいて」

　長い、今度こそ決定的な長さの沈黙が横たわる。

　それでもまだ、璃理佳はいつもの無表情を崩くずさなかった。

「玖式が決めたこと。私には、関係がない」

　レディのなかで、なにかが切れた。

「関係ない……？」

「玖式がどうなっても、私には関係ないこと」

「璃理佳さん、それ本気で言っているんですか？」

「レディ？」

　その瞬しゆん間かん、衝しよう動どうが恐れを上回った。

「ばかぁ─────────────────────────────────────────────────────!!」

　璃理佳と霧生が目を丸くして固まった。

　鼻息も荒あらく、レディは精せい一いつ杯ぱいの大声を出した。

「どうしてなんですか？　どうして嘘うそをつくんですか!?　大事なら行かなくちゃ、追いかけなくちゃだめじゃないですか！　そうじゃなきゃ……」

　堪こらえられずこみ上げたものが、視界をぼやかせた。

　こんなつもりじゃ。なんて格好悪い。それでも言いたかった。言いたくてたまらなかった。璃理佳たちではなく、べつのだれかに。

「離はなれてしまったら、もう会えなくなるかもしれないのに……」

　それは決して、他ひ人と事ごとでは出てこない言葉だった。

　うつむくレディを前に、霧生たちは立ち尽くす。

　璃理佳が無言で立ち上がった。

　そのままレディに声をかけることもなく、横を素す通どおりする。

　駄だ目めだった。またなにもできなかった。レディが悟さとったとき、璃理佳は壁かべにかけてあったマントを手にとった。迷いなくそれを羽織る。

　ぽかんとしてその動作を眺ながめるレディに、璃理佳は言った。

「行き方は調べてある」

「璃理佳さん……」

　璃理佳は少し照れたような表情を、レディへと向けた。

「……ありがとう、レディ」

　はじめて。

　それははじめて、璃理佳がレディのことを、しっかりと名前で呼んだ瞬間だった。

　霧生もすっきりしたように微ほほ笑えんでいる。

「レディ、ごめんなさい。行きましょう、あの馬ば鹿かたちを追いに」

「はい！」

　やや鋭するどい八や重え歯ばを覗のぞかせ、レディが満面の笑みでうなずく。

　追つい撃げき乙おと女めの結成だった。




　　　　＊




　ことの一部始終を、ミランはＦＡＬの掃そう除じロボットのカメラを通して見ていた。

「おかしな人たち……馬鹿みたい」

　さげすむ言葉には、しかし笑みが含ふくまれている。

　どうやら自分が行く必要はないようだった。同時にアキラがここに残ると意固地になっている理由が、少しだけわかったような気がした。

　自分の望みと、アキラの思い。どちらを優先したいかは、決まっていた。

　学園近きん郊こうに建つシティホテル。その一室に泊とまっていたミランは、主城ユタカへと連れん絡らくを入れた。

　たしかに自分はアキラを連れ戻もどしたいと思っていた。いまでもそれは変わっていない。

　けれど本当は、わかり合ってほしいだけなのだ。

　そうしてまた、家族みんなで一いつ緒しよに。

『──そうか』

　ミランの報告を聞き終えた主あるじが発したのは、そのたった一言だけだった。

　あまりの感心のなさに、ミランは絶句する。

「それだけ、ですか？　アキラ様は……」

『引き上げろ。時間の無む駄だだ。転校の手続きはこちらでやらせておく』

「で、でも！」

　通話が切られる。

　電話を手にしたまま、ミランは唇くちびるをかみ締めた。

　そのとき、ドアがノックされた。思考がとらわれたまま、扉を開ける。

　そこにいたホテルマンが、濁にごった目を向けた。

　手が伸のびる。口をまっさきに封ふうじられた。

　声はかき消される。男がすばやく背後に回り、後ろ手をとられる。

　全力でもがいた。すさまじい力。びくともしなかった。

　鼻を突つく薬品の匂においがした。

　ミランが意識を失うまで、三十秒とかからなかった。
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　その日は、朝から空気が異なっていた。

　忙いそがしく動き回る神官たち。物音で目を覚ました玖式は、すぐに今日がなんの日かを思い出した。

　例の〝要人〟が来たのだ。

「玖式くん。きみたちを紹しよう介かいしたいから、一緒に来てくれ」

　天宗寺と一緒に長い廊ろう下かを進み、正面口へ出た。

　両列に均等に並んだ神官たちの道を進む、小こ柄がらな着物姿があった。

　天宗寺がゆっくりと近づき、距きよ離りをおいて立ち止まる。ひざをつき、頭こうべを垂れた。

「御お久ひさしぶりです、詠よみ様」

　玖式は、唖あ然ぜんと口を開けていた。

　小柄というより、どう見ても、八、九歳程度の女の子だった。

　豪ごう奢しやな着物で着き飾かざっているが、人形が着せられているようにしか見えない。

　詠と呼ばれた少女は、天宗寺の言葉を聞いて、小さな頬ほおをふくらませた。

「どうして様をつけるの」

「ですが」

「いらないって言った！」

「はい。ごめんよ、詠」

　天宗寺はあっさりと態度をくずした。だが周囲を取り囲む神官たちは相変わらず直立不動で、それが天宗寺だけに許された特権なのだと玖式は読み取った。

　天宗寺が玖式たちの前へ、少女の手を引いてやって来る。

「えっと……」

「我々の迎むかえる要人だ」

「こ、この子が？」

　いったいどんな身分の子なのだろうか？

「断っておくけれど、彼女は別にどこかの国の王女様ということではないよ」

「じゃあ……」

「巫み女こだ」

「みこ？」

　神社に仕える巫女服姿を思い浮うかべる。イメージとちがっていた。

「巫女であり御み子こ。わたしたち一族が仕えるべき存在だ」

　詠が不安そうな顔で、天宗寺を見上げている。

「だれ……？」

「わたしの学友だよ。こちらが玖式ショウくん、となりが主城アキラくんだ」

　玖式はしゃがんでとりあえず手を差し出す。

「よろしくね、詠ちゃん」

　詠と呼ばれた少女がびくっと反応し、天宗寺のうしろへと隠かくれる。

「あ、あれ？」

「詠は人見知りするんだ。慣れるまで時間がかかる」

　詠の視線が、玖式の腰こしへと向いていた。

「つえだ！」

　ぱっとその表情が明るくなる。

　ちなみに無許可での杖つえや御ご符ふの学園外への持ち出しは禁止されているため、班単位ではあるが、今回はわざわざ申しん請せいをして道具を持ち出している。

「まじゅつ……」

　詠は天宗寺の背に隠れながら、しかし玖式の杖が気になって仕方ないらしく、いまにも飛びかかりたそうにしている。

「どうやら、玖式くんは早く打ち解けられそうだね」

「そう？　すごいにらまれてるんだけど……」

「この世界だと、魔ま術じゆつ師しは珍めずらしいんだよ。相手をしてくれると、助かる」

　主城もしゃがんで視線を合わせ、

「オレは主城アキラだ。アキラおにいたん♪　って呼んでいいよ」

　一瞬硬こう直ちよくした詠は、ひっと喉のどを鳴らし天宗寺の背に隠れた。

「このひと、こわい……」

「主城くん。詠にはあまり近づかないでくれるか？」

「なにこの扱あつかいの差！　オレがなにしたんだよ!?」

　殺気立つ神官たちに、さしもの主城も悔くやしそうに黙だまり込んだ。

　どうやら詠の遊び相手は、玖式ひとりでやることになりそうだった。




　裏の竹林で、さっそく詠に付き合っていた。

　すぐ近くに神官の柳禅が控ひかえている。

　詠の蹴けったボールがあさっての方向に転がる。やわらかい土の上を走って、玖式がそれを蹴り返す。今度は反対方向。玖式は苦笑しながらまた走る。

　無む邪じや気きに遊ぶ姿は、ただの子供にしか見えない。

　柳禅の足元にボールが転がり、詠が駆かけ寄った。

「りゅーぜん、とって！」

　柳禅がボールを手にとったところで、詠はふと立ち止まって、柳禅の頭と丸いボールを見比べた。

「りゅーぜん、またハゲたの？」

　玖式はぽかんとして、邪じや気きのない詠と、しかめっ面つらの柳禅を眺ながめる。

「詠様。僭せん越えつながら、これはハゲているのでなく、剃そっているのです」

「？　ハゲとどうちがうの」

　思わず玖式が噴ふき出すと、柳禅の鋭するどい眼光が向けられる。玖式はあわててまじめな顔を取り繕つくろった。

　どうやら詠は天宗寺やこの柳禅には心を許しているらしい。

　やがてボール遊びに飽あきた詠が、玖式に近づいてくる。

「おにいちゃん。つえみせて！」

　詠が瞳ひとみを輝かがやかせている。

　玖式は危険なものでもないと思い、ベルトからそれを引き抜ぬいた。

　ヒイラギの杖。

　東ひがし十じゆう字じ学がく園えん魔ま術じゆつ学科で一番普ふ及きゆうしている指定研修用の杖だ。璃理佳のような一部の生徒を除き、大半の生徒がこの杖を使っている。

「さわっても、いい……？」

「いいよ」

　詠が杖を受け取り、構える。でたらめな呪じゆ文もんともつかない言葉をつぶやくが、当然なにも起こらない。それでも詠は楽しそうに杖を振ふるっている。

　そのときだ。

　杖の先せん端たんが、突とつ然ぜん弾はじけ飛んだ。

「危ない！」

　あわてて杖を奪うばい取る。

　詠がへたり込む。

「なにが……」

　玖式は白はく煙えんを上げる千切れた杖を見つめる。いったいなにが起きたのか。魔術師でもない人間が杖を持ったところで、なにも起きるはずがないのに。

　やがて破は裂れつ音を聞きつけ、天宗寺がやってきた。

　しょんぼりした詠は神官たちとともに、屋や敷しきへと戻もどっていく。

　ひとまず詠に怪け我ががないことを確かく認にんし、天宗寺は安あん堵どしているようだった。

　玖式は責任感から負い目を感じたが、天宗寺はそれを責めることはなかった。

「すまないね。驚おどろかせたみたいで」

「杖がいきなり……」

　杖が付加に耐たえ切れず破損することはままある。けれどそれは魔術を使用してはじめて起こることだ。

「彼女は、霊れい能のう者しやなの？」

　玖式の問いに、天宗寺から驚くべき答えが返ってくる。

「いいや。詠はただの子供だよ」

「え？」

「霊能者じゃないし、まして魔術師でも超ちよう能のう力りよく者しやでもない」

　困こん惑わくしていた。イーサ能力者であれば、さきほどの現象ともなんらかの因果関係が説明できると思っていたからだ。

「でも、さっきのは……」

「不思議だと、わたしも思うよ。詠は、三つのイーサ能力、そのどれにも当てはまらない力を持っている。それが詠の、巫女の一族なんだ」

　魔術でも霊能力でも超能力でもない力。

　それはなにかを連想させた。

　あのとき吸きゆう血けつ鬼きと対たい峙じした自分が振るったもの。

　気にしないでくれという天宗寺の言葉もどこか空くう虚きよに聞こえた。底の見えない漠ばく然ぜんとした不安に、玖式はとらわれ始めていた。




　しんと静まり返った夜。

　寝ねつきの悪かった玖式は、夜中に目を覚ました。

　もよおすものを感じ、ふらりとトイレを目指して部屋を出る。

　広大な屋敷。暗い廊ろう下か。ほとんど迷路だった。それでも記き憶おくを頼たよりに進んでいく。道は覚えているつもりだったのだが、

「迷った……」

　昼間とでは勝手がちがっていた。むやみにうろつくほど、さらに深みにはまっていきそうな気がする。

　途と方ほうにくれ、進むべきか戻るべきか考えあぐねていると、

「あの」

　声に驚き振り返る。

　あの弟のナギサだった。

「どうかされましたか」

　抑よく揚ようのない声。

「あ、えっと、迷っちゃったみたいで、トイレは……」

「ああ、こちらです」

　暗い廊下をナギサの背について進む。当然だろうがナギサは完かん璧ぺきに道を把は握あくしているようだった。

「玖式さんも、東十字学園の人なんですよね」

　ナギサが振り返らずに言った。

「うん。そうだけど」

「どうして、あそこに行かれようと思ったのですか？」

　何気ないナギサの質問は、玖式の目を覚まさせた。

　思い起こす。母が殺された事件から、今までの数年間が頭をよぎる。

　なにかに駆り立てられるように勉強し、訓練を重ねた中等部時代。

　自分に魔術や霊能力の適性があるなら、頑がん張ばらなければいけないと思った。それだけがあの頃ころの自分を動かすたった一つの理由だった。

　けれどあの共同墓地でのシュウジの言葉が、玖式の足を止めた。

　幸福にならなければいけない。

　あのときのシュウジの言葉が間ま違ちがいだったとは、思っていない。

　だがそれは、向き合ったり戦ったりするのをやめろということではなかったのだ。

　いまはもう覚かく悟ごを決めた。

　自分が手に入れたいもの、そのためになら、なにとだって戦ってやる。

　もう決して、見ない振りはしない。

「楽しいかなって、思ったんだよ」

「楽しい……、ですか」

　だから玖式は、そう答えた。

　それはようやくたどり着いた目標だったが、それがいまの玖式にとっての、本音だった。

「ナギサくんは、中等部生だよね？」

「はい。……でも、ぼくは、楽しくなんかありません」

　ナギサは殺さつ伐ばつと言った。

「自分で選んだわけじゃない。ぼくの将来は決まっています。ぼくも、姉さんも、そして詠も。……この家は、役割を定められた家なんです」

　ナギサの言葉に、玖式は主城とミランのことを思い出していた。

　自分以外のものに、自分の行く末を左右される。

　それはいったい、どういう気持ちなのだろうか。

　ごく平然としていた主城。その裏にしまわれた思いが、知りたかった。

　まもなくしてナギサに案内されたのは、離はなれにある手洗い所だった。

　わざわざこちらに案内されたということは、よほど変なところまで来ていたらしい。

「では、ごゆっくり」

　去り際ぎわ、ナギサの発した言葉に若じやつ干かんの笑えみが含ふくまれてるような気がした。

　用を済ませて出ると、室内に明かりが灯ともっていることに気づく。中に人の気配がした。

（こんな時間に……？）

　質素な造りの離れだった。わずかに設けられた小窓もスモークがかかっていて、中を窺うかがうことはできない。

　近づくと、足元に千切れた御ご符ふの破は片へんが落ちていた。

　不ふ審しんに思いながらさらに進むと、扉とびらがわずかに開き、光が漏もれていた。

　おそるおそる、玖式は扉に手をかけた。

「にぱっ☆」

　そこにあったものを、なんと表現すればよいのか。

　ひらひらのミニスカート。

　どこかの女子高の制服を改造したようなあざやかな彩いろどりの衣い装しよう。

　そして手にはマイクを手にした華はなやかな外見の少女が、横向きのピースをして、正面の鏡に向かってポーズを決めていた。
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　いつもと違う髪かみ形がたの天宗寺が、玖式を見る。

　時間が凍こおりついた。

「てん、そう、じ……？」

　脳が停止したまま、玖式の口から魂たましいが抜け出る。

　天宗寺らしきミニスカートの少女は、身体からだを抱だくようにしてしゃがみこんだ。

「いやっ……！」

「えっと、その、あの」

「出てって……！　おねがい、はやくっ」

「ごごめんなさい！」

　扉を閉めた。ロボットのように回れ右をする。

　混乱だ。こんらん、混乱していた。

　なにがどうなっている。

　いま自分が見ていたのは幻まぼろしだろうか。

　もしくはなにかのイーサ能力か。自分はどこからか狙ねらわれているのか。何者かの術中にすでにはまっているのだろうか。

　定まらない思考を抱かかえてフリーズしていると、背後で扉が開く気配がした。

　凜り々りしい制服姿の天宗寺が、そこにいた。

　涼すずしげな横顔。完全にいつもの天宗寺だった。いよいよ先ほど見たものが幻げん想そうだったのではないかと思えてくる。

「き、奇き遇ぐうだね」

　愚ぐにもつかないことを玖式は口走る。

「来るんだ」

「え、ちょっと──」

　突とつ然ぜん、天宗寺は玖式の腕うでをとり、近くの誰だれもいない部屋に、強ごう引いんに押し込んだ。

　いったいなにをされるのか。未知の恐きよう怖ふが玖式を襲おそう。

　障子を閉めた天宗寺は、暗い目つきをして言った。

「……見たのか？」

「な、なにを？」

「はぐらかすな！　見たんだろう！　しらを切り通せると思うなよ！」

　間違いない。

　自分は決して見てはいけないものを見たのだ。

　必死にはぐらかそうとしたが、天宗寺の剣けん幕まくを見ると、もはや逃にげられそうにもない。

　精せい一いつ杯ぱいのひきつった愛あい想そ笑いを浮うかべ、できる限り平静を装よそおって聞く。

「あ、あれは、なにかの芸の練習？」

「見たのか本当に……!?」

「どっちなの!?」

　天宗寺は天宗寺で、玖式よりよっぽど混乱しているらしかった。

「どういうことだ。どうやって結界を破った。あれは家に伝わる特とく殊しゆな封ふう鎖さ結界だ。外部の人間がおいそれと破れるものではないのに……」

「僕はべつに、なにもしてないけど……」

　言いながら、ふとナギサのことが頭をよぎった。青ざめた天宗寺は玖式をにらんでいたが、いまはまったく怖こわくなかった。

「なんか、かわいい衣装だったね」

「くはっ」

　天宗寺が顔をそむけてよろめいた。

「歌いながら振ふり付けしてて」

「はうっ」

「最近流は行やりのアイドルみたいだったけど」

「きゃあぁ！」

　悲鳴を上げてひざをついた。天宗寺は息も絶え絶えの様子で、

「わたしにひざをつかせるとは、やるね……」

「ど、どうも」

「もしもだぞ！　きみが口外するようなことがあれば……」

　天宗寺が懐ふところの御符に手を伸のばした。ほとばしる殺気と高まるイーサの気配。本気だ。

　だがそこで、玖式は閃ひらめいた。

「じゃあさ、その代わりにレディのこと、黙だまっててくれるよね？」

「……なんだって？」

「天宗寺だって僕を脅おどしたんだから、これぐらい当然だと思うけど」

　天宗寺が絶句する。

　玖式は間違いなく鬼おにの首をとっていた。天宗寺が口をぱくつかせ、

「ば、馬ば鹿かな……！　こ、こんなことと、そんな重大なことを取引しようだなんて……あ、有り得ないぞっ」

「あれ、じゃあバラしてもいいんだ？」

「んなっ……！」

　天宗寺が口を開いたまま固まっている。こめかみを汗あせがつたう。

　立場が完全に逆転していた。

「き、きみは、悪あく魔まのような男だな……」

「それを言われたくはないけど……」

　天宗寺は羞しゆう恥ちに頬ほおを染め、がっくりとうなだれた。

「……………………わかっ、た」

「うん。じゃあそういうことで」

　天宗寺は悔くやしそうにへたりこむ。その仕草も、いつもの毅き然ぜんとした彼女の印象からは考えられないものだ。

「でもさ、なんでそんなに隠かくすの？」

「それは……」

　天宗寺は頬を染めながら、一言一言、搾しぼり出すように言った。

「馬鹿げてると、思うだろう……。アイドルなんて」

　玖式はあっけにとられる。

「アイドル……」

「昔の、夢だったんだ」

　なにげない天宗寺のその言葉に、玖式ははっとする。

　夢。目標。

　自分が持たないもの。

「だった、って、過去形？」

「それは、そうだ。わたしには、継つがなければいけない家がある」

　天宗寺カナメと天宗寺ナギサ。並んだふたりの姉弟きようだいの姿が頭に浮かぶ。

「わたしも、そして詠も、生まれながら歩むべき道が決まっている人間だ。ただそれでも夢を見ることがあった。歌うのはいまでも好きだ。ひ、人には見せられないが……」

　天宗寺は気まずそうに目をそらす。だが玖式は、笑い飛ばすことができなかった。

「天宗寺、本当の目的を教えて」

　天宗寺の肩かたがびくりと揺ゆれる。

「どうして、僕たちを？　レディのことを取引に出してまで、天宗寺がだれかの力を借りたいって思ったのは、なにか理由があるんじゃないの？」

　ためらいの時間は長かった。だがやがて、

「ナギサだ」

　天宗寺の横顔には、暗い影かげが落ちている。

「あいつが、なにかとても恐おそろしいことに関かかわっているような気がしてならない」

　その唇くちびるが、わずかに震ふるえていた。

　学園最強の霊れい能のう者しやとして、毅然とする彼女。だがいまの彼女は、ごく当たり前の十代の少女に見えた。

「学園にも知らせたくない。ことを大きくせずに、解決したいと思ったんだ。……けれどわたしにはこんなことを頼たのめる人間はいない。班の仲間のことは信しん頼らいしているが、大切だと思うからこそ、こんな物ぶつ騒そうなことに協力は頼めなかった」

「それで、僕らに」

「だけど、もうきみがわたしの言いなりになる理由はなくなった。あとは、好きにしてくれて構わない……」

　天宗寺が背を向ける。そこに未練の影はなく、むしろ自分のしたことを恥はじているような気配があった。

「手伝うよ」

　ほとんど反射的に、玖式はそう口にしていた。

　天宗寺が眉まゆをひそめた。

「なに？」

「せっかくここまで来たんだし。僕たちにできることがあれば、力を貸す。もちろんその代わり、レディのことは黙っててもらうよ」

　玖式のさばさばした物言いに、天宗寺はあっけに取られていた。

「どうして……」

　脳のう裏りには、幼なじみの少女が浮かぶ。

「だれかに助けられることは、あると思うから」

　それに主城の言葉が重なる。自分もなにかできると、そう思いたかった。

「……すまない」

　天宗寺は驚きよう愕がくから立ち直り、やがてやわらかく微ほほ笑えんだ。

「ありがとう、玖式くん」

　そのときはじめて、天宗寺の素す顔がおを見た気がした。

「……ところで、だがな……その…」

　天宗寺は口の中でごにょごにょとつぶやいた。よく聞き取れない。

「……どう、だった？」

「なにが？」

「印象というか、その、う、歌とか……」

「うーん、歌はちゃんと聴きいてないからわからないけど。とりあえず、可愛かわいかったなって思ったけど」

「かかかっか……！」

　天宗寺は顔を真っ赤にしてどもる。

「きき、きみはよくそんなことを、平気で口に……」

　ぼふっ。

　天宗寺の羞しゆう恥ち心しんが限界を超こえた音が聞こえた。

　これ以上やると、本当に学園最強の霊能者を倒たおしてしまいそうだった。それはさておき、玖式にはもうひとつ問わなければいけないことがあった。

「天宗寺。レディのこと、だれから聞いたの？」

「それは……」

　口ごもる。その反応を見て、おそらく口止めされているのだろうと察する。

　けれど玖式たちにとっては、それは看過できない情報だ。

「僕たちはレディを守りたい。お願い、それを教えて」

　長い逡しゆん巡じゆんののち、天宗寺はこくりとうなずいた。そして、

「──────だ」

　その名前をつぶやいた。

　それはあまりに意味不明で。

　まったく解かい釈しやくのできないもので。

　呆ぼう然ぜんとした玖式は、しばらくのあいだ動けなかった。




　翌朝。天宗寺は、開口一番から同じ話を繰くり返していた。

「いいか、絶対に他言無用だぞ。迂う闊かつに口を滑すべらそうものなら……」

「はいはい。わかってるってば。それ、もう今日で五回目だよ？」

　天宗寺と小声で話していると、顔を洗ってきた主城とはち合わせした。

「おはよ」

「おっはー。……って、あれ。おまえら……なんかあった？」

　玖式と天宗寺の並ぶ距きよ離り。

　昨日より確実に狭せばまっているそれに、めざとく主城の視線が向けられる。

「いや、べつになに──」

「なにもあるはずがないだろう！　なにもな！」

　天宗寺が食い気味に叫さけぶ。余計に怪あやしさ満まん載さいだった。

　いかにも疑っている主城の目つきを解消したくもあったが、とにかく話題をそらそうとしたとき、裏庭に人ひと影かげが見えた。

　ナギサだった。

　もうひとりは大おお柄がらな男。スーツ姿で、明らかにこの家の人間ではない。なにか話し込んでいるようだった。

　男が立ち去る。天宗寺が駆かけ寄る。

「ナギサ！」

　ナギサが振ふり返った。

「やあ。おはよう、姉さん」

「いまのは誰だれだ。なにを話していた」

　ナギサに詰つめ寄っているうちに、男の姿は見えなくなっていた。

　詰め寄る天宗寺に、ナギサは薄うすい笑えみを浮うかべている。

「なんだい、いきなり。そんな怖こわい顔をして」

「答えるんだ。先日も外部の人間と会っていたな。あいつらはいったい誰だ？」

「ただの友達だよ。姉さんだって学園の人を呼んでるじゃないか。プライベートなことまで、全部話さないとダメなのかい？」

「ふざけるな」

　激げつ昂こうする天宗寺と対照的に、ナギサは冷めた様子でそれを受け止めている。

　そのとき、背後からひとりの神官が近づいてきた。

「ナギサ様。お時間が」

「ああ、いま行くよ」

「……なんの話だ」

「儀ぎ式しきの下準備さ。いつものことだろう？　わざわざ姉さんに行かせるほどのことじゃないよ」

　そう言い残し、ナギサは神官たちを引き連れて去っていく。

「あいつ、まさか霊れい峰ほうに……」

　なにか只ただ事ごとでないことが起きようとしている。

　天宗寺のこわばった表情を見れば、事態が切せつ迫ぱくしていることは一目瞭りよう然ぜんだった。

「天宗寺、どうするの？」

「……先回りする。おそらくだが、ナギサの目的があれなら、先に山頂に、祠ほこらの場所へたどり着いておく必要がある」

「僕も付いていく」

　天宗寺はそこで我に返ったように、玖式を見た。

「しかし……」

「言っただろ。力を貸すって」

　となりの主城に目を向ける。

　自分と同様、状じよう況きようを把は握あくしていないはずにもかかわらず、主城は力強くうなずいた。いつの間にか、足元にＦＡＬのリモート端たん末まつが歩きよっている。準備はできていた。

「行こう」

　向かう先は、伝説の住まう霊峰だった。




　　　　＊




　玖式たちとともに山を登り始めたとき、主城の持っていた携けい帯たいが震えた。

　非通知。主城は不ふ審しんに思いながら出る。

「……もしもし？」

『メイドの女を預かっている』

　見知らぬ男の声。

　感情のないそれが紡つむいだ言葉の意味が、呑のみ込めない。

『指示に従え。逆らえば、女を殺す』

　前を行く玖式と天宗寺の背中が、遠ざかっていく。

　ふたりの届かないところに、主城は取り残されていた。

　震え出す手を、止めることができなかった。
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　よく考えてみれば。

　璃理佳にあんな啖たん呵かを切ってしまって、怒おこらせてしまったのではないか。

　玖式たちの行き先である天宗寺家を目指し、朧おぼろ山ざんのふもとにようやくたどり着いたレディたち一行を、最後の関門と言わんばかりに、長い石造りの階段が待ち受けていた。

　璃理佳はさきほどからずっと黙だまり込んでいる。

　まずいまずいまずい怖い怖い怖い怖い。

　璃理佳は魔ま術じゆつ師しだ。魔術師といえば、吸きゆう血けつ鬼きの天敵。

　村の伝承や御伽おとぎ噺ばなしでは、吸血鬼狩がりはまさに悪魔そのものの無む慈じ悲ひさと力を振るったと語られている。小さいときにそれを聞かされたときは、怖くて眠ねむれず、弟のディストリアの布ふ団とんにもぐりこんだものだ。

　璃理佳はもしや、ふたりきりになった瞬しゆん間かん、その杖つえで自分を──

「はわわわわわ……」

「どうかしたの、レディ？　顔色が悪いわよ」

　霧生が心配そうにのぞきこむ。

　べつに璃理佳が無口なのはいつものことなのだが、レディにそれを考こう慮りよする余よ裕ゆうはなかった。

　そういう霧生も、試練のような階段なかばで息を上げていた。

「まったく、いったい、いつになったら、到とう着ちやく、するのよ……」

「霧生さん、がんばって」

「フミカ、もうすこし」

　レディと璃理佳の応おう援えんもあり、三人はようやく頂上へと辿たどり着いた。

　整然と切り開かれた土地に、どこまでも広がる古風な屋や敷しきが建っていた。まるで歴史ドラマの舞ぶ台たいのような華はなやかさに、レディたちはしばし立ち尽つくしてしまった。

「す、すごいところですね……」

　だがあまり人ひと気けが感じられない。

　気き後おくれするふたりを引きつれ、まったくひるまない璃理佳が進んで、正面の玄げん関かんの戸をたたいた。しばらくして、和服姿の若い女性が出てきた。

「東十字学園の生徒です。天宗寺さんの知り合いで、友達がここにいるとお聞きしているのですが」

「先刻、外出されました」

「どこへ？」

「朧おぼろ山ざんですが、それ以上のことは、お答えできません」

　女性は客人を迎むかえるそぶりも見せず、戸が閉められた。

「なんなのよ、あれは……」

　まるで人を寄せ付けまいとしているような、殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きが感じられる。

「朧山って、あれのことよね……」

　屋敷の裏手には、深く森の生おい茂しげる山が居座っていた。

　肩かたを落とす霧生を励はげましながら、レディたちは山道の入り口へと向かい始めた。
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　玖式たちは険しい山道を登っていた。

　イーサ学科の生徒は、実技測定や特別試験の特性上体力面も要求されるため、ほかの一いつ般ぱん的な高校生や、一般学科の生徒よりも鍛きたえられている。とはいえ、慣れない山道は、玖式たちの体力をじわじわと消しよう耗もうさせた。

「天宗寺、さっき言ってた祠っていうのは……」

「年に一度、執とり行う儀式がある。それが山頂にある祠の前で行われるんだ。明日あした、わたしたちは詠とともに、その祠を訪おとずれる予定だった」

「ナギサくんは、自分たちだけでそれを？」

「詠がいなければ不可能だ。ナギサの目的は、なにか別にある」

　ナギサのあの雰囲気。

　たしかになにかを隠かくしているように感じられた。

　だが同時に、玖式は天宗寺がここまで余裕のない状態になっていることにも、疑問を抱いだいていた。いったい天宗寺はなにを恐おそれているのだろうか？

「主城、なにか思い当たること……主城？」

「え、ああ」

　玖式の呼びかけに、主城は遅おくれて反応した。

　さきほどから、どこか様子がおかしい。

　単に疲つかれているのかと思ったが、ときおり、なにか考え込んでいるようにも見えた。

　突とつ然ぜん、立ち止まった天宗寺が、玖式たちを手で制した。

「どうし──」

　気配を感じ、口を閉とざす。

　空気がよどむような、イーサ能力の予兆を肌はだで感じた。

「隠れてないで、出てきたらどうだ」

　天宗寺の言葉が向けられたのは、林の中。

　伏ふせていた姿が、次々と現れる。

「おい、なんだよこいつら……」

　神官たちだった。十人以上いる。剣けん呑のんな雰囲気で、全員が御ご符ふや錫しやく杖じようで武装している。すでに取り囲まれていた。神官のひとりが言う。

「たとえカナメ様といえども、ここはお通しできません。どうかお引き取りを」

「そうはいかない」

「では、多少ご無礼を働くことになります」

　神官たちは狙ねらいを天宗寺に定めている。おそらく式神を警けい戒かいしてのことだ。

　当然だろう。あの圧あつ倒とう的な力を、玖式も目まの当たりにした。

　乾かわいた笑い声が響ひびいた。

　天宗寺が、喉のどを鳴らし笑っていた。

「だれに向かってものを言っている？」

　そばにいる玖式の肌が総毛立つ。天宗寺の気配が膨ふくれ上がる。

　四方八方から御符が投とう擲てきされた。

　天宗寺の身体からだに届く直前、青白い鬼おに火びのような光が触ふれ、灰になって燃もえ尽きる。

「どうやらヒトガタを呼ぶ前に制圧したいらしい」

　玖式は周囲を見み渡わたし、気づく。

　天宗寺が道すがら、あちこちの樹きの幹に貼はり付けていた御符。

　ここはすでに、天宗寺の結界の中だ。

　逆に天宗寺の腕うでから離はなれた御符が、生き物のように宙を走り神官の両手に張り付く。まるでそれが何十キロの重しと化したように、腕から大地へ沈しずみこむ。

　その結末を見届けることなく、天宗寺は駆かけていた。

　取り出した御符が巻きつき薄うすい刀身を形作る。通常のものより長い。柄つかに当たる部分の先からも同様の刀身が伸のびている。

　両剣けんの御符刀。

　明らかに扱あつかいが難しいその得え物ものを手に、しかし天宗寺はよどみなく神官たちの前へと躍おどり出た。

　御符を切り裂さき、錫杖を蹴けり飛ばす。

　演えん舞ぶを見ているようだった。

　術だけではない。自身の身体能力の高さもまた、天宗寺の武器だった。

　霊れい能のう者しや同士の戦いは、いかにイーサ能力を封ふうじ合うか、つまり他人や空間に存在するイーサ──霊力を支配し合うかというテクニカルな戦いとなる。

　火力の応おう酬しゆうとなりがちな魔術師同士の戦いとは異なる。

　しかし確実にハイレベルな──これは実戦だ。

　天宗寺の突つき出した御符刀の先せん端たんが神官の胸に触れる。ばらばらになった御符が神官の全身にからみついた。

　イーサ能力者──強い霊感を持つ者ゆえに効果を受ける金かな縛しばり。神官がうめき声とともに、くずおれる。

　神官たち全員が、地に伏せていた。

「呼び出す式神より、本人が弱いとでも思ったか？」

「天宗寺！」

　まだ隠れていた。伏ふく兵へいの神官が、矢のない弓を天宗寺の背に向けていた。

　詠えい唱しようは間に合わない。とっさに飛び込む。

　物理的ではない衝しよう撃げきが、玖式の肩を打ち抜ぬいた。

　即そく座ざに天宗寺が御符を投擲。全身をからめとられた神官のひざが崩くずれる。

「玖式！」

「だい……」

　杖を持ち上げると、頭に鋭するどい痛みが走った。

「しばらく魔術は使うな。御符と同じで、イーサの集中を乱す術だ。無理をすると激痛が起きる」

　言った天宗寺は、神官のもとへ歩み寄り、鼻先に御符刀を突きつけた。

「答えろ。ナギサの目的はなんだ」

「お答えできません」

　感情のない反応。口を割る気配はまるでなかった。

　だが天宗寺は、口の端はしをつり上げた。

「おまえに答える意思がないというのなら、傀儡くぐつにするまでだ」

　その言葉に、神官の顔が恐きよう怖ふに染まる。

　御符を細い指先がなぞる。もう一方の御符を神官の胸に張り付けた。

　神官が、苦しげにうめいた。

「さあ、もう一度聞くぞ。ナギサの目的はなんだ？」

「ナギサ、様は……祠ほこら、を」

　神官が口を開いた。

　動く口を、言葉を自分では止められないような苦く悶もんの表情を浮うかべながら。

　こんな術を玖式は知らない。学園の霊能者が使うものとは異なる。

　これが陰おん陽みよう師じの術。

　世界各地の霊能者のなかでも特とく殊しゆな、この国の長い歴史の裏舞台で、あやかしとの戦いを連綿と続けてきた一族の力。

「……壊こわし──印を」

　断だん片ぺん的な言葉からは、意味を読み取れない。

　だが唯ゆい一いつ、その意味を理解したらしい天宗寺の顔色が変わった。

「馬ば鹿かな……」

「天宗寺？」

「ナギサを止めなければ。あいつは、祠を破は壊かいするつもりだ」

　答える天宗寺が、気配に振ふり返る。

　玖式は反射的に杖つえを向け──双そう方ほうの動きが停止した。

　その光景に、その人物に、玖式は自分の目を疑った。

「璃理佳？」

　そこにいたのは、杖をたずさえた璃理佳だった。
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　璃理佳だけではなかった。

　霧生、そしてレディもいる。全員が玖式たちとの遭そう遇ぐうに目を丸くしている。

「璃理佳、どうして……」

「霧生、おまえ」

　霧生と主城も顔を見合わせている。

　先に驚おどろきから立ち直ったのは、璃理佳の方だった。天宗寺を一いち瞥べつする。

「玖式、その人から離れて」

「なにを……」

「玖式を巻き込まないで」

「魔術学科の第二位、か」

　名前すら呼ばない天宗寺を、璃理佳が鋭くにらむ。

　いまにもその杖を天宗寺へ向けそうな勢いだ。

　霧生は尊敬するふたりのどちら側にも付くことができず、レディもまた事態を計りかねて動けないでいた。

　膠こう着ちやく状態だ。

「ずいぶん沢たく山さんと余よ所その人を呼ぶんだね、姉さん」

　茂しげみが揺ゆれた。

　弾はじかれたように振り返る。

　天宗寺ナギサが、そこにいた。

「ナギサ！」

　ナギサは不ふ遜そんな笑えみを浮かべている。

「可か哀わい想そうに。玖式さん、あなたは姉さんに騙だまされてるんだよ」

「なに……」

「そうだろう。姉さんの言葉のどこに証しよう拠こがある？　いいように使われているだけだってことがわからないの？　いや、もしかして傀儡にされているのかな」

　ナギサの言葉には心の隙すき間まに忍しのび込む魔ま力りよくがあった。

　璃理佳はそれを、どう受け取っただろうか。

「玖式、私と戻もどって」

　璃理佳の強い言葉に、玖式は否いや応おう無しに引き寄せられる。

「これは玖式には関係のないこと」

「僕は……」

　確かに自分は余所者だ。本質的にはなんの義理も責任もない。当初、レディのことで脅きよう迫はくされていたこともいまでは無効になった。だがそれでも、

　力を貸すと約束した。

「ごめん、璃理佳」

「どうして……」

　璃理佳の表情がゆがむ。

　その動きも慎しん重ちように警けい戒かいしながら、天宗寺はナギサを説得しようとする。

「ナギサ、おまえのやろうとしていることは、絶対にやってはいけないことだ。妖よう怪かいの力を利用するなんて、陰陽師として恥はずかしくないのか」

「なに言ってるんだよ姉さん。それにどんなちがいがあるっていうの？」

「なんだと」

　ナギサはため息混じりに肩かたをすくめる。

「あやかしどもを退治するために、自ら近しい存在となったのが、ぼくら霊能者だ。そうだろう？　千年も前から続いてきたことだ。なにをいまさら」

「ナギサ、ちがう。わたしたちの先祖は、ずっと人間の側にあった。いつだって、戦ったのは人間のためだ」

「だったらなおのことだよ。いまの社会はぼくらを過小評価してる。僕らは使われる道具じゃない。それを脱だつするためなら、あやかしどもとも、違い法ほう者しやとも協力する。そうすれば、ぼくらはこの国と世界に対して、もっと大きな影えい響きよう力を持つことができる」

　単に衝しよう動どう的なものではない。強きよう烈れつな意志が、ナギサを突き動かしている。

　その言葉の持つ冷たい熱に玖式たちは呑のまれていた。

「子供の妄もう想そうだ」

「純じゆん粋すいな夢って言ってほしいな。それが叶かなえば、姉さんだって……」

「ナギサ？」

　ナギサが御ご符ふを構えた。反射的に玖式たちが身構える。

「無理だ。近づけるはずがない。祠の周囲五〇〇メートルに敷しかれた結界は、非イーサ能力者にも影響を及およぼすほどの呪のろいの場所だ。霊れい能のう者しやであるおまえが、巫み女こなしに足を踏ふみ入れられる場所じゃない」

「近づく必要なんかないさ」

「なに……？」

「これがはじまりだ。ぼくたちの力を見せてあげるよ」

　地鳴りのような音が聞こえた。

　空が鳴動している。

　遠い空から、なにかが近づいてくる。

「いったい、なにを……」

　頭上を仰あおいだ。はるか彼方かなたの空から近づくその足音を、玖式たちは知っていた。それは遠き翼つばさ。地上にいる玖式たちには決して手の届かない存在。

　暴風と爆ばく音おんが訪おとずれる。

　だれもが身動き一つとれない。

　天空を巨きよ大だいな影かげが一いつ瞬しゆんにして切り裂さいた。

　直後、大地が揺れた。

　大樹に止まっていた鳥たちが一いつ斉せいに飛び立つ。重々しい音が雷らい鳴めいのように響ひびきわたり、こだまする。とっさに地面に手をついたまま、玖式たちは硬こう直ちよくしていた。

　衝しよう撃げきが収まったあと、玖式の目があるものを捉とらえた。

「あれは……」

　山頂から狼煙のろしのように黒こく煙えんが立ち昇のぼっている。

　天宗寺が震ふるえた声でナギサに問う。

「なにを、した」

「僕たちには、もうあんなものは必要ない」

　勝ち誇ほこるナギサのもとへ、主城がゆっくりと歩み寄った。

　ナギサの隣となりに立つ主城。

　その行こう為いの意味を理解できたものは、そのときだれもいなかった。

「主城……？」

「悪いな。玖式」

　主城は力なく笑った。いつもの自信にあふれた表情は、どこにもなかった。

「オレは、おまえたちの敵だ」

　ナギサが腕うでを振るった。

　動物の霊体が実体化。玖式たちへ襲おそいかかる。

「待って、ナギサ！　ナギサ！」

　天宗寺が悲痛に叫さけぶ。わけもわからず、璃理佳たちも魔術と霊能力で、自分たちの身を守る。飛来する鷹たかの霊体を衝しよう撃げき魔術で迎げい撃げきする。

　襲いかかるすべての霊を退けたときには、そこにナギサと主城の姿はなかった。

「主城……」

　玖式はただ立ち尽つくし、主城の最後の言葉を反はん芻すうしていた。

　おまえたちの敵。

　それが主城からの、別れの言葉だった。
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　空は暗く濁にごっていた。

　雨は止やむ気配なく降り続いている。屋や敷しきの中からそれを眺ながめていた玖く式しきに、璃り理り佳かが近づいた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「僕はべつに……。それより、璃理佳たちまで来るなんて思わなかったよ」

「レディのおかげ」

「？　そうなんだ。でもみんな揃そろって──」

　思わずそう言いかけて、途と中ちゆうで口をつぐんだ。璃理佳の表情も曇くもる。

　全員ではない。

　主しゆ城じようが、天てん宗そう寺じナギサとともに、姿を消してしまった。

　その最後の言葉の意味を、玖式はいまだに計りかねていた。

　どうしてあんなことをしたのか。どうしてナギサに協力しているのか。自分たちと敵対してまで。

「玖式。主城が戻ってきたら、伝えたいことがある」

「なに？」

　口数の少ない璃理佳がめずらしく自分から語ったその話は、少なからず玖式を驚おどろかせた。

　そして同時に、璃理佳が主城を班に誘さそった本当の意味をようやく理解した。

「璃理佳……」

　幼なじみの少女は、強い意志のまなざしでうなずく。

　そうだ。主城は友達であり、この班に必要な人間だ。

　しばらくして、天宗寺が神官の柳りゆう禅ぜんを連れて部屋に戻ってきた。

「わたしはナギサを追う。柳禅、詠よみを頼たのむ」

　柳禅が丁てい重ちように一礼する。詠は不安そうに怯おびえていた。

「いかないで、カナメ」

「詠……」

　天宗寺はしゃがみこみ、その頭をやんわりとなでた。

「行かないといけないんだ。わかってくれ」

　なにか言いたそうにした詠は、それをぐっと飲み込んで黙だまった。

「いい子ね」

　霧生きりゆうが目線を合わせ、語りかける。

　きょとんとした詠が、霧生をまじまじと見る。さすがに霧生もたじろいだ。

「おねえちゃん」

「な、なにかしら？」

「おねえちゃん！」

　詠が霧生に抱だきついた。霧生はどうしていいかわからず、天宗寺に助けを求める。

「珍めずらしい。詠がこんなにすぐになつくなんて。きっと、なにか通じるものがあったのかもしれないね」

　玖式も多少は打ち解けられたものの、天宗寺の代わりはできない。ナギサの姿がないことも、詠をより不安にさせているように見えた。

　霧生は戸と惑まどっていたが、やがて意を決したように、

「それなら、わたくしがこの子と残るわ」

　霧生の言葉に天宗寺たちが驚く。

　霧生は玖式を見た。その視線に込こめられた感情にはっとする。

「玖式くん。あいつのこと、お願い」

「わかってる。必ず、連れ戻もどすから」

　今すぐにでも探しに行きたいのは、霧生も同じはずだ。

　それでもあえて残ってくれた。

　霧生のためにも、必ず主城を連れ戻さなければいけない。

「ナギサくんの居場所には見当が？」

「……わからない。だがもう一つの祠ほこらの場所へ行けば、なにか掴つかめるかもしれない。あるいはそこが破は壊かいされていれば、ナギサがやろうとしていることがわかる」

　天宗寺は迷いなく答えた。

「祠を破壊して、なにを？」

　玖式が問うと、天宗寺は黙り込んだ。どうして答えてくれないのか。

　不安を感じたそのとき、外が騒そう々ぞうしくなる。

「なに？」

　周りの神官たちも何事かとあわてて外へ出る。玖式たちもそのあとを追った。

　正面玄げん関かんに、神官たちが集まっていた。天宗寺に気づくと、道をゆずり、やがてその陰かげに隠かくれていた男を目まの当たりにする。

　王。

　男の第一印象は、まさしくそれだった。

　その言葉を否いや応おう無しに連想させる風格と、年ねん齢れいを感じさせないがっしりとした体格。その風ふう貌ぼうは迫はく力りよくに満ちているだけではなく、誰だれかの面おも影かげがあった。

　よく見知った少年と似た顔つき。

　両りよう脇わきに殺さつ伐ばつとした軍人のような雰ふん囲い気きの男たちを引き連れ、呆ぼう然ぜんとしている玖式たちに近づく。

「君が、玖式ショウくんか」

　ただうなずくしかない玖式に、男は言った。

「私は主城ユタカ。主城アキラの、父親だ」




　　　　＊




　トタン屋根のはがれた箇か所しよから、光がこぼれ落ちている。

　ナギサとその仲間たちに連行された先は、廃はい棄きされたどこかの倉庫だった。

　中に入ると、薄うす暗ぐらいその空間の奥に、主城の目が留まった。

　地味な服装の男たちに囲まれ、両手を後ろにまわし、口をテープでふさがれた金きん髪ぱつの少女が項うな垂だれていた。

　その姿が目に入った瞬しゆん間かん、理性が消し飛ぶ。

「ミラン！」

　ミランが顔を上げた。泣き腫はらした赤い瞳ひとみ。

　走り出したところをそばにいた男に掴まれ、顔を殴なぐられた。

　経験したことのない衝撃と痛み。抗あらがいようもなく倒たおれこむ。口のなかに血の味がじわりと広がる。

「冷静になりなよ」

　ナギサの足が見えた。

　とっさにそれをつかもうと伸のばした主城の手を、そばにいた男のブーツが踏ふみつけた。

　悲鳴が喉のどを突つき破る。口をふさがれたミランがくぐもった声をもらす。

「心配しなくても、あなたがおとなしく協力をしてくれれば、無事に返すよ。ぼくだって、こんなことをしたいわけじゃない」

　ナギサは淡たん々たんと言い、塗と装そうの剥はがれたデスクに歩み寄った。

　そこにアタッシュケースに入ったＰＣが置かれている。
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　画面には地図が表示されていた。そのうちの五箇所に赤いマークが表示されており、一箇所に×印が上書きされている。

「それじゃ、残りのターゲットの座標を教える。攻こう撃げき指示を出してくれ」

　ナギサはこともなげに言った。

　主城は静かに拳こぶしを握にぎり締しめる。

「どうしたの？　わかるだろう、あなたに選せん択たく肢しはないんだ」

　ＦＡＬを悪用される。それは最悪といっていい状じよう況きようだった。だがミランを人ひと質じちにとられているこの状況で逆らうことはできない。

「……わかった」

　幸い人を巻き込む恐おそれのない場所であったことが救いだ。

　ＦＡＬに飛行状況を確かく認にんしようとインカムに呼びかけた主城は、異変に気づいた。

「おい、ＦＡＬ？」

　反応がなかった。しばらく繰くり返すが、いっこうに変化がない。

「どうしたの？」

「ＦＡＬが応答しない」

　無線障害の類たぐいではない。

「まさか、あいつ……」

　権限の上書き。

　主城の持つセカンダリーアドミニストレイター権限を変へん更こうできるのは、それより上位の権限を持つ、あとふたりだけ。

　プライマリーと、マスター。

　間ま違ちがいなく、あいつだ。

「どういうこと？」

「権限を奪うばわれた。ＦＡＬはもうオレの命令には従わない」

「なんとかしてよ」

「無茶を言うな」

「それなら、あの女がどうなってもいいの？」

　ナギサが目線を送る。

　男のひとりがミランの髪かみを乱暴に引っ張った。さらされた白い喉もとに、まばゆく光るナイフの切っ先が当てられる。

　恐きよう怖ふ以上のなにかが主城の全身を凍こおりつかせる。

「やめろ！　わかった、方法を考える！」

「どうすれば戻せるの？」

　いまこの場にいる自分ではどうしようもない。

「連れん絡らくを、させてくれ」

「だれに」

　権限を持っている人間。そう言いかけた主城は、考えをめぐらす。

　あいつが即そく座ざに権限を停止したということは、ミランではなく自分の状況を知って取った措そ置ちだ。それは玖式や天宗寺たちと接せつ触しよくして、ナギサと姿をくらましたことを知ったからだ。つまり、

　あいつと玖式たちは、いま一いつ緒しよにいる。

　そしていまこの状況で、一番頼たよりになるのはだれか。

　自分とあいつの関係を考えれば、自おのずと答えは決まっていた。

「学校の友人だ」

「それで、なにか変わるのかい？」

「ああ、そうだ。そいつに協力してもらう」

　ナギサが男たちと顔を見合わせた。

　何かを話したあと、主城のもとへ戻ってくる。

「わかった。でもこの場所のことや彼女のことを話したら、ふたりとも命の保証はないよ」

　主城は慎しん重ちようにうなずき、ナギサから携けい帯たいを受け取った。
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　リムジンの車中は、驚おどろくほど振しん動どうが少なかった。

　主城ユタカに案内されたリムジンの車内。ユタカの隣となりに璃理佳が座り、玖式、レディ、天宗寺の三人と向き合うかたちで座っている。

　えらく高級そうな革かわのシート。車のなかとは思えないほどゆったりとしたスペース。たぶん自分の一生でこれ以上の高級車に乗ることはないだろう、などと考える。

　そのリムジンが向かっているのは、天宗寺が言うもう一つの祠の場所だった。

「きみたちは、みなイーサ能力者か」

「は、はい」

　ユタカの思し慮りよ深ぶかそうな双そう眸ぼうが、哀あわれみとも懸け念ねんともつかない色を帯びる。

「魔ま術じゆつ、霊れい能のう力りよく、超能力。いずれも大きな力だ。力は様々なものを否いや応おうなしに引き寄せる。当然、それを悪用しようとする人間たちも。その意味では、私はあの学園のすべての生徒に危き惧ぐを抱いだいている」

　ユタカの語りだした言葉に、玖式は驚いていた。

「僕らが、だれかに利用されていると？」

「大人は狡こう猾かつだよ。きみたちが思っているよりはるかに。だから知っておいてほしい。きみたちは本来、必ずしもまだ力を持つべき年齢ではない。利用されるくらいならば、力など持たない方がいい。いずれ、それを否が応でも求められるときが訪おとずれるのだから」

　ユタカのその言葉の真意を汲くみ取ろうと、全員が耳を傾かたむけている。だがただひとり、玖式にとっては、それはべつの意味をもたらしていた。

　あのとき天宗寺が口にした、レディの正体を知る人物。

　利用されるというユタカの言葉。

　うすら寒い予感が肌はだをざわつかせる。

「あの……主城は、本当に転校するんですか？」

　悪お寒かんを紛まぎらわすように、玖式は聞いた。

　天宗寺を除く全員が、その真相を聞きたがっていた。

「私の甘さが原因で、息むす子こは命を落としかけた」

　ユタカの声は落ち着いていた。

　それでも、玖式たちは息を呑のむ。

「あのとき病室で、私は自分の放任主義を後こう悔かいしたよ。むしろ、遅おそすぎたほどだ。これはもう決定したことだ」

　あのシュルヴェルトとの戦いで、主城は重じゆう傷しようを負った。

　霧生の応急処置とその後の治ち療りようで無事一命はとりとめたが、殺されていてもなにもおかしくなかった。

　玖式たちは、親であるユタカに、なにも言い返す言葉を持たなかった。

「君たちは、現場にいたんだな。ではＦＡＬの本体を見たのか」

「あの、戦せん闘とう機きのことですか？」

　直接機き影えいを見たわけではない。

　学園での事件の際、崩ほう落らくする時計台を撃うち抜ぬいたときも、さきほどの爆ばく撃げきの際も、そんな余よ裕ゆうのある状況ではなかった。

「あれは我が社のテストベッドでね。実験とデータ収集のため、国内の私有飛行場に駐ちゆう機きさせている。ＦＡＬはその機体に搭とう載さいしている完全自律制せい御ぎよＡＩだ」

「それを使えないように停止することはできないのですか？」

　すかさず天宗寺が聞く。

　確かに主城がナギサと行動をともにしている以上、その力をナギサが保持していることと同義だった。

　ユタカはその質問を予期していたのか、すぐにうなずいた。

「すでに停止した。最上位の権限は私にある」

「それなら、これ以上悪用されることはないんですね」

　天宗寺の横顔に安あん堵どが浮うかぶ。

　ナギサは祠ほこらを破は壊かいしようとしている、と天宗寺は言った。だがそれ以上の説明を天宗寺は拒こばんでいる。そこまで、いったいなにを恐れているのだろうか。

　そのとき、玖式の持つ携帯が震ふるえた。

　携帯を取り出し、画面を見る。

　非通知。

　不ふ審しんに思いながらも応答する。

「もしもし？」

『──玖式だな』

　一瞬、全身の感覚が抜け落ちた。

　聞き間違いかと耳を疑った。だが紛まごうことなき、それは、

「主城……」

　玖式の呟つぶやきに、全員の視線が一いつ斉せいに向けられる。

　動どう揺ようを隠かくせず、玖式は搾しぼり出すようにして応じた。

「ほんとに、主城なの？　いったい、いまどこに──」

『オレの父親と会ったな』

「あ、ああ。いまも、一いつ緒しよに」

『やつにＦＡＬの権限を、オレに委い譲じようさせるよう言ってくれ』

　強い口調。主城の言葉がなにを意味しているかはわからない。だがそれがただならぬ要求であることを、玖式は感じ取った。

「なにを……」

『マズいことになったんだ。それを味わったおまえなら、わかるだろう』

　奇き妙みような言葉が耳に残った。

『オレが言えるのはここまでだ』

「主城、わからないよ。ナギサくんも一緒なの？　どうしてこんなこと」

『玖式、必要なんだ。頼たのんだぞ』

「待っ─」

　通話が切断された。

　かけ直そうとして、非通知だったことを思い出す。再度登録してあった主城の携帯を鳴らすが、電源が入っていないとメッセージが再生された。おそらくいまかけてきたのもべつの電話からだろう。

　いま話した短い会話の内容が、頭のなかをぐるぐるとめぐっていた。

　まさか、主城は──

　玖式のなかで、一つの答えが結実する。

「主城さん」

「なんだ」

　玖式はそれを、口にした。

「ミランさんと、連絡がつきますか？」

　ユタカはなぜ玖式がメイドの名前をいま口にしたのか、わからない様子だった。

「数時間前に、一度話したが」

「もう一度、連絡してみてください」

　そこまで言って、ユタカの顔色が変わる。

　携帯を取り出し連絡する。しばらくそれを耳に当てたあと、静かに切った。

「応答しない」

「どういうことなんだい？」

　天宗寺が説明を求める。璃理佳やレディも同様の表情だった。

　玖式だからこそ、その推測ができた。

　なぜなら、自分も同じことを味わったからだ。

　大切な人を秤はかりにかけられ、足場が崩くずれていくような恐きよう怖ふを。

「主城は、ミランさんを人ひと質じちにされている可能性がある」

「……その人は？」

　天宗寺はミランと会っていない。

「主城の家のメイドさんだ。学園に来たとき、僕たちは会ってる。……主城さん、ミランさんは、いまどこに？」

「学園の近くにあるホテルに泊とまらせていた」

「確かめてください」

　ユタカはすぐに電話をかけはじめた。通話を終え、

「いまホテルの人間が部屋を調べた。ミランがいない。鍵かぎは預けられていないそうだ。外出する様子を、だれも見ていないと」

　玖式の推測が裏付けられていく。

「主城はこう言っていました。『マズいことになったんだ。それを味わったおまえなら、わかるだろう』って。あれは僕たちだけがわかる暗あん喩ゆだ。ミランさんの、ことです」

　玖式は結論する。

　一転して張り詰つめた空気に、璃理佳やレディも息を呑んでいた。

　主城がなぜ父親のユタカではなく自分に連れん絡らくを寄よ越こしたのか。その理由はわからない。けれど主城は自分を頼たよってきた。それに応こたえなければならない。

「お願いです。主城に、ＦＡＬの命令権限を戻もどしてください」

　玖式の言葉に、天宗寺が顔色を変えた。

「なんだって？」

「そうしないと、ミランさんが危ない」

「どうして、そこまでわかる？」

「主城はあえて隠すような話し方をしていた。だれかに監かん視しされながら、電話をかけさせられていたはずだ。自分の意思ではなく、命じられて」

「それは、脅おどされてということか」

　推測だ。根こん拠きよはない。

　だが主城の声を、あの切せつ羽ぱ詰つまった声を玖式は聞いた。その直感が告げていた。

「お願いです。きっと、一刻を争う」

　玖式たちの話に天宗寺が割り込む。

「待て。それは、あの兵器の力をまた彼に与あたえるということか？」

「いまは、それしかない」

「駄だ目めだ。それは許さない」

「でも、このままじゃ主城が」

　天宗寺が玖式をにらむ。だがどんなに反対されても、ここは応じるしかない。

「主城さん」

「やめろ！」

　どちらを選ぶか。

　天宗寺の意志が明確であるように、ユタカのそれもまた、すでに明らかだった。

「すまないな、天宗寺くん」

　天宗寺はそれきり、黙だまり込んだ。

　ここは呑のんでもらうしかない。

　つらい沈ちん黙もくが支配するなか、ユタカは電話をかけはじめた。

「あそこだ」

　山を貫つらぬくトンネルの入り口が見えてきた。

　あの山の頂上に、二つ目の祠がある。

『社長』

　運転手の声がスピーカーを通じて流れた。

「どうした？」

『前方に障害物が。あれは──』

　ユタカの手元にあるモニターに、車しや載さいカメラの映像が映し出される。

　リムジンが進む道路の中央に、人ひと影かげのようなものが立っていた。

　いっこうに動こうともしない。

　その姿が、やがて鮮せん明めいになる。

　東ひがし十じゆう字じ学がく園えんの、霊れい能のう学科の男子の制服。だが人ではない。その頭には、顔がなかった。

　天宗寺を見る。

　懐ふところに差し込まれた天宗寺の指先が、御ご符ふを挟はさんでいた。

「させないよ」

　あれの正体は、

「式神──」

　天宗寺の式神〝ヒトガタ〟

　次の瞬しゆん間かん、ヒトガタがボンネットに乗り移っていた。

　貫ぬき手てがボンネットを突つき破る。

　リムジンのエンジンから白はく煙えんが上がる。

　車体がスピン。

　平へい衡こう感覚が狂くるい、視界がめまぐるしく反転。

　リムジンがガードレールに激げき突とつ。すさまじい衝しよう撃げきが一瞬で意識を刈かり取り、闇やみへと落ちていった。




　目を見開く。

　びくりと玖式の身体からだが跳はねた。何が起きた。記き憶おくが雪崩なだれのようによみがえる。

　すぐに思い出す。天宗寺が式神でこの車を襲おそったのだ。

　いったいどれぐらい気を失っていたのか。

　天宗寺がいない。そして主城ユタカの姿も車中になかった。

「レディ！」

　レディがゆっくりとまぶたを開いた。目立った外傷もないようでひとまず安あん堵どする。

「璃理佳っ……」

　ぐったりとしたままの璃理佳を抱だき起こす。小さくうめいたが、窓に頭を打ちつけたらしく、意識が混こん濁だくしている。

　天宗寺たちはどこに──

　ドアに手をかける。レバーが固い。

　歪ゆがんでしまったのか、ドアが開かない。

　身体を縮め、けりつける。びくともしない。足裏に跳ね返る衝撃に耐たえ、もう一度。

　ドアが開いた。よろめきながら飛び出す。

　左右を見み渡わたす。アスファルトに生々しいタイヤ痕こんが刻まれている。

　気配を感じた。振ふり返る。

「天宗寺！」

　フェンスの上。天宗寺がそこに立っていた。

　その隣となりで、ヒトガタがぐったりとしたユタカを軽々とかついでいる。

　天宗寺が半身だけで振り返る。

「これ以上、祠ほこらは破は壊かいさせない。絶対に」

「やめろ！」

　ここで逃にげられたら──

　大きな鷲わしの霊体が、天宗寺の頭上で旋せん回かいする。

　光の塊かたまりが鷲を撃げき墜ついした。

　さらに複数の飛行杖じようから放たれた衝しよう撃げき魔ま術じゆつが天宗寺を襲う。やむなく天宗寺が道路へと飛び降りる。

「璃理佳……」

　レディに支えられた璃理佳が、杖を向けていた。

　だがその足元は頼りなくふらついている。戦うのは到とう底てい無理だ。

「レディ、璃理佳をお願い」

「は、はい」

　ガードレールにめり込んだ車体を挟み、天宗寺と玖式が向き合う。

「きみとこんなかたちで勝負することになるとはね」

　天宗寺が御符を構える。

　学園最強の霊れい能のう者しや。

　その完全なる敵意が、いま自分たちに向けられている。

「わたしは確信しているよ。霊能者こそが最強だと」

　杖を持つ手が震ふるえた。

　勝機はあるのか。

　たとえどんなに勝ち目のない勝負だとしても、引くわけにはいかない。

　一刻もはやく主城に権限を戻さなければ、ミランの身が危あやうい。
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　主城はナギサに命じられ、ＦＡＬへの命令を何度も試ためさせられていた。

　蒸むし暑い倉庫はぴりぴりとした気配に満ちていた。男たちが主城をにらみつけ、無言で威い圧あつしている。

　汗あせにまみれながら、主城は必死にインカムに呼びかけていた。

『オーダーは無効です』

　いつものＦＡＬの軽口が返ることはない。ナギサがこちらを見ていた。

「コントロールはいつ戻るの？」

「待ってくれ」

「あと十分以内に戻して。それを越こえればどうなるか、わかってるよね」

「どうしろっていうんだ！」

　主城は叫さけぶが、ナギサの冷れい徹てつな視線に揺ゆらぎはない。

「残念だけど、仕方ないよ」

　ナギサや、この男たちは本気だ。ためらう理由はなにもない。この力を使えなければ、主城たちにはなんの価値もないからだ。

　ミランが後ろ手に縛しばられたまま、悲痛な視線を主城に向けていた。

　主城は拳こぶしを握にぎり締しめた。

　自分の無力さを思い知る。そしてふとミランに言われた言葉も思い出す。

　自分の力ではなに一つできない。ＦＡＬや仲間に頼るほかない。

（玖式……）

　あと九分。

　タイムリミットが迫せまっていた。
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　速い。

　ヒトガタが御ご符ふ刀とうを構え接近。玖式は結けつ晶しよう化させた杖を構える。

　上段右薙なぎ。杖で防ぼう御ぎよ。衝撃に手が痺しびれる。弾はじかれた御符刀が即そく座ざに振り下ろされる。杖先を支えて両手で防ぐ。

（重い……！）

　すさまじい力。ひざがきしんだ。体勢が崩くずれる。もう片手から刺し突とつ──

　本能で後ろに転がる。首元を太た刀ち筋すじが抜ぬける。転がりながら呪じゆ文もんを紡つむぐ。立ち上がって杖を構える。詠えい唱しようが完かん了りようする。

　杖に御符が絡からみついた。

　魔術が不発。

　視線の先で、ヒトガタが御符を投とう擲てきしていた。杖を捨てて回かい避ひする。マントから予備の杖を抜く。再度詠唱から開始。だがヒトガタは追撃しない。御符をかざしている。

　玖式の後方に、のっぺらぼうの巨きよ人じんが出現した。

　拳が振り下ろされる。身を投げ出した直後、鉄てつ拳けんが大地にめり込む。一瞬で巨人の影かげが霧む散さんする。

　玖式は混乱と驚きよう愕がくから身をすくませる。

「式神が、霊体を召しよう喚かんした……？」

　実体としての精度の低い霊体は一瞬で消しよう滅めつしてしまった。だがいまのは天宗寺ではなく、あの式神がやったことだ。霊体が霊体を使し役えきするなど聞いたこともない。

　学園最強の霊能者。その真骨頂たる式神ヒトガタ。

　ヒトガタが御符を周囲に展開した。結界。ヒトガタの姿が幻まぼろしのようにゆがみ──。

　背後に気配。杖を振り向ける。視界の端はし、右下からの切り上げ。腕うでごと杖先があさっての方向に弾かれる。

　視界が赤く染まる。

　ヒトガタの横蹴げりが玖式のわき腹に突き刺ささった。

　激痛と苦しさが脳天を突く。よろよろと後退しながら、衝撃魔術を詠唱。光が杖先から放たれる。

　御符刀が光こう弾だんを切り払はらった。

　動どう揺ようの一瞬の間に、間合いが消失する。

　突き出された蹴り足が無防備な玖式の腹を打ち抜いた。

　なすすべなく吹ふき飛ばされる。転がり、アスファルトに手をつく。

「玖式さん！」

　レディの叫びが聞こえる。

　立てない。

　あまりの苦しさと痛みに、集中力と気力が蝕むしばまれていく。

　這はいつくばる玖式を、ヒトガタを従える天宗寺が見下ろした。

「もう諦あきらめてくれ」

　まだ天宗寺自身は加勢すらしていない。

「……だめだ」

「どうしてそこまでする？　きみはなんのために戦ってる？」

　なんのために。

　いま自分がここにいる理由。

　玖式は、言った。

「青春を、謳おう歌かするためだ」

「……ふざけてるのか？」

　眉まゆをひそめる天宗寺の前で、玖式はマントで隠かくされた腰こしの後ろに手を伸のばす。

「ふざけてなんかない」

　悲劇、悲運。身勝手な言葉。そんなものに屈くつしたくない。屈してやらない。

　だれが不幸を受け入れてやるものか。

　ケースから御ご符ふを引き抜く。すべての御符を使い御符刀を形成。天宗寺が気づく。もう遅おそい。

「それが、僕が手に入れたいものだ」

　渾こん身しんの力で突つき出す。

　切っ先がヒトガタの肩かたを貫つらぬいた。

　精せい巧こうだった霊体の輪りん郭かくがはじめて乱れる。ヒトガタが御符刀を引き抜こうとつかむ。だが明らかに動きが鈍にぶい。即座に雷らい杖じようの魔術を詠唱。杖が高圧電流をまとう。負ふ荷かも無視して最大限の威い力りよくを設定。

　御符刀を引きちぎったヒトガタの胸に、杖を突き出す。

　青白い火花が散った。

　耳みみ障ざわりな音が弾はじけ、ヒトガタが吹き飛ぶ。

　負荷に耐たえ切れず、杖の先せん端たんが砕くだけ散った。

「君は、いったい……」

　天宗寺は呆ぼう然ぜんと困こん惑わくのまなざしを向けていた。

　玖式が懐ふところに手を伸ばす。それに気づいた天宗寺が、御符を構えた。

　マントに仕込んでいた予備の杖をつかむ。

　だが詠唱は間に合わない。天宗寺のほうが速い。御符を振ふりかぶった。

　玖式は天宗寺を視し認にんし、意識を集中させた。

　天宗寺の身体からだが、くの字に折れた。

　ひざが崩れる。

　苦しげに腹部をおさえ、学園最強の霊れい能のう者しやが、地面に手をついた。

　玖式の頭に鈍どん痛つうが走る。

　通常に魔ま術じゆつを使うのとは比べものにならない負荷だった。

　痛みをこらえ、玖式は天宗寺へと歩み寄る。杖つえを突きつけた。天宗寺はなにが起きたのかわからない様子だった。

「わたしに、なにをした……？」

「衝しよう撃げき魔術を、きみの身体に直接発動させた」

　今度こそ、天宗寺の目が驚愕に見開かれる。

「馬ば鹿かな……。そんなこと、超ちよう能のう力りよくでもなければ、できるはずがない」

　玖式は力のない笑えみを天宗寺へ向けた。

　いまはまだ、答えるべき時ではない。

「レディ、いまのうちに主城さんを」

　うなずいたレディがフェンスに寄りかかっているユタカに近づく。手て錠じよう代わりにその手首に巻きついていた御符を引き千切った。

「すまない」

　ユタカが携けい帯たいを手にする──
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「時間、だね」

　時計を見ていたナギサが、静かに言った。

　それを合図に、男たちが無む慈じ悲ひに立ち上がった。

「やめろ」

　血の気を失った主城が男のひとりにつかみかかろうとした。だがあっけなく腕を固められ、地面に倒たおされる。

　男たちがミランのもとへ歩いていく。

「やめろ！　お願いだ、やめてくれ。あと少し待ってくれ！」

　だれも主城の叫びに耳を貸す者はいない。男たちが同じ人間だとは思えなかった。

　どうしてわかってくれない。どうしてそんなことをする。

　男のひとりがナイフを取り出した。

　それを見たミランが青ざめ、首を振った。頬ほおに残る涙なみだの跡あと。

　男がミランの腕をつかみ、机の上に押し付けた。ミランが口をふさがれたまま叫さけぶ。無理矢理に指を広げ、おさえつける。小指の先に、その切っ先をあてがった。

「待って！」

　鋭するどい一言が、倉庫のなかに響ひびき渡わたった。

　そう言ったのは、ナギサだった。

「……そんなこと意味はない。余計な手間を増やすだけだ。それよりもなんとかコントロールを戻もどす手はずを考えた方がいい」

　奇き妙みような発言だった。男のひとりがナギサに歩み寄る。

「なにを言っている？」

「彼女が、死んだらどうする。人ひと質じちの価値がないだろう」

「指くらいで死ぬものか。悪いが俺たちはあんたの手下じゃない。言いなりになるのは、祠ほこらの封ふう印いんに関することだけだ」

　ナギサは歯がゆそうに口をつぐんだ。その拳こぶしが震ふるえているように主城には見えた。

　男がふたたびミランへと近づく。

　主城はもがいた。だがおさえつけた大おお柄がらな男の力はすさまじくびくともしない。悔くやしさと恐きよう怖ふに涙がにじむ。声をからして叫んだ。

　そのときだった。

『──アキラ、指示をちょうだい』

　インカムから、聞きなれた人工音声がした。

「ＦＡＬ……」

　一いつ瞬しゆんなにが起きたのかわからなかった。だが考えられる要因は一つしかない。

　間に合った。

　玖式がやってくれたのだ。

「待て、権限が戻った！」

　主城の叫びに、男たちが止まった。

　主城はおさえつけられたまま、狂きよう気きめいた笑みさえ浮うかべ、高らかに言った。

「座標を教えろ。いますぐ破は壊かいしてやる。だからミランから離はなれろ！」

　男たちが渋しぶ々しぶといった様子で、ミランを放した。

　そのときナギサが安あん堵どの表情を浮かべたように、主城には見えた。だがそれはすぐに冷れい淡たんな無表情に覆おおい隠されてしまった。

　五つのマークが示されたＰＣの画面。

　そこに△の表示が出現。×のついていない残り四つのマークの一つに、順調に接近していく。




「コードＡ─０１入力。マスターアドミニストレイター権限をセカンダリーへ委い譲じよう。以降の変へん更こうを不可とする」

　主城ユタカが言い終えたとき、天宗寺が反応した。

「動くな」

　玖式が杖を突きつけそれを制した。

　天宗寺が唇くちびるをかみ締しめ、玖式をにらむ。

　そこにこめられた感情が、肉体的ではない痛みを玖式にもたらした。

「きみたちはわかっていない。あれがどんなものか」

「なら、教えてくれ」

「地ち脈みやく結けつ界かい。かつての巫み女こたちがその生しよう涯がいをかけて築き上げた、無類の封印結界だ」

「封印……？」

「すべての祠は地脈でつながり五ご芒ぼう星せいを形成している。そうしなければ、かつてあれを封ふうじ込めることはできなかったからだ」

「あれって、なんのこと？」

　天宗寺は重く黙だまり込んだ。

　ここまできて。

　そうまでして隠さなければいけない秘密とは何なのか。

「……たとえなんだとしても、いまミランさんの命には代えられない」

「その結果の責任を、だれがとるっていうんだ」

「僕がなんとかしてみせる」

「なんだと……」

「なんとかすればいいんだろ。わかってるさ」

　戦わなければいけないのなら、そうする。

　そうしなければ守れないのなら、自分たちはそれさえも選ぶ。

　そう誓ちかった。

　一番大切な女の子がとっくにそれを選んでいたと知った、あのときから。

　地じ響ひびきが来た。

　足元が揺ゆれたようにさえ感じる。重々しい音が大気を震わす。

　視線を向けると、トンネルのある山の頂上から黒こく煙えんが立ち上っていた。残ざん響きようが響く空を見上げると、はるか頭上に灰色の点が見えた。

　あれがＦＡＬの本体──Mk─Ⅳ。

　スケールの異なる破壊の力。

　何度経験しても、その衝しよう撃げきと轟ごう音おんに足がすくんだ。

「二つ目の祠が……」

　天宗寺が愕がく然ぜんとつぶやく。

　璃理佳がレディに連れられて玖式のもとへ歩み寄る。

「大だい丈じよう夫ぶ、璃理佳？」

「へいき。それより、あれは」

「主城が、ＦＡＬを使って……」

　強制されてやっているだけ。それはわかっていたが、やりきれない思いがこみ上げる。

　打ちひしがれていると、また耳みみ障ざわりな騒そう音おんが頭上に響いた。耳をふさぎながら空を見上げた玖式は、その予想外の光景に固まった。

　巨きよ大だいなヘリが上空から道路上に降下してきた。

　見知った普ふ通つうのヘリコプターとは形状がちがった。翼つばさの両りよう脇わきで巨大なプロペラが回っている。かなり大型の無骨な灰色の機体だった。

「ここから先は、子供の出る幕ではない」

　着陸した機体から次々と人間が降りてくる。ヘルメットにボディアーマー、小しよう銃じゆうで武装した兵士たちが、ユタカの周りに速すみやかに展開した。

　迫はく力りよくに呑のまれている玖式たちに、ユタカは言った。

「私も息むす子こを人質にされて、なにもしないわけにはいかなくてね」

　兵士のひとりが、ユタカに近寄った。

「ミランの信号をトレースした。Ｓ区ウォーターフロント開発区域の倉庫街だ。そのなかの廃はい倉庫を使っている」

「わかった。すぐに向かうぞ。──新しん堂どう、容よう赦しやはするな」

　新堂と呼ばれた男がうなずいた。

　ユタカのこれまでとは異なる殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きに、玖式たちは圧あつ倒とうされている。

　兵士を従え、ユタカがきびすを返した。

　それは紛まぎれもなく、一国の王の姿を連想させた。

「アキラとミランは、私が必ず助け出す」

　遠ざかっていく背中。その迫力に呑まれながらも、玖式はとっさに叫んだ。

「僕たちも連れていってください」

　ユタカが足を止めた。振ふり返る。

「言っただろう。これ以上、きみたちを危険な目にあわせるわけにはいかない」

「僕たちは、戦えます」

　なにもできないわけじゃない。

　ユタカはじっと玖式を見ていた。すべてを見通すような視線。自分の隠かくしている恐怖を見み抜ぬかれそうだった。

　危険なことはわかっている。

　けれど友達がこんな状じよう況きように置かれていて、放ほうっておくことは玖式にはできなかった。

「わたしも行く」

　天宗寺が言った。

　すでにその足取りはしっかりしている。さらに璃理佳とレディも並んだ。

　少年少女たちは、ひとまわりもふたまわりも上の大人の男に正面から向き合った。

「お願いです。主城は、僕たちの友達なんです」

　ユタカはしばらく黙っていた。

　やがて、背を向ける。食い下がろうとした玖式たちを手で制した。

「乗り心地ごこちは悪い。それは我が慢まんしてくれ」

「……はい！」

　ユタカのあとに続き、玖式たちは機体に乗り込む。

　両りよう翼よくのプロペラが回転速度を上げる。機体が浮ふ遊ゆう、垂直に上じよう昇しようし、やがてプロペラの角度が変わり、頼たのもしい速度で機体が前進していく。

　それでも、猶ゆう予よはなかった。
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　ティルトローターと呼ぶらしいその航空機は、どこかの港町に近づいていた。

　身を乗り出して小さな窓から下を見下ろすと、倉庫街が見えてくる。

　玖式は隣となりのシートに座る天宗寺に聞いた。

「天宗寺、祠はぜんぶでいくつあるの？」

「五つだ。朧おぼろ山ざんの山頂にあったものが一つ。先ほど破壊されたもので二つ目だ。……おそらく、残りも同様に破壊されつつある」

　そう言われ、玖式は自分のしたことを改めて認にん識しきしていた。

　だが天宗寺はもう玖式を責めようとはしなかった。無言でそのときを待っている。

　ナギサたちを見つけるその瞬しゆん間かんを。

　そのとき、機体が傾かたむいた。玖式たちはとっさに内ない壁へきに設けられた取っ手をつかんでふんばる。機体が旋せん回かいしているのだ。

　どこかの古びた倉庫の真上で、機体がホバリングする。

　ユタカが新堂と呼んでいた男が、玖式たちに近づく。

「先に降りる。きみたちはあとからついてきてくれ。くれぐれも無理はするなよ」

　そう言い残し、まだ機体が空中にあるにもかかわらず、他の全員も立ち上がった。

　機体側面のドアが開いた。プロペラの巻き起こす暴風と騒音がまきおこる。

　驚おどろいている玖式たちの前で、兵士たちが垂らしたロープをつたい、鮮あざやかに機体から飛び降りる。そのままよどみなく地面に着地。洗練され尽つくした動きだった。

　呆ぼう然ぜんとする玖式に、天宗寺が言った。

「玖式くん。僕らも行こう」

「え？　行くって……あんなこと僕はできないけど」

「おいおい。わたしたちは東十字学園の生徒だよ。自分たちのやり方ってものがあるじゃないか」

　天宗寺はいたずらっぽく微ほほ笑えんでいる。

　そして玖式の腕うでを引き寄せて、風が吹ふき付ける開かれたドアへと近づいた。

「ちょ、ちょっと──」

「いいから。先に行って」

　天宗寺はなんの気負いもない動作で、玖式を突つき落とした。

　身体からだが宙に投げ出される。

　あまりの突とつ然ぜんの状況に、叫さけぶこともできなかった。

　衝撃は、予想よりもやわらかかった。

　視界が淡あわく白いものに覆おおわれていた。

　玖式は飛行するなにかの背に乗っていた。それが、天宗寺が実体化させた巨大な鷲わし型の霊れい体たいであることに、ようやく気づく。

　鷲は大きく旋回。玖式を見事地面へと運んだ。

　まだ心臓がばくばくと跳はねていた。ひざをついたままの玖式のすぐ隣に、影かげが降り立った。振り向くと、そこに天宗寺をお姫ひめ様さまだっこしたヒトガタが立っていた。

「……てんそうじ、さん？」

「なんだい？」

「なんだいっていうか、その……」

「さっきのお返しだよ」

　天宗寺は人が悪そうに微笑み、玖式にささやいた。

　璃理佳がふわりとマントをなびかせ、レディを抱だいて着地した。

　その人にん間げん離ばなれした動きにぎょっとする。

「璃理佳、いまなに、どうやって降りたの？」

「圧縮空気で落下速度を軽減した。杖つえを飛ばしているのと同じ原理。短い時間なら滞たい空くうできる」

「へ、へえ……」

　少しなら空を飛べる、ということらしい。相変わらず常識離れした魔ま術じゆつ師しだった。

「それより、玖式。ひどい顔色。大丈夫？」

「まあ、なんとかね……」

　半分は強がりだった。まだ身体中がずきずきと痛んでいた。あのヒトガタとは二度と戦いたくない。

　だがその力を知っているからこそ、いまは心強い味方だった。

　新堂を先頭に、玖式たちは倉庫のひとつに近づいた。正面ではなく裏手へと回る。

「ここに、主城たちが？」

「ミランの持ち物にはＧＰＳ発信機が取り付けてある。反応はこの中だ」

　新堂たちは裏口の扉とびらに細工をしていた。それが終わると、仲間たちに手でサインを送る。最後に玖式たちに視線を向けた。

「突とつ入にゆうする。悪いが、きみたちの身を守るのは二の次だ。いいか」

「わかってます」

　口ではそう言ったが、玖式の手は汗あせばんでいた。杖をしっかりと握にぎる。

　新堂が仲間に合図を出し、甲かん高だかい破は裂れつ音が響ひびいた。

　扉の鍵かぎ穴あなが吹き飛び、新堂たちが銃じゆうを構えて突入する。玖式たちは最さい後こう尾びに続いた。

　新堂が全方位にくまなく銃口を向ける。背中を預け、玖式も杖を向けた。

　がらんどうの空間。

　だれもいない。無人だ。

　倉庫の奥に、シートがかぶせられた不ふ審しんな塊かたまりがあった。新堂たちが銃を、玖式と璃理佳とレディが杖を、天宗寺が御ご符ふを構えながら慎しん重ちように進む。

　新堂が仲間たちに目配せする。

　そして勢いよくシートをめくりあげた。

　そこにあったのは、女の子のものと思われるサイズのブーツ。

　全員が弾はじかれたように反応した。

「璃理佳さん！」

　レディの悲鳴に顔を上げる。

　木材の一つが宙に浮ういていた。

　それが璃理佳の頭上へと飛んでくる。

　玖式はとっさにその身体を抱いて飛んだ。立っていた場所に巨きよ大だいな角材が落ち、鈍にぶい音を響かせる。

　念力系の超ちよう能のう力りよく──

　相手にはイーサ能力者がいる。

　立ち上がった玖式の動きを、新堂が制した。そこで気づく。

　地味な服装の男たち。二人、三人──五人。

　すでに玖式たちは囲まれていた。

　男たちは拳銃を持っている者もいれば、杖や御符を構えている者もいる。なにも持たずにこちらをにらんでいるのは、おそらく超能力者だ。

「動くなよ」

　静かに新堂が言った。

　璃理佳の呟つぶやきが聞こえた。知識のない人間が聞いてもその意味を解することはない。だがそれは自身が持つ媒質イーサを通してエネルギーと物質を生成するための理ことわり──呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　男たちの眼前に、突とつ然ぜん杖が出現する。

「な──」

　同時に攻こう撃げき魔術が放たれる。ひとりは炎ほのおを浴びて混乱し、もうひとりは飛び散った氷に目をつぶされる。さらにすさまじい威い力りよくの衝しよう撃げき魔術に吹き飛ばされ、一階に落下する。

　璃理佳の周囲で杖が浮遊していた。

　天宗寺のヒトガタが男に接近。

　繰くり出したナイフはヒトガタの素す手でに受け流される。返しの回し蹴げりが男の側頭部をとらえた。大きな身体が軽々と吹き飛び、放置された資材の山へとつっこむ。

　男のひとりが角材を次々と浮遊させ、それを飛ばした。新堂が前転してかわす。起き上がると同時に照準。発はつ砲ぽう。男の肩かたに命中。男がのけぞって倒たおれる。

　玖式はひるんだ男に杖を突きつけた。どうやら男も魔術師らしく杖を持っている。男は降参するようにそれを高く掲かかげ、手放した。

　落ちる杖に玖式の意識が向いた一瞬、男が腰こしの後ろからナイフを抜ぬいて襲おそいかかる。鈍い輝かがやきのナイフが玖式の制服のネクタイを切り裂さく。恐きよう怖ふが身体を鈍らせる。

　光が男の横っ面つらを殴なぐり飛ばした。

　埃ほこりまみれの地面を転がり、男はそのまま動かなくなった。

　こちらにレディが杖を構えていた。自分の魔術に驚いたように目を丸くしている。

　わずか数秒の出来事だった。

　玖式たち以外、その場に立っている者はいない。

「無茶をするなと言った」

「すみません」

　まったくそう思っていないことがまるわかりの無感情さで、璃理佳が答える。さすがに新堂も呆あきれた様子だった。

　新堂たちは男たちを拘こう束そくしていった。この男たちは、おそらくナギサの協力者だろう。

　だが肝かん心じんの主城たちの姿がない。いったいどこに──

　そのとき、玖式の視界の端はしがなにかを捉とらえた。

　二階部分に設けられた廊ろう下かに人ひと影かげがよぎる。

　玖式が衝撃魔術の呪文を詠唱。

　杖先から放たれた光が着ちやく弾だん。手すりがひしゃげた。外した。わずかに遅おそかった。人影が二階から外へと出る。

　かすかに捉えたその後ろ姿には、はっきりと見覚えがあった。

「ナギサ！」

　天宗寺が叫ぶ。

　あれは、ナギサと、そして──

　あとを追って玖式たちも倉庫を飛び出す。二階から階段を駆かけ降りる人影が見えた。その背中は三つ。逃にげる人影を追って走る。

　だがすぐに三人が止まる。

　その前方に、新堂たちが回り込んでいた。

「主城!!」

　玖式の叫びに、主城が振ふり返る。

　そこにいたのは、ナギサと、主城と、ミランの三人だった。

　ようやく、ようやくだ。その顔をふたたび見ることができた。

「動くな！」

　ナギサが御符を、ミランの首筋に当てていた。

　それは硬こう質しつ化し、刃は物ものと同様の鋭するどさを有していた。

「よせ」

「近づくな。こいつを、殺すよ」

　追い詰つめられた表情のナギサに、主城も手を出せない。

　天宗寺がナギサに向けて叫んだ。

「もうやめるんだ、ナギサ！」

　ナギサが姉の姿に気づく。それを認め、ゆっくりと微ほほ笑えんだ。

「あと一歩だよ、姉さん。あと一歩でぼくたちは呪じゆ縛ばくから解放される」

「なんだって……」

　そのとき、新堂の仲間のひとりが、倉庫のなかからアタッシュケースを持ってきていた。その中に収まるノートＰＣの画面に、なにかの地図が表示されている。

　地図上にある五つの赤いマーク。

　五ご芒ぼう星せいを形作る点。そのうちの四つに、×印がついていた。

「それがなにを意味するか、わかるかい？」

　天宗寺の表情が凍こおりつく。

　玖式でさえそれはわかった。

　あれが祠ほこらを示す場所だ。×印がついた箇か所しよは、すでにMk─Ⅳによって破は壊かいされたことを意味している。

　あと一つ。

「主城……」

　主城が言葉を失ったまま、玖式を見て首を横に振った。この状じよう況きようで主城がＦＡＬに攻こう撃げき中止を命じたら、ナギサはどうするか。ミランはどうなるか。

　すでに主城からの命令は下されている。

　時間の問題だった。

　ＰＣの画面に変化が生じた。

　赤いマークに、△の印が近づいていく。

「これで終わりだよ」

　ナギサが哄こう笑しようする。

　玖式が。璃理佳が。レディが。天宗寺が。主城が。新堂が。

　だれも動けない。

　△印が赤いマークに接近。




　そのとき、沢たく山さんのことが同時に起きた。




　ナギサの御符が弾はじけ飛ぶ。

　そこから二〇〇メートル離はなれた倉庫の屋上。

　そこにふたりの人影がいる。ひとりはユタカ。その隣となりでもうひとりがうつぶせになり、長大なライフルを構えている。

　狙そ撃げき──

　天宗寺がナギサに飛びかかる。

　駆け寄った玖式がミランを抱だきとめたその瞬しゆん間かん、すべてを見ていた主城がインカムに向けて叫さけんだ。

「ＦＡＬ攻撃中止！　攻撃中止だ!!」

　同時に、△印が赤い点と重なった。

　一瞬が永遠になった。

　だれもが息を呑のみ、ＰＣの画面に注目する。

　△印は、赤いマークの上を通り過ぎていく。

　いつまで経たっても、そこに×印は表示されない。その意味が、ようやく玖式たちの脳に浸しん透とうしていく。

「間に合った、のか……」

　間かん一いつ髪ぱつ。

　主城の命令が届いたのだ。

　解放されたミランに主城が駆け寄る。その華きや奢しやな身体からだを抱きしめた。

「ごめんなさい……許してください」

　ミランは主城の胸に顔をうずめ、ひたすらに許しを請こうていた。

「ばか。なに謝ってんだ」

「でも、私のせいで……」

「無事でよかった。本当に、よかった」

「アキラ──ぃ様」

　嗚お咽えつに変わるそれを、主城はしばらく胸の中で受け止めていた。




　倉庫のなかにいた男たちを、新堂らが拘束して連れ出している。

　ミランが落ち着いたあと、主城が玖式たちのもとへ戻もどってきた。その顔には生々しく殴られた跡あともあり、憔しよう悴すいしきった様子だった。

「助かった、玖式……」

「よかったよ。みんな無事で、ほんとに」

　玖式が言うと、主城はうつむいた。その拳こぶしが震ふるえている。

「オレは、なにもできなかった」

「主城……？」

「ミランが目の前にいても、助けてやることもできない。おまえみたいにみんなを守る力なんて、オレにはないんだ」

　自じ虐ぎやく的な主城らしからぬ言葉に驚おどろく。

　主城と目が合う。そこに浮うかぶのは、恐おそれと恨うらみと、悔くやしさ。

「ここでミランを助けたのは新堂たちだ。あのとき、あの吸きゆう血けつ鬼きからレディや霧生を助けたのは玖式だ。いつだって、オレじゃない」

　はじめて。

　主城がそんな思いを抱かかえていることを、はじめて知った。

　学園での事件のとき。期末の特別試験のとき。

　主城は玖式たちを、その自信に満ちた表情で助けてくれた。自分などよりずっと度胸があり、ずっと賢かしこく、強い少年。そう思っていた。

　だがそんなものは、玖式の勝手な思い込みだ。いま言ったこと。抱える感情。主城はずっとそれを見せまいとしていたのだ。そのことに自分が気づかなかっただけだ。

　それでも。

　いまここで、玖式には言わなければいけないことがあった。

「主城。璃理佳から言われたこと、僕から伝えるよ」

　唐とう突とつな玖式の言葉に、主城が眉まゆ根ねを寄せる。

　玖式は、言った。

「僕らの班のリーダーになって」

　その言葉に、主城は目を見張った。

「主城、どうして璃理佳がきみを誘さそったのか、僕も知らなかった。ＦＡＬや主城の家のことを知ってからは、それが理由だと思っていたけど、そうじゃないんだよ。璃理佳は、最初から、主城にこの班を導いてほしかったんだ」

「なに、言ってんだ……？　オレは、おまえらとは……」

「あのとき言ったよね。一いつ般ぱん学科の生徒たちは、僕らを使うものとして見ているって」

　夕暮れどきの屋上で、はじめて主城が、その内面を少しだけ見せたとき。

「僕らを使ってくれ、主城」

　自分にはできないことがある。

　自分よりそれをすることが上う手まい人間がいる。

　それは恥はじることではない。

　そういう人間と出会えて、もし、友達や仲間になることができたなら。

　それはきっと、とても幸運なことだ。

「将来のことはわからない。もしかしたら僕たちは使われる駒こまになるのかもしれない。でもいつか、もし主城が僕たちの上に立ってくれるなら、僕は嬉うれしいよ」

「おまえ……」

　主城は困こん惑わくしていた。

「すごいことだと、わたしは思います」

　戸と惑まどっている主城に、レディが微笑みかける。

「ああいう機械のことは、わたしにはよくわかりません。でも、主城さんがすごいのは、そういうものを使えることではないと思います。いま玖式さんが、璃理佳さんが言ったこと、そう言わせてしまうことなんです」

　その通りだった。

　自分にはできないことがあり、主城になら、できることがある。

「それが、主城さんの力なんじゃないんですか」

　主城は顔を伏ふせた。

「……悪い。みんな」

　それだけをかろうじて主城は口にした。

　だが玖式たちには、それだけで十分だった。

　少しして、ユタカがその場に現れた。ミランを抱きしめたあと、主城と厳しい表情で向き合う。感動の対面、という雰ふん囲い気きではなかった。

「もう十二分に理解したはずだ。力を持てば利用される」

「主城様、アキラ様……」

　ミランが不安そうにふたりを見つめるなか、主城は言った。

「親おや父じ、聞いてくれ」

「なんだ」

「オレは、あの学園に残りたい」

　主城の言葉に、玖式たちは息を呑んだ。

「なぜこだわる？　死にかけるような目にあってまで、なぜだ。あの場所にいたところで、おまえが力を得られるわけではない」

「そうじゃない」

「なに……？」

　主城は不敵に笑った。

　いつものように。自信と力強さに溢あふれた笑えみだ。

「力を手に入れるためじゃない。力の使い方を知っていくために、オレはこいつらと一いつ緒しよにいたいんだ」

　これまでとは異なる類たぐいの緊きん張ちようが、その場に満ちていた。玖式たちが、ミランが固かた唾ずを呑んで見守る。

　ユタカは厳しい表情を変えることはなかった。

「馬ば鹿か息むす子こが」

　そう言って、ユタカは大きくため息をついた。

「母さんを説得する私の苦労を、少しは理解しておけ」

　その言葉の意味を、やがて全員が理解する。

　胸をなでおろす玖式の前で、主城がこぶしを持ち上げた。

　言葉にならない思いをこめて、玖式は自分のそれを主城と合わせた。
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　御ご符ふをすべて取り上げられ、ナギサは倉庫の壁かべに背を預け、力なくうなだれている。

　弟の前に立ち、天宗寺は言った。

「馬鹿なことをしたな。取り返しはつかないぞ」

　ナギサは無言のまま。

「なぜだ？　どうしてこんなことをした？　家の名を汚けがすようなことを」

「姉さんは、本ほん望もう？」

「……どういう、意味だ」

「なにが陰おん陽みよう師じだ。なにが霊れい能のう者しやだ。くだらない。ただの利用される駒じゃないか。そんなものになることが姉さんの夢なの？」

　ナギサの静かな剣けん幕まくに押されながらも、天宗寺ははっきりと言った。

「おまえとは、考え方がちがう。わたしはそれでも、自分の道を見つけたいと思ってる」

「……残念だよ、姉さん」

「わたしもだ」

「ちがうよ。そうじゃない」

「……なにを言っている？」

　ナギサは肩かたを揺ゆらしていた。天宗寺が眉まゆをひそめる。玖式も意味がわからなかった。

　ナギサの視線が、新堂たちの前に置かれたＰＣに向けられた。

　その画面に、ふたたび△マークが出現する。

「え？」

　笑いの衝しよう動どうをこらえるようにして、ナギサはその続きを口にした。

「本当に、惜おしかったね」




　最後のマークに、×印が表示される。




　簡素な信号音が、静せい寂じやくのなかに響ひびく。

「なん、で──」

　玖式は主城を見た。いち早く我に返った主城がインカムに叫さけぶ。

「おい、ＦＡＬ！　なんで攻こう撃げきした!?」

『否定ネガテイブ。ボクじゃない』

　主城が言葉を失なくし、ＦＡＬの言葉をそのまま繰くり返す。

「あれはMk─Ⅳの攻撃じゃない」

「じゃあ、いったい……」

　天宗寺が自らの身体を抱だくように、震えていた。

「天宗寺？」

　その顔は青ざめ、これまで見たことのないような恐きよう怖ふに染まっている。

「妖よう狐こが……」

　ヨウコ？

　天宗寺は呟つぶやいた。玖式は意味がわからず、ただ困惑するしかない。ナギサが今度こそ、すべてを達観したように穏おだやかな表情で目を閉じていた。

　予想をしない事態に、だれもが言葉もなく固まっていた。

　それが致ち命めい的な隙すきだった。

　新堂たちに拘こう束そくされていたうちのひとり。

　両目をテープでふさがれた超ちよう能のう力りよく者しや。ＰＣの画面に全員が注目している隙に、手を後ろで縛しばられたまま、壁に自らの顔をこすり付けた。

　肌はだが擦すりむけるのも構わず身体からだをよじり、片方の目が露ろ出しゆつする。

　外灯のランプが砕くだけ散る。

　けたたましい音に玖式たちが振ふり返る。

　破は片へんが宙に浮く。一番男の近くにいた天宗寺が振り向き、男と目が合った。いまだショックから立ち直れないでいる天宗寺に、ガラス片が飛来する。

「姉さん！」

　ナギサが天宗寺を突つき飛ばした。

　その背中に、鋭するどいガラス片が次々と突き刺ささった。

　ナギサの身体が力を失い、倒たおれる。

「ナギサ──？」

　逃にげ出した男の足を新堂が撃うった。男が苦く悶もんの声を上げて倒れる。もがく男を新堂たちが即そく座ざに押さえつけた。

　天宗寺がナギサの身体を抱だき起こす。その手が一いつ瞬しゆんで赤く染まった。

　玖式たちはふたりに駆かけ寄る。

　目の前の光景が受け入れられず、天宗寺は固まっている。

　ナギサがうめいた。

「こんな、はずじゃ、なかったのに……」

「どうして」

　血の泡あわが口の端はしからこぼれた。

　唇くちびるを震ふるわせ、天宗寺はナギサの身体を抱いている。

　ナギサが力なく言葉をつむぐ。

「妖よう怪かいが解き放たれれば……、結界を維い持じする巫み女こは、用済みだ。家の名前は失しつ墜ついし、詠も、それを守護する姉さんの、背負った役目もなくなる……」






[image: ]






　天宗寺は言葉を失っていた。

　苦痛とそれ以外のなにかのために、ナギサの目から涙なみだがこぼれる。

「みんな、自由になる」

「そんな、ことのために……？」

　愕がく然ぜんとする天宗寺に、ナギサはゆっくりと微ほほ笑えんだ。

「姉さんは、こんな家に縛られているべき人じゃない……」

　声がかすれる。

　血の気を失いはじめた唇が、なにかを紡つむいだ。

　う、た──

　玖式の目はそう読み取れた。

　ナギサのまぶたが、重くなる。天宗寺が首を振る。

「いやだ。起きて。ナギサ、なぎ……ナギサぁ！」

　鮮あざやかな赤い血がアスファルトに流れていく。

　ぐったりとしたナギサの身体を天宗寺が強ごう引いんに揺する。ナギサの目は閉じたまま。動かない。天宗寺が我を失って叫ぶ。

　それは玖式の中に刻まれた光景をよみがえらせる。

　暗い森。母さん。顔にかかった生温かい血の感かん触しよく。白き髪かみの吸きゆう血けつ鬼き。

　もう帰ってこない。二度と。永遠に。

　天宗寺の泣き声が、静寂のなかに響きわたっていた。
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　霧きりがかかった山の奥地で、盛せい大だいに土つち埃ぼこりが舞まい上がっていた。

　灰色の岩いわ肌はだが剥むき出しになった洞どう窟くつの入り口。岩がん盤ばんが崩ほう落らくし、洞窟はすでに見る影かげもない。木々が放射状になぎ倒され、大地は黒くこげている。

　その凄せい絶ぜつな光景を、在あり世せ羅らと取り巻く黒いスーツ姿の男たちが見下ろしている。

「最後の介かい入にゆうは計画外のことです。もし失敗に終わった場合、この責任はあなたへと課せられますよ。在世羅理事長」

「構いませんよ。この機会を逃のがす手はありませんから。それより、Mk─Ⅳ、でしたか？　本当にあれは落とせるのですか？」

「それは我々の対応事じ項こうです。──メドゥーサ、ステンノ、エウリュアレ」

　男のひとりがインカムに呼びかけた。

『あのような半はん端ぱもの、生かしてはおけない』

『っつうかウチらが最強っしょー？』

『その通りですわね。ぶち壊こわして差し上げましょう』

　三つの人工音声が応こたえる。

「どうやら、あちらもお目覚めのようですね」

　在世羅の視線の先。混然と折り重なった岩の隙すき間ま。人が一人ようやく通れるほどのわずかな隙間から、ゆらりと影が現れた。

　一見すれば、それは人間の姿をしていた。

　だが明らかに異質な特とく徴ちようがその感覚を狂くるわせる。

　銀色の髪。

　狐のような獣けものの耳。

　この世のものとは思えない幻げん想そう的な美しさを持った姿。

「どこへ行くつもりですか。妖怪」

　目まの当たりにした男たちがどよめくなか、在世羅だけが動どう揺ようしていなかった。

「せっかく目覚めさせてあげたのですから、挨あい拶さつくらいはしていったらどうですか？」

《おまえが私を起こした者か》

　脳に直接響くような声。

　だが在世羅はそれすら当たり前のように、

「ええ。これからよろしくお願いします。仲良くやっていきましょう」

《私を飼うつもりか？　人間ごときが》

　妖怪の言葉に、在世羅は失笑した。

「やめてください」

《なに？》

　在世羅は存分に肩を揺らしたあと、すっと静かになった。

　その顔から一いつ切さいの人間味が消える。

「こちらは人間ですよ。忘れましたか、人外」

《……ふん》

　黙だまり込む妖狐を前に、満足そうに頬ほおをゆがめた。

「それで、どうしたいのですか。あなたには忌いむべき相手がいたかと思いますが」

《忌いま々いましい神しん霊れい使いだ》

　妖怪の言葉に、在世羅はほくそ笑む。

《巫女を殺す》
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　玖式の平手が、天宗寺の頬を打った。

　その行こう為いに、全員があっけにとられている。

「しっかりしろ！　まだ助かる」

「玖式、くん……」

　恐怖に動かなくなりそうな身体を、玖式は必死に奮い立たせていた。

　自分の中の悪夢を振り払はらう。

　こんなこと、絶対に許容してやらない。

　もう二度と。

　玖式は天宗寺の手をどかし、ナギサの傷口を診みた。杖つえ先さきを傷口にかざす。治ち癒ゆ系統の文言。授業で習ったことだ。落ち着け。意識を集中しろ。きっとできる。

　玖式の杖に、璃理佳が手をのせた。

「玖式、私にやらせて」

　璃理佳の瞳ひとみは自信と力強さに満ちていた。

　そのとき、自分の手が震えていることに気づいた。呼吸を整える。冷静になれと自分に言い聞かせた。情けないが、璃理佳に託たくすほうが賢けん明めいだ。

　うなずいた璃理佳が、杖をかざし、スペルを唱えた。

　杖先に淡あわい燐りん光こうがともる。

　玖式は天宗寺に向けて言った。

「傷口を塞ふさいで止血する。僕たちにできるのは応急処置だけだ。すぐに病院に連れていかないと」

　玖式の言葉を聞いて、主城がすぐに新堂に叫さけんだ。

「ティルトローターを回してくれ。ここから一番近い総合病院に運ぶ。それと親おや父じに、ミランのことを頼たのむと伝えてくれ」

　てきぱきと連れん絡らくをとり、こちらに叫ぶ。

「玖式！　マントを貸してくれ。担たん架かの代わりにする」

　玖式たちを運んできた機体が、けたたましいローターブレードの音を響ひびかせ着陸する。

　玖式は主城に従い、マントで作った簡易担架にナギサを乗せて、全員で慎しん重ちように機内へと運び入れた。

「ナギサ……」

　シートにナギサの身体を固定する。天宗寺はずっとナギサの手を握にぎっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。きっと助かる」

　うなずいた天宗寺の顔には、生気が戻もどっていた。胸が痛んだが、その気き丈じようさに安あん堵どもしていた。

　だがその横顔が、ふいに強こわ張ばる。

　ナギサの手を名残なごり惜おしそうに離はなし、天宗寺はゆっくりとヘリを降りた。

「ついて、いかないの？」

　天宗寺がパイロットにナギサを頼みますと口にして、ドアが閉められる。ゆっくりと上じよう昇しようしていくヘリを見届け、天宗寺は言った。

「詠が危ない」

「どういうこと？」

　詠たちはいま、天宗寺たちの帰き還かんを待っていることだろう。

「祠ほこらの結界が封ふうじていたものは、妖怪なんだ」

　玖式たちはその非日常的な単語をすぐには飲み込めないでいる。

「妖怪……？」

「人に化けることのできる白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつね。齢よわい千年を超こえる本物の怪かい物ぶつ。それが祠に封じられていた妖怪──妖狐なんだ」

　それが解き放たれたと、天宗寺は言っている。

　ただの信しん仰こうや空想で、ナギサや神官たちがここまでのことをするはずもない。

　事実なのだ。

　まだ事態を受け止めきれずにいる玖式たちに、天宗寺は言う。

「もし目覚めた妖怪が記き憶おくを残しているとすれば、自分を封じた巫女の一族を消そうとするかもしれない」

「でも、そんなこと、大昔のことじゃ……」

「関係ないさ。妖怪にとっては、今も千年前も変わらない。それだけじゃない。あれをまた封じることができるのも、詠だけなんだ」

　玖式は詠の不思議な力を思い出す。

　魔ま術じゆつでも霊れい能のう力りよくでも超ちよう能のう力りよくでもないもの。特別な力。

　封じられていた妖怪が、詠のもとへ向かっている？

　同時に玖式は、最悪の状じよう況きようを思い出す。

「霧生さん」

　いま、詠のそばには霧生がいる。
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　屋や敷しきには静せい謐ひつな空気が満ちていた。

　詠よみの話し相手として神官たちからも公こう認にんされたらしい霧生きりゆうは、詠の部屋で一いつ緒しよに玖く式しきたちの帰りを待っていた。障子の向こうには護衛として立つ柳りゆう禅ぜんの影がある。

　天てん宗そう寺じたちが出たあとも、霧生がいたことで詠はずっと落ち着いていたのだが、つい一時間ほど前から、詠の様子が一変した。

「こわい。こわいよ、フミカ……」

「大丈夫よ。なにも起こらないわ」

　詠はすぐにでもパニックを起こしそうなほど震ふるえている。

　理由を聞いてもただ首を振ふるだけ。だが明らかになにかに怯おびえている。

　落ち着かせる方法はないだろうか。ふと閃ひらめいた霧生は、御ご符ふをかざして念じた。

　周囲にうっすらと細い人間らしき霊体が浮うかび上がってくる。

「ほら！　わたくしの無二の親友のユウコとカナエよ。わたくしには他にも百人の友達がいるわ。だから安心よ！」

　霧生は誇ほこらしげに霊体を紹しよう介かいする。

　詠はまじまじとそれを見つめたあと、

「おねえちゃん、霊が友達って、さみしくないの？」

　無む垢くな一言がどこまでも胸に突つき刺ささった。

「そそそんなこと、な、ないわよ！　ほんとにないんだからね!?」

「だいじょうぶ。あたし友達だよ」

「よ、詠ちゃん……」

　泣きそうになる霧生を、詠が慰なぐさめていた。どちらが年上かもわからなかった。

　しっかりしなくては。そう自分に戒いましめていたとき、ふと霧生は部屋に置かれたものに目を留めた。

　掛かけ軸じくの下に、細長い白黒模様の弓と、狐きつね色いろの羽根を持つ矢が祀まつられている。

「あれは、破は魔ま矢やかしら？」

「うん、ほんものだよ」

「本物？」

　詠の言葉の意味がわからず首をかしげていたとき、身体からだに寒気が走った。

　とっさに辺りを見み渡わたす。

　静かすぎる。

　急に人の気配が消えていた。

　天てん井じようの照明が明めい滅めつする。

　気がつくと、外に立っていたはずの柳禅の姿が見えない。急に世界にひとり取り残されてしまったような孤こ独どく感に包まれる。

「フミカ……？」

　霧生はそっと立ち上がった。ふたたび御符に手を伸のばす。詠が不安そうに見上げる。

　脈が速まり呼こ吸きゆうが荒あらくなる。首筋にじわりと汗あせが浮かんだ。霊れい能のう者しやゆえの、強い霊感を持つ人間ゆえの直感。

　なにかが近づいてくる。

　災さい厄やくのような、なにかが。
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　霊れい峰ほう『朧おぼろ山ざん』の中腹に、切り開かれた平地がある。

　ＦＡＬのコントロールするヘリに乗った玖式たちは、地上を見下ろした。

　上空から見た限り、天宗寺の屋敷には、とり立てて変化が起きている様子はなかった。だが最後の祠が破は壊かいされてから、もう一時間近く経過している。

　一いつ切さいの油断はできない。

『はーい降りるよ～』

　ＦＡＬの人工音声がスピーカーから響き、ヘリがゆっくりと降下していく。

　暴風を巻き起こし、大きな庭に着地。

　扉とびらがスライドして開く。すぐさま玖式たちは飛び出した。

　屋敷の正面玄げん関かんに飛び込む。

　不気味さに、玖式たちは立ち止まった。

「なんで、だれもいない？」

　大勢いたはずの屋敷の住人たちがいない。

　柳禅たち神官の姿も、だれひとり見えなかった。

「彼女はどこに？」

「こっちだ！」

　先導する天宗寺に続き、ふたたび迷めい路ろのような屋敷のなかを走る。

　異様な静せい寂じやくが支配する屋敷の奥深くに、明かりの灯ともった部屋が見えた。あそこだ。障子を天宗寺が開け放った。

「詠！」

　その光景を目の前にして、玖式たちは凍こおりついた。

　切り裂さかれた畳たたみ。亀き裂れつの入った壁かべ。天井が落ち木材の破は片へんが散乱している。ぶらさがった電灯はかろうじて生き、その惨さん状じようをまざまざと照らしていた。

「そんな……」

　レディがへたりこむ。

「ここじゃない」

　玖式は言った。

「どこかに逃にげたんた。きっと霧生さんも一緒だ」

　玖式の言葉が全員をショックから引き戻した。天宗寺がうなずく。

　玖式は杖つえを強く握り締しめた。

　霧生さん、どこにいる。

「ＦＡＬ、どうした？」

　そのとき、主しゆ城じようがインカムに手をそえてつぶやいた。

『未確認機が接近』

　ＦＡＬの言葉に、主城は目を見張る。

「空自か？」

『否定。所ア属ン不ノ明ウ機ン。どうも見つかっちゃったみたい。向こうもステルスレーダーを持ってる』

　アンノウン？

　この状況、このタイミングで。

「嫌いやな予感がする」

『ボクも同じく』

　ＡＩのくせによく言うとは思ったが、馬ば鹿かにはできなかった。

　根こん拠きよがないのとはちがう。ＦＡＬのそれは「収集できる限りのあらゆる観測値から、脅きよう威い度を算出した上で確定にまで至ることのできない」という意味での予感だ。

　信しん頼らいに足る言葉だ。

「主城、ＦＡＬになにかあったの？」

「Mk─Ⅳになにかの航空戦力が近づいている」

「それって……いったいどこの？」

「わからない」

　玖式たちは海の底のように暗く果ての見えない空を見上げる。

　手の届かぬあの場所で、なにかが起きようとしている。
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　霧生と詠は屋敷の裏口から外に出て身をひそめていた。

　逃げなければいけない。

　人ならざるものが近づいてくる。霊能者である霧生だからこそ、その気配が鮮せん明めいに感じ取れた。その確信は恐きよう怖ふとなり、全身を縛しばり付ける。

　それでも動けたのは、あのとき、あの本物の人外との死し闘とうを経験していたからだ。

　なにより。

「フミカ……」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　握にぎった小さな手の震えが伝わる。

　霧生は自分のそれを伝えないように、しっかりと握り返した。

　いま、この子を守れるのは自分しかいない。

　見えない追っ手の気配を避さけ、屋敷の外をまわり、広い庭に出る。

　砂じや利りの敷しき詰つめられた道を進んでいたとき、ふと背後に気配を感じた。

　振り返り、とっさに御符を構える。

「詠！」

　そこにいたのは、天宗寺だった。

　安あん堵どのあまり、霧生の全身から力が抜ぬけ落ちる。

「天宗寺さま……。よかった」

　戻もどって来てくれたのだ。こんなに心強いことはない。

　天宗寺が手招きをする。

「ありがとう。さあ、詠をこっちへ」

　霧生は微ほほ笑えんで詠の背中に触ふれた。だが妙みようだった。あれほど天宗寺と離はなれたがらなかった詠が、いっこうに近づこうとしない。

「どうしたの？　ほら、天宗寺さまが」

「……いや」

「詠ちゃん？　天宗寺さま、これは──」

　天宗寺が霧生の目の前にいた。近づく気配すらなかった。

　背中があわ立つ。この感覚。人間のかたちをした人間ではないもの。

　天宗寺が霧生の首をつかんだ。

「かはっ……！」

　能面のように無表情な天宗寺が、片手で霧生の首を持ち上げる。

　すさまじい力。足が浮き上がる。

　どうして。天宗寺さまが、なぜ。

　腕うでをつかむ。びくともしない。視界がかすんでいき、意識が遠のく。

　光が天宗寺の頭を横から打ち抜いた。

　吹ふき飛んだ天宗寺が灯とう籠ろうをなぎ倒たおして転がる。

「霧生さん！」

　解放された霧生は激しく咳せき込んだ。

　かろうじて顔を上げると、そこにいたのは、杖を構えたレディだった。

　レディだけではない。玖式や璃り理り佳か、主城。そして、天宗寺がもうひとり。

　まっさきに駆かけ寄った主城が霧生を抱だき起こした。

「どう、して……」

「あれは天宗寺さんではありません」

　レディがはっきりと断定した。玖式たちでさえ、なにが起きたのかまだ理解できていないでいた。何者かが霧生の首を絞しめていた。だがあれはどう見ても──

「みんな」

　玖式のつぶやきに、全員が立ち止まる。

　無音。

　イーサ能力者はみな、多少なりとも霊感と呼ばれていたものを持っている。

　だからこそわかった。

　ゆらりと立ち上がったのは、間ま違ちがいなく天宗寺そのものの姿かたちをしていた。

　だがずっと行動をともにしてきた天宗寺カナメは、自分たちの横にいる。

　目の前にいるはずのそれは、なぜか存在感がしない。

　そして決定的な変化が訪おとずれた。

　姿が崩くずれた。肉体がぐにゃりと歪ゆがみ、変へん貌ぼうしていく。全身が総毛立つ。こんなものが人間であるはずが、正常な生物であるはずがない。

　おぞましい変化を終えたとき、そこにすらりとした別の人ひと影かげが現れた。

　美しい銀ぎん髪ぱつ。

　頭には獣けものの耳が突つき出している。

　幻げん想そう的な姿。

　こんな状じよう況きようでなければ、息を呑のんでその姿に見入っていたことだろう。それほどに美しく、恐おそろしい。

　肌はだを刺さす威い圧あつ感。身体からだが勝手に震ふるえ出す。本能がこの場を今すぐ逃げ出せと警告する。

　同じだ。

　レディを連れ戻しに現れた吸きゆう血けつ鬼きと対たい峙じしたあのときと。

　この世に存在してはいけないもの。人ならざる生命体。

「妖よう狐こ……」

　天宗寺が絶望的にうめいた。

　伝説の妖よう怪かい。

　吸血鬼と同じく、忘れ去られたはずの脅威。人外の存在。

　本当にこんなものが。

　妖狐が天宗寺を見た。青白い唇くちびるが弧こ月げつを描えがく。

《方士の生き残りか》

　妖狐は興味深そうに、対峙する玖式たちを睥へい睨げいしている。その視線が、レディで止まる。

《よくも気づいたものだ。貴様、鬼おにの眷けん属ぞくか？》

　視線がレディをとらえる。

「ええ、あなたがたと近い存在です。でも、ちがいます」

《なにがちがう？》

　レディは一歩前に出た。

　その力強さが、恐怖を克こく服ふくする勇気が、玖式たちへ伝わる。

「わたしは、ひとりぼっちではありません」

《よくわからぬな》

　妖狐はその狐の耳をぱたぱたと動かし、不思議そうに首を振ふった。その人間くさい仕草に気がそがれる。だが油断などできない。

「柳禅を、屋や敷しきの人間を、どうした」

　愕がく然ぜんと問う天宗寺に、妖狐は首をかしげたまま、ゆっくりとその指先を、

　自身の腹へと向けた。

「馬鹿な……」

　妖狐が嗤わらっている。

　全身に抑おさえきれない怒ど気きをまとわせ、天宗寺が御ご符ふを構えた。

　式神〝ヒトガタ〟が顕けん現げんする。

　霧生も式神〝麒き麟りん〟と〝八や咫た烏がらす〟を召しよう喚かん。

　璃理佳が杖つえを抜いた。ひるがえしたマントから複数の杖が飛び出し、璃理佳の周囲に整然と円を描いて浮ふ遊ゆうする。

　玖式とレディが杖を構える。

「主城くん。詠を頼たのむ」

「……わかった」

　主城が詠を連れて下がる。

　数の上では四対一。だがそんなものはなんの気休めにもならなかった。

《神しん霊れいの成れの果てを操あやつる傲ごう慢まんな人間たち。主ぬしらの末路は同じだ。だれひとり残さず》

　妖狐は玖式たちを静かに見み据すえ、口の端はしを吊つり上げた。

《ここで殺す》

　地上と天空。

　妖怪と敵航空機。

　絶望的な戦いが始まろうとしていた。




　　　　２




　一五〇キロ先の敵航空戦力をＦＡＬはとっくの昔に探知していた。

　Mk─Ⅳから照射されたレーダー波を探知した敵戦せん闘とう機が転針する。

『なんなの、きみたち？』

　試ためしにオープン回線で無線を飛ばす。すると、予想通りに返信が来た。

『私たちに空の敵など存在しない』

『っつうか終わり？　おまえの飛行記録ここで終わりっしょ？』

『醜みにくくあがかずに、美しく散ることですね』

　ＦＡＬは敵機をそれぞれ01、02、03と識別。迎げい撃げき機動に入ろうとしていた直前、広域レーダーが超ちよう高こう速そくの物体を探知した。

　速い。

　推定速度２７１２ノット。マッハ４。

　超高速ミサイルが接近する──




　一番手にヒトガタが飛び出す。

　圧あつ倒とう的な速度。ヒトガタが一息で妖狐の懐ふところへと踏ふみ込む。

　二ふた振ふりの御ご符ふ刀とうが閃ひらめく。左の横よこ薙なぎ。

　妖狐が上体を反らし、太た刀ち筋すじが空を切る。停てい滞たいはない。続く右の振り下ろし。

　立ち位置をずらし、逆に妖狐がヒトガタに肉にく薄はく。繰くり出された逆手の袈け裟さ斬ぎりを踊おどるようによける。

　その間に霧生の式神──麒麟が回り込んでいた。

　妖狐の背後から突とつ進しん。剣つるぎのごとき一角が妖狐の腕をかすめた。天宗寺はその一いつ瞬しゆんを逃のがさない。ヒトガタが繰り出した刺し突とつが妖狐の首と胸を貫つらぬく。

　その姿が、ぐにゃりと歪んだ。

　蜃しん気き楼ろうのように空間がゆがみ、妖狐の姿がかき消える。

　幻げん影えい──

「天宗寺!!」

　玖式は叫さけんだ。気配が地をはう。天宗寺が振り返り、蜘く蛛ものような動きで大地をすさまじい速度で迫せまる妖狐に向け、御符をばら撒まく。

　結界が発動。妖狐を捕とらえる。

「いまだ、璃理佳さん！」

　完かん璧ぺきなタイミングで璃理佳は詠えい唱しようを終えていた。玖式とレディも合わせる。

　結界の周囲へ十本の杖が飛来する。

　妖狐が御符に食らいつき、噛かみ千切った。

　結界が消しよう滅めつした瞬しゆん間かん、妖狐を取り囲んだ杖の先せん端たんが一いつ斉せいに光を放った。璃理佳の遠えん隔かく操作杖、玖式とレディ、魔ま術じゆつ師し十二人分の衝しよう撃げき魔術が妖狐に着ちやく弾だん──

　その直前、妖狐が跳はねた。

　身体が華か麗れいに空を舞まう。

　大木の枝へと着地。まるで体重などないかのように、細い枝の上に立っている。

　月の光を背負い、妖狐が微ほほ笑えむ。

《良い夜だ》

　月がかげった。

　後方上空に回っていた八咫烏が急きゆう襲しゆうする。

　ツルハシのごとき巨きよ大だいなかぎ爪づめが妖狐の身体を切り裂さいた。

　その姿が揺ゆらぎ、闇やみへと消える。また幻まぼろし。

　玖式の背後に妖狐が立っていた。

「ショウ！」

　璃理佳の叫びに、玖式はとっさに後退する。

　璃理佳が飛行する杖に呪じゆ文もんを付ふ与よした。淡あわい紫むらさきのきらめきを帯びて先端が結けつ晶しよう化。鋭するどい刃やいばと化した杖が予測不可能な軌道で妖狐を全方位から襲おそう。

　複数の杖がことごとく弾はじき飛ばされ、地面へと墜つい落らく。

　唯ゆい一いつ首もとへ到とう達たつした一本を、妖狐が指先でつかんでいた。

《異い邦ほうの呪まじない師か。愉ゆ快かいな時代になったものだ》

　詠唱を終えた玖式が衝撃魔術を放つ。光弾が残ざん影えいを散らせる。その数メートル隣となりに、妖狐の本体があった。

　悪夢のような感覚。あの幻のせいで、まともに魔術を浴びせることすらできない。妖狐はまだ一いつ切さい手を出していない。ただ悠ゆう々ゆうと玖式たちの攻こう撃げきをかわし、もてあそんでいる。

「ショウ……」

　玖式は璃理佳をかばいながら、汗あせばんだ手で杖を握にぎり直す。

　できるだろうか。

　あれをもう一度。

　玖式は杖と御符を同時に構えた。意識を集中させる。あのときのことを思い出す。

　レディを連れ去ろうとする吸血鬼。紅ぐ蓮れんの炎ほのおを浴びてもなおひるむことのない怪かい物ぶつ。

　それが目前に迫った直後、玖式が呼び起こしたものを、もう一度。

「なんで……」

　だが、なにも起こらなかった。

　やはり駄だ目めだ。こんなこと、奇き跡せきにすがるようなものだ。それまで置き去りにしていた絶望が追いついてくる。敵かなうはずがない。

《これで終わりか。ならば、思い残すこともないだろう》

　だれもが妖狐の姿を見失った。

　妖狐の美しい顔が玖式の目の前にあった。

　伸のびた白い手が、静かに玖式の胸に触ふれた。

　直後、世界が一変した。

（え？）




　最初に感じたのは、まぶしさだった。

　明るい。とにかくまぶしい。手で日差しをさえぎる。

　ここはどこだろう。

　カーテンのレースが真っ白に輝かがやいている。

　ただの朝日だ。今日は晴天らしい。

　テーブルには朝食が並んでいた。湯気が光を受けてくっきりと浮うかんでいる。テレビでは朝のニュースが流れている。どこかの家のペットの紹しよう介かい。お決まりのコーナー。画面右上に表示される時刻はなぜか文字が歪ゆがんでいる。

　ここを知っている。どうしてすぐわからなかったのか。

　ここは、自分の実家だ。

　母親が台所に立っている。父親の姿はない。大人のくせに朝が遅おそい父親は、たいていショウとリヤに遅れて二階から下りてくる。

　母親のスミカがなにかを言った。聞き取れない。

　頭に軽い感かん触しよく。振ふり返ると、髪かみをくくったリヤがいた。朝の弱い姉は不ふ機き嫌げんそうな顔で意味もなくショウの頭をはたく。

　食しよく卓たくにつく。いつの間にか父親のシュウジも席についていた。家族四人。いつもの光景。見慣れたもの。ずっと続くもの。

　なぜか食欲がまったくわかない。どうしたのだろう。早く食べないと。それにしてもどうしてこんなに静かなのか。いつもこうだったろうか。

　顔を上げる。
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　席にはだれもいなかった。

　暗い。さっきまで明るかった外は暗くよどんでいる。

　玖式は暗い森の中を走っている。足が痛む。くじいたのだ。立ち止まる。リヤがそばで泣いていた。どうして泣いているのだろう。スミカがそばで倒たおれていた。胸から血を流しながら。それを見て、玖式は悲しくなった。そうだ。お母さんは死んだのだ。だからいなくても仕方ない。これは現実なのだから。

　リヤがうつ伏ぶせに倒れている。瞳ひとみは虚こ空くうを見つめ動かない。

　木に寄りかかったシュウジがうなだれている。口から血を流し動かない。

　これも現実。

　みんないなくなった。

　いやだ。

　玖式は泣いて叫んだ。神様、お願いします。お願いだからもう奪うばわないで。ひとりは嫌いやだ。ひとりは、独りでは、生きていけない。生きていたくない。

（───さん！）

　だれかの声が、かすかに頭に響ひびく。

　ゆっくりと、まぶたを開いた。

　気がつけば、石いし畳だたみの上に伏ふせていた。

　全身の感覚が遠い。手足がつながっているかどうかもわからなかった。

　ぼんやりとした視界がゆっくりと戻もどっていく。駆かけ寄ったレディが玖式の名を必死に呼びかけていた。

　力が入らない上体をかろうじて動かし、首を上げた。

　璃理佳が倒れていた。

　霧生が倒れていた。

　天宗寺が倒れていた。

　影かげが視界の端はしで躍おどる。人間ではありえない速さ。ヒトガタと妖狐が組み合っていた。

　神速の御符刀。それが振り下ろされる前に、妖狐がその手首をつかんだ。繰り出された逆手の右を同様におさえる。

　妖狐がヒトガタの肩かたに噛み付いた。

　声なき断だん末まつ魔ま。

　式神の輪りん郭かくが激しくぶれ、腐くさったようにその右みぎ腕うでが肩から崩くずれ落ちる。

　生命を持たない式神が、事切れたように、その場へと倒れた。

　だれも立つものはいない。

　──僕がなんとかしてみせる。

　あのとき天宗寺に問われ、答えた自分の言葉を思い出す。

　その結末がこれか。

　どうして自分は思い上がったのだろうか。

　先ほど見た光景。あれは夢であって現実ではない。けれど感じた恐きよう怖ふ、絶望は、この胸に生々しく残っていた。

　妖よう怪かい？

　吸きゆう血けつ鬼き？

　あんなものに敵かなうはずがない。今なら当たり前のことだとわかる。

　抗あらがおうなどという気さえ起こらない存在。

　震ふるえて動けない詠へ、妖狐が歩み寄る。

　そこに、だれかが立ちはだかった。

　魔術も霊れい能のう力りよくも超ちよう能のう力りよくも持たない少年──主城が、妖怪の前に立っていた。

　妖狐がわずかに首をかしげる。

「ただの人間を、なめるなよ」

　妖狐が嗤わらった。心底愉快そうに。

　一瞬の隙すきをついて主城が詠の手を引いて走る。

　主城の眼前に、妖狐が降り立った。

　軽々と吹ふき飛ばされた主城が地面へと叩たたきつけられる。

　天宗寺、璃理佳、霧生、主城。

　だれも、立つものはいない。

　守れない。

　また守れない。

　仕方がないじゃないか。敵うはずがないのだから。

《忌いまわしき神霊使いの末まつ裔えい。どれほどこのときを待ったことか》

　詠を前にした妖狐に、変化が訪おとずれた。

　ぐにゃりとその姿が溶よう解かいする。

　今度は幻ではなかった。本当にその肉体そのものが変化している。

　両手を地面へとついた。関節の向きが変わり、それは前まえ脚あしと化す。背中が盛り上がり、中から獣けものの毛が装しよう束ぞくを突つき破やぶって伸びる。鼻先が伸び顔が細長く変形する。頭にあった獣の耳はそのまま残り、あるべき位置へと戻る。

　連続するあまりに現げん実じつ離ばなれした光景に、感覚が麻ま痺ひしながら、玖式はそれを見る。

　巨大な狐の怪物がそこにいた。

　身の丈たけの何倍もある九つの尾おが、別の生き物のように揺ゆれている。

　そのとき。

　その姿を目まの当たりにした瞬しゆん間かん、玖式のなかにあった枷かせが外れた。




　　　　３




　玖式たちのはるか頭上で、だれも目にすることのない空中戦が続いていた。

　一〇〇キロ先から放たれたミサイルの弾だん頭とうがMk─Ⅳの後方上空で炸さく裂れつする。

　目視外射程空ＢＶＲ対空ミサイルＡＡＭ。

　あんなものを吊つっているとは思わなかった。回かい避ひするためにかなり高度を犠ぎ牲せいにした。

　上空の三機が速度を上げた。ぐんぐん距きよ離りが縮まっていく。

『ようやく近づく気になってくれたみたい』

　血のようなダークレッドに塗と装そうされた機体。

　三機がMk─Ⅳを高高度から追つい尾びする。

　ＦＡＬは左にブレイク。すぐさま敵機も急旋せん回かい。

　Mk─Ⅳはロールし背面に入り、逆さのまま機首を上げる。下向きに一八〇度ループ。さらに低空へ逃にげる。02が同じ機動をとって追つい跡せき。後方につかれる。

　アラームが鳴る。ＦＡＬの思考視野にロック・オン警報の表示。Mk─Ⅳがレーザー照射を受けている。

『墜おちろよ！』

　02が空対空ミサイルを発射した。

　後方からまたたく間にミサイルが接近。

　左ロール。ピッチアップ。翼つばさを立て、同時にラダーをあてつつ背面になり、螺ら旋せんを描えがいて機体を水平に戻す。

　右後方でミサイルの弾頭が炸裂する。

　バレルロール・マニューバ。

『ふーん、そっか。きみらもマークシリーズの端はしくれなんだね』

　ゼロコンマ数秒の絶句。

『端くれ、だと？』

『っつうか完全にウチらのことなめてね？』

『いまの発言、断じて許せませんね。鉄くずにして差し上げます』

　どうやら向こうのＡＩもだいぶ変わり種のようだった。

『すごいねきみたち。とても優ゆう秀しゆうだし、いい機体だと思う。ただね』

　逃げるMk─Ⅳが、突とつ然ぜん機首を上げた。

　速度低下も構わず上向きのまま水平に飛行。

　失速寸前に機首を支点にするように、後方に一回転。

『一世代ちがうんだよ』

　02と位置を逆転する。

『え──』

　02が左右へ機体を振る。Mk─Ⅳは張り付いて離はなさない。ターゲットインサイト。

　Mk─Ⅳの25ミリ機き関かん砲ほうが猛もう火かを噴く。

　徹てつ甲こう焼しよう夷い弾だんの嵐あらしが02を飲み込んだ。砲ほう弾だんが装そう甲こうを貫かん通つうし機体を引き裂さく。

　機体の残ざん骸がいが落下しながら爆散する。

　敵機の反応がほんの一瞬、停てい滞たいする。

『ステンノがやられた』

『ステンノがやられましたわ』

　だがそこに人間のような動どう揺ようは存在しない。残りの二機が即そく座ざに編隊を組み直す。

　その無む慈じ悲ひさは、ＦＡＬもまた同様だった。

　相対する03が、Mk─Ⅳをロック。対空ミサイルを発射。

　ＦＡＬは針路を変えなかった。防衛用レーザー光線を照射。

　ミサイルの〝目〟を破は壊かいする。

　ＦＡＬは強力なレーダーで03のレーダーの周波数を特定。03にめくらましの電波を盛せい大だいに浴びせる。

　自機ミサイルのシーカーを起動。赤外線画像で03を認にん識しき。ロケットモーターに点火。

　短距離対空ミサイルを発射。同時に離り脱だつ。

　目がくらんでいた03に、それを回避する方法はなかった。

　ミサイルが着弾。

　爆散し、炎ほのおを帯びた破は片へんとなって落下していく。

『エウリュアレがやられた』

『一いつ騎き打うちだね』

　Mk─Ⅳの無人のコックピットでスティックが引かれる。Mk─Ⅳが上じよう昇しようしながら一八〇度ループ。頂点で半ロール。翼を立てたまま加速し機首を上げて地上と平行に逃げる。視界の端で01が同様のナイフエッジから旋回し追ってくる。

　スロットル・アップ。機首を下げてさらに加速。雲を突っ切ってさらに高度を下げる。アフターバーナーに点火。

　幻げん想そう的な青と赤の炎の尾を引きながら、Mk─Ⅳが猛もう烈れつな加速度を得る。音速を突とつ破ぱ。大気に爆ばく音おんがとどろく。

　スロットル・ダウン。アフターバーナーを切りエアブレーキを展開。すさまじい振しん動どうに機体がきしむ。半ロールして右に旋回。弧こを描いて機首を反転させる。

　ほぼ正面。ヘッドオン。

　すれちがいざま機関砲を斉せい射しや。

　どちらも命中せず。

　戦力差を計算し、戦せん闘とうの結末を自ら導き出した敵から、思考が電波となって伝わる。

『負けたくない。消えたくない』

『ボクも同じだよ』

　斜ななめ上に上昇しながら旋回。８の字を描えがき、騎き馬ば戦のごとく再度敵機と向き合う。

　スロットル・アップ。一気に加速。

　照準レテイクルに入れる。ラダーを当てながらロール。

　トリガー。

『でも』

　二機が交こう錯さくする。

　ゆるやかに速度を落とすMk─Ⅳ。

　炎えん上じようし、黒こく煙えんの尾を引いて飛ぶ01。

『ボクのほうがつよい』

　01の機体が爆散。

　何事もなかったように、Mk─Ⅳが夜の空を旋回する。

『仕事完かん了りようだよ、アキラ！』

　主あるじへと報告する。沈ちん黙もく。

『アキラ──？』

　返答はなかった。




　九つの尾を持つ狐きつねの怪かい物ぶつが、四し肢しをついて立っている。

　それを目の当たりにした瞬間、外れたままだった歯車が、かちりと噛かみ合った。

　あれが妖狐の本当の姿。

　人間じゃない。どうしてこんな簡単なことがわからなかったのか。そうだ。あれはニンゲンじゃない。人ならざるもの──人外。

　なにをためらう必要がある。

　ゆらりと立ち上がった玖式は、無意識のうちに杖つえと御ご符ふを握にぎっていた。けれどはっきりと自意識が残っている。あのときとはちがう。

　人間を丸まる呑のみできる巨きよ大だいな顎あごが、詠の前で開かれる。詠は叫さけぶこともできない。

　そのとき。

　玖式の身体からだを覆おおい隠かくすように、緻ち密みつな姿を有した霊れい体たいが顕けん現げんした。

　それはあの吸きゆう血けつ鬼きと対たい峙じしたとき現れた霊体と同じもの。

　だが分ぶん離りして存在していたはずの霊体が、玖式の身体と重なるようにしてそこに存在していた。玖式の両足、右みぎ腕うで、そして顔の半分が、その霊体の姿をしている。

　その手に握られているのは、機械と生物が融ゆう合ごうしたような巨大な刀とう剣けん。

　妖狐がその頭部をこちらへ向けた。

《……面妖な人間だ。それも呪まじない師の術か》

　老ろう獪かいな妖狐の言葉に、玖式が顔を上げた。

《僕がおまえを滅ほろぼす》

《滅ぼすだと？　笑わせる》

　玖式の姿がかすんだ。

　視界から消えた玖式が、宙を舞まっていた。

　振ふり下ろされた刀剣が、巨大な妖狐の片目を貫つらぬく。

　苦く悶もんの咆ほう哮こうが轟とどろく。

　九つの尾がでたらめに振り下ろされる。屋や敷しきがなぎ倒たおされ、大地が割れた。

　ひらりとそれをかわし、霊体と融合した玖式が地面に降り立つ。

　妖狐が大地を蹴けった。爆発めいた衝しよう撃げきとともに巨きよ躯くが跳ちよう躍やくし、開かれた顎が地面ごと玖式を飲み込んだ。

　だがそこに玖式はいない。

　一瞬で妖狐の右方に移動していた玖式は、手の届かないその位置から、刀剣を無造作に振るった。

　妖狐のわき腹に亀き裂れつが走った。大量の血が噴ふき出す。妖狐が苦悶の鳴き声を上げる。

　無言のままそれを眺ながめる玖式の唇くちびるが、弧を描く。




　レディの肩かたを借り、天宗寺が立ち上がっていた。倒れたままの璃理佳に近寄る。天宗寺が御符をかざして念じ、それを璃理佳の胸へと押し付ける。

　璃理佳がゆっくりとまぶたを開いた。

「私は……」

「妖狐の幻げん術じゆつだ。悪夢に囚とらわれていた」

「天宗寺！」

　詠を抱だいた主城が天宗寺のもとへ、おぼつかない足取りでたどり着く。天宗寺は霧生を璃理佳と同様にして目覚めさせた。璃理佳も霧生も大きな怪け我がはしていない。

　璃理佳たちは身を寄せ合い、目の前で起きていることを理解しようとした。

　九つの尾おを持つ狐の怪物。

　霊体のようにおぼろな影かげを身に宿し、巨大な剣を構えた玖式が、それと向き合っていた。

　常識からかけ離れた戦いの光景を、脳が処理しきれない。

「あれは、何だよ……？」

　主城が愕がく然ぜんと、玖式の姿を見てつぶやく。

「わたしには、視みえる。あれは、人の魂たましいだ」

「魂？」

「あの剣は、人の霊れい魂こんを凝ぎよう縮しゆくしているのか……。しかし、どうしてそんなことが」

　信じられないといった天宗寺のつぶやきに、璃理佳が答える。

「玖式は、ただの魔ま術じゆつ師しじゃない」

「なに？」

「玖式は、魔術師であり、霊れい能のう者しやであり、超ちよう能のう力りよく者しや。すべての適性を持ってる」

　璃理佳の発言に、天宗寺が目を見張った。

　唖あ然ぜんとしていた天宗寺は、しかし通常の魔術だけでは有り得ない玖式の姿をふたたび確かく認にんし、つばを飲み込んだ。

「そうか……。霊能力で降ろした人間の魂や残留思念を、魔術で強制的に物質化しているのか」

　この世とあの世の境界で不気味に揺ゆらぐ大剣を、玖式が無造作に払はらった。

　完全な射程外。

　妖狐の尾が一本斬きり飛ばされた。

　小さなビルが倒れるように巨大な尾が地面に沈しずみ、盛大な土ぼこりを巻き上げる。レディが悲鳴を上げる。

「直接妖狐に力が発動している。あれの源は、超能力か……」

「つまり、あれは魔術と霊能力と超能力、すべてを融合させてるってことか？」

　主城の言葉は正せい鵠こくを射ていた。

　だがそんなものすら超こえているように、その場にいるだれもが感じていた。

　理り屈くつではない。

　イーサ能力を持つ天宗寺たちから見ても、それは人間というより、まるで──

「カナメ」

　詠の声に、天宗寺たちは振り返る。

　強い意志を秘ひめた眼まな差ざし。あの頼たよりない姿が嘘うそのように、詠は震ふるえていなかった。

「封ふうじる。もういちど、あれを封じる」

　虚きよをつかれていた天宗寺が、うなずき返す。

「霧生さん。詠の部屋に、弓と矢があったのがわかる？」

「え、ええ」

「あれを取ってきてくれ」

「弓矢なんかで、あの化け物をなんとかできんのかよ？」

「詠の力を唯ゆい一いつ発揮できる触しよく媒ばい。それがあの破は魔ま弓ゆみだ」

　霧生と主城は困こん惑わくを飲み込み、走り出す。天宗寺は御符を構え、ふたたびヒトガタを現世に定着させる。式神級の霊体召しよう喚かんだ。この短時間で何度もできるようなものではない。璃理佳も渾こん身しんの力でふたたび杖を浮ふ遊ゆうさせる。

　次の一手が最後だ。

「玖式さん」

　レディが見つめる先で、玖式はただひとり、人知を超えた戦場に立っている。




　奇き妙みような浮ふ遊ゆう感が、玖式の全身に満ちていた。

　心地好よい。身体が軽い。力がみなぎる。

　目の前にいるものが人間ではないと、怪物であると認識するほど、恐きよう怖ふが遠ざかっていく。血が沸わき立ち、欲求がこみ上げる。

　あれを消し去りたい。

　あれを滅ぼしたい。

　いや、滅ぼさなければならない。

　振り下ろされた妖狐の前まえ脚あしが大地を陥かん没ぼつさせる。だがそこに玖式の姿はない。

　背後に回りこみ、尾を切り飛ばす。妖狐が悲痛に叫ぶ。

《あと五本だな》

《人間め……！》

　妖狐の怨えん嗟さの響ひびきが大気を震わす。玖式が大剣を引いたとき、妖狐に変化が起きた。

　妖狐の姿が、縮んでいく。

　大気が揺らいだあと、妖狐が人間の姿へと戻もどっていた。

　まただれかの姿を模してこの場から逃にげるつもりか。だが妖狐は片目をおさえながら後退する。すぐに変化へんげはできない様子だった。絶好の機会。

　鼓こ動どうが跳はねる。

　ニンゲン？

　さきほどまでの全能感が静まっていく。

　どうした。相手が人間の姿に戻ったからなんだというのか。だが自分ではどうにもならない。感覚が遠のいていく。

　玖式の持っていた大剣が霧む散さんして消しよう滅めつした。

　玖式の身体にまとわりついていた霊体が、うっすらと空気に紛まぎれて霧散する。

「なん、で……」

　妖狐が人間の姿に戻った瞬しゆん間かん、力が吸われるように消えてしまった。

　玖式がひざをついた。身体中が悲鳴を上げている。全身に鉛なまりを埋うめ込まれたような激痛と疲ひ労ろう感が、玖式の神経を苛さいなむ。

　それを用心深く警けい戒かいしていた妖狐が、玖式に歩み寄る。

《どうやら、力が尽つきたようだな》

　白い美び麗れいな相そう貌ぼうに浮うかぶのは、人間では発し得ないほどの憎ぞう悪お。

　玖式の首を妖狐が掴つかみ上げる。

《捻ねじ切ってくれる》

　玖式の視界の端はしで、影がひるがえった。

　御ご符ふで形成した長大な薙刀なぎなたを携たずさえ、ヒトガタが突とつ撃げきする。

　その周囲を飛行する杖つえが護衛していた。

　式神ヒトガタの特とつ攻こうを璃理佳の遠えん隔かく魔術がサポートする。すべての杖が時間差で衝しよう撃げき魔術を斉せい射しや。幻げん影えいがすべて打ち抜ぬかれる。

「ショウ！」

　玖式は最後の力を振り絞しぼり、詠えい唱しようを終えていた。

　玖式の杖から衝撃魔術が放たれる。

　跳躍しようとしていた妖狐の本体に着ちやく弾だん。ほんの一瞬。妖狐の動きが鈍にぶる。玖式の魔術の威い力りよくではそれが限界。だがそれは、勝負を分かつ致命の一瞬。

　ヒトガタが踏ふみ込んでいた。

　妖狐の胴どうを薙刀が貫く。

「いまだ、詠!!」

　活路が開かれた。

　霧生たちから弓と矢を受け取った詠が、弓を引いていた。

　自分の身の丈たけほどもある長弓。

　妖よう怪かいを封じる唯一の手段。

　巫み女この力が、破魔弓を通じて放たれる。

　宙を走った矢が、妖狐の胸へ到とう達たつした。

　それを中心に、莫ばく大だいな光が広がる。

　暴風が吹ふき荒あれ、振しん動どうが足元を揺らした。だれもが目をつぶった。

　光が収束する。

　夜の山に、本来の静せい寂じやくが満ちていた。

　その直後、妖狐が苦しげに胸を押さえ、よろよろと後退する。

《神霊使いめ……！》

　怨嗟の叫さけびを残して、妖狐の身がひるがえった。

　林のなかの暗がりへと姿をくらます。影は闇やみに溶とけて、そのまま見えなくなった。

　詠がふらりと倒れる。そばにいた主城がその身体からだを抱だきとめた。

　だれも妖狐を追う者はいない。それだけの力は残ってはいなかった。

　限界だった。倒れこむ玖式は、璃理佳に支えられる。

「逃げ、られたの……？」

「いや。成功だよ」

　天宗寺が答える。声には安あん堵どがにじんでいた。

「どういうこと……？」

「妖狐の大半の力は封じた。詠がそれを解かない限り、人に変へん化げすることも、あんな怪かい物ぶつになって暴れることも、もうできない」

「カナメぇ……」

　詠が泣きじゃくって駆かけ寄る。先ほどまでの凜り々りしさは嘘のように元の詠に戻っていた。小さな身体をぼろぼろの天宗寺が抱きしめる。

「玖式さん！」

　レディや霧生、主城が玖式に駆け寄る。身体が言うことを聞かない。

「ショウ」

　璃理佳の揺れる瞳ひとみが、玖式を見つめている。

「僕は……いったい」

　自分がなにをしたか。今度ははっきり覚えていた。

　とてつもない疲労感ととも、怖おぞ気けが全身に絡からみつく。

　自分はいったい何なのか。どうして、あんなことができる。

　璃理佳たちもかける言葉を失っていたとき、その場に近づく気配があった。




「おめでとうございます。玖式ショウさん」




　石いし畳だたみを叩たたく足音に振ふり返る。

　だれもが呆ぼう然ぜんと、その姿を見つめた。

　あの夜。屋や敷しきで天宗寺が口にした、レディの正体を知る人物。

　どうしてその人が、と思わざるを得なかった。レディが学園にいられるように取り計らってくれた彼女がなぜ、と。

　疑問に重ねるように、その人物の姿がそこにあった。

　レディの正体を知る人物──在あり世せ羅ら理事長が。




　　　　４




　見たことのある薄うす紫むらさきのスーツ姿に、魔ま術じゆつ師しのマントを羽織っている。

　その腰こしに吊つり下げられているのは、黒くろ塗ぬりの杖。

　まるで戦せん闘とうに備えているかのような装具を身につけている学園理事長を前に、玖式たちはただ呆然と立ち尽くしていた。

「どうして、ここに……？」

　この場にいる理由。そしてなぜこのタイミング──妖怪を退けたこの瞬間に、在世羅が現れたのか。璃理佳や天宗寺、だれもそれを理解するものはいなかった。ただその視線が、自然と腰の杖へと向けられる。

「ありがとうございます。玖式さん。そして班のみなさんも」

　ありがとう？

　それが何に対する謝辞なのかわからない。

「どういう、ことですか……？」

「もちろん、生き延びてくれたことにです」

　風が鳴っている。

　静寂のなか、その音だけが在世羅の声とともに響く。

　在世羅は、まるで妖孤が現れることを知っていたかのように言った。

「人外。人ならざるもの。さまざまな時代と場所で、魔術師や霊れい能のう者しやや超ちよう能のう力りよく者しや、幾いく多たの〝異〟能力者たちが、それと戦ってきました。それはこれまでの、過去の物語です。しかし、もう時代は移り変わろうとしています。古きものたちを駆く逐ちくし、次の時代へとつなげなければなりません」

　古きもの。駆逐。次の時代。

「なに言ってんだ、あんた」

　主城の声はうわずっていた。

　だれもが在世羅の迫はく力りよくに呑のまれている。

　天宗寺が口を開く。

「在世羅理事長。あなたは相談をもちかけたわたしに、彼女のことを教えた。確かにわたしは玖式くんの力を借りるために、それを利用した。ですが、それは本当にわたしを助けるためだったのですか？」

　天宗寺の言葉に、玖式以外の全員がどよめいた。それは仕方がない。だが天宗寺に悪意がないことを玖式はわかっていた。知りたいのは、そう仕向けた人物が、どうしてそんなことをしたのかということ。

「レディのこと、知っていたんですね」

　核かく心しんに触ふれる。

　ここが分ぶん水すい嶺れいだ。

　引き返すことのできない境界を、玖式たちは越こえようとしている。

「もちろんです」

　決定的な答え。強きよう烈れつな疑念がわきおこる。

「じゃあ、どうしてレディを引き入れてくれたんですか」

　吸きゆう血けつ鬼きの血を引く者。

　普ふ通つうの人間なら騒さわぎ立て問題とするはずだ。

　ただの善意、そうであることを願いながら、しかし、在世羅の微ほほ笑えみに隠かくされたそれが、善意などとはどうしても思えない。

「彼女がとてもとても可か哀わい想そうな、はぐれ吸血鬼だからですよ」

「なに……」

　自分のなかに生じる感情がなんなのか、最初はわからなかった。

　ゆっくりと認にん識しきしていく。

　それは恐おそれと──怒いかりだ。

「あなたは玖式さんと出会い、班の仲間となり、その傍かたわらにいる存在となった。そして見事に、同族を呼び寄せてくれました。それもかつてない大物を」

　主城や霧生も愕がく然ぜんとしていた。

「あの吸血鬼をおびき寄せるため、だっていうの……？」

　在世羅がレディを見る。

　その視線に込こめられた温かさが、この上なくうすら寒い。

「もっといえば、あなたが学園にたどり着いたことも、偶ぐう然ぜんではありません。あなたを追っていた人間たちは、決してあなたを捕つかまえるために追っていたのでありません。あなたは誘ゆう導どうされて、学園に逃にげ込んできたのです」

「どうして、そんなこと……」

「玖式ショウさん。すべては、あなたから始まったことです」

　全員の視線が、ゆっくりと玖式へと集まる。

　だれよりも玖式自身が、その言葉の意味を理解できない。

「僕から……？」

「十二歳の適性試験の際に、あなたは魔術、霊能力、超能力、すべての適性があると診しん断だんされましたね。ですが、それは単に素質に恵めぐまれていたというだけの話ではありません。本質的なことを言えば、あなたは魔術師でも霊能者でも超能力者でもないのです」

「なに、言ってるの。玖式は、現に魔術が使える」

　璃理佳が反論するも、在世羅は落ち着き払はらっている。

「それは副次的なものに過ぎません。そもそも、わたしたちがいまイーサ能力として体系化しているものは、解明できている超ちよう常じよう的な力のほんの一部なのです。神話や伝承にあるような英えい雄ゆう、魔女、そう呼ばれた存在が振るった超常の力は、あなた方が身につけたイーサ能力とは比ひ較かくにならないほどの大きな力。厳密に言えば、そこにいる小さな巫女さんも、あなたと同じ。イーサ適正のある人間にごく稀まれな確率で発現する超常的な力──人外に対抗する術を持った人間。それが、あなたなのです」

　妄もう言げんではない。

　興じているのではない。

　在世羅が語っていることが紛まぎれもない事実なのだと、直感が告げてくる。

「私たちは、常にそれを探しています。効率よく人外を駆く除じよできる希少な戦力。人外と同じく、古きものを」

　古きもの。

　在世羅は、玖式のことをそう評していた。

　人外と同じく、と。

　途と端たん、玖式のひざから力が抜ぬけた。

　激しいめまいに、立っていられなくなる。

「解説は、これくらいにしておきましょうか」

　在世羅が杖つえを抜いた。

　黒塗りの杖。あの戸と蔵ぐらが持っていたものと同じ、本格的な軍用の杖。

「力の後こう遺い症しようがひどいようですね。あなたには適切な治ち療りようと処置が必要です。私と一いつ緒しよに来てもらいましょう」

　ひざをつく玖式の前方で、マントがなびいた。

　揺ゆれる長い黒くろ髪かみ。そこに見慣れた背中があった。

「ショウに、近づかないで」

　だれより最初に反応した璃理佳が、杖を浮ふ遊ゆうさせる。

　学園最強の魔術師が、その頂点に立つ在世羅へと杖を向けている。

「ネイ……」

　そう呟つぶやくのがやっとだった。

　全身の神経が麻ま痺ひしたように感覚が遠い。倒たおれこむのをこらえるだけで限界だった。

　右側で、石畳をこする足音が耳じ朶だを打つ。

「わたくしには、なにがなんだかわからない……。でも、ツチノコより貴重なわたくしの友達を、そんなわけのわからない理由で渡わたせるわけないでしょう」

　震ふるえる霧生が御ご符ふを構えている。

「霧生さん……」

　左側に力強い気配。

「玖式のことを道具みたいに言うあんたのことは、信用できない。悪いけど、オレたちは帰らせてもらうぞ」

　主城が玖式の隣となりに立ち、インカムに手をそえていた。

「主城」

　レディが玖式の隣にひざをつき、肩かたを貸してくれた。その手にはまだ未熟な扱あつかいながらも杖が握にぎられている。

　天宗寺が詠をかばいながら御符をかざす。

「みんな……」

　たちはだかる生徒たちを前に、在世羅は口元をゆるめた。

「すばらしい結束です。それがあったがゆえに、あなた方は前回も、そして今回も人外との戦せん闘とうを生き延びられたのですね。ただ、その行動は、いささか浅せん薄ぱくだと言わざるを得ませんね」

　在世羅の軍ぐん用よう杖じようの動きに、玖式たちは集中する。

「もし私があなた方に害意を持っていたら、どうするのです？」

　先手を打った。

　璃理佳の呪じゆ文もん詠えい唱しよう。五本の杖が同時に在世羅へと飛ひ翔しようする。一いつ瞬しゆんで包囲。それぞれの杖が攻こう撃げき魔ま術じゆつの光を灯ともす。完かん璧ぺきなタイミング。

　乾かわいた音が鳴った。

「残念です。璃理佳ネイさん」

　すべての杖が地面へと落ちていた。乾いた音を鳴らして転がった杖は、ぴくりともしない。付加した魔術効果が完全に失われている。

「そんな……」

　璃理佳はなにが起きたのかわからない様子だった。

　似たような光景が、玖式の脳のう裏りに急速によみがえる。

　あれはレディが編入試験と称しようして斑鳩いかるがと試合をしたとき。あのとき見た魔術効果を無力化するもの。反詠唱魔術。だがその効果は一瞬のはずだ。

　いや、そうじゃない。

　玖式は現実に無力化された璃理佳の杖を見ながら冷静に考え直す。

　魔女と称されるほどの高位のイーサ能力者。そして術者の力を最大限に引き出す軍用の杖。あのとき戸蔵が言ったことを思い出す。学園で学ぶ程度の魔術が実戦で使われると思うか、と。在世羅の魔術であれば、その効果範はん囲いや効果時間を拡大することすら、造作もないのではないか。

「あなた方が学んでいるものは、すべて私が築いたものです」

　在世羅が歩み寄る。

　霧生や天宗寺が自分の持つ御符を愕然と見つめている。霊れい体たいの召しよう喚かんはおろか、霊気をまとわせることすらできないでいた。

「イーサ能力は、人間自身が生み出す力。それがゆえに、人間の力によって防がれてしまう。それが科学により生み出された武器兵器とは決定的に異なるもの。根本的な矛む盾じゆんであり、宿命的な弱点なのです」

　主城が璃理佳たちをかばうように立ちはだかる。

　いまほど、無力さをかみ締しめたことはない。

　人知を超ちよう越えつした妖狐を退けたイーサ能力者たちが、抵てい抗こうする術を失っていた。

　呪じゆ文もんは意味をなさない声の羅ら列れつと化し、御符はただの紙切れとなり、超能力は力を持たない幻げん想そうとなる。

「それでも科学がまだ乏とぼしい時代、人間は人外の存在に対抗するため、魔術や霊能力、超能力を駆く使しして戦い、歴史を紡つむいできた。それは人間が、人間を超こえるものと並び立つための力だったのです」

　在世羅が杖を掲かかげた。短い詠えい唱しよう。

　衝しよう撃げき魔術の光が灯る。

　光の散さん弾だん。玖式以外の全員の身体からだが吹ふき飛ばされた。

　宙を飛び、地面へと強く叩たたきつけられる。

「ネイッ！」

　璃理佳は地面に伏ふせたまま動かない。天宗寺も、霧生も、主城も、レディも。だれも動けなかった。

「無力ですね。けれど、あなた方はそれでいいのです。そうでない一部の例外が、化け物と戦う存在となってくれるのですから」

　悪意に満ちた言葉が胸をえぐる。

　在世羅は愛いとおしそうに玖式を見つめる。

「まさかこんな早くに、あなたがここまでの完成度になるとは予想していませんでした。本当に、あなた方には感謝しているのです」

　腕うでをつく。立ち上がるための力を振ふり絞しぼる。

　立て。

　そしてあのとき自分が振るってみせた力をもう一度。みんなを守るために。

　巨きよ大だいな怪かい物ぶつに変へん化げした妖狐を目まの当たりにしたときの、その感覚を思い起こす。杖と御符を握り締め、意識を集中させた。

「くそ……」

　だが玖式の身体に変化は生じない。なにも起こらない。

　まただ。どうして──

「無む駄だですよ。あなたの力は、相手が人外の存在の場合のみ発動する。現段階では、その力はあなたの意思とは無関係に起動し、そして対象を無力化することで停止する。残念ながら、私は人間ですから」

　かすかな希望が、残った気力を道連れにして消えていく。

「僕を、みんなを、どうするつもりだ……」

「あなたの身み柄がらは預からせていただきます。他のみなさんは、そうですね、少しばかり忘れていただきましょうか」

「忘れる……？」

「あなたのことや、これまでに見たいくつかのことを」

　在世羅の目的。彼女の力。

　それらを考えれば、その突とつ飛ぴな言葉は十分な現実味を帯びていた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。覚えていなければ、気に病やむこともないでしょう。ただし、璃理佳ネイさん。あなたは彼との記き憶おくが多い分、処理に時間がかかるかもしれません。けれど安心してください。あなたは貴重な人材です。その魔術の知識には傷がつかないように注意しますね」

　在世羅が倒れたままの璃理佳へと言う。

　全身が震える。歯の根がかみ合わない。圧あつ倒とう的な力を有する在世羅に打ちひしがれながらも、玖式はひざをついた。もうなんの役にも立たない杖を握り締める。

「なんのつもりですか？」

「そんなこと、させない」

「不思議ですね。あなたにはなんの害もありませんよ」

「ふざけるなッ……！」

　在世羅は首をかしげている。まるで難なん儀ぎなものを見るように。

　理知的なその瞳ひとみが、これほど恐おそろしく感じたことはない。

「そういえば、あなたの母親がどうして人外に殺されたのか、その直接的な原因にも心当たりがありますよ」

　不意打ちの衝撃が、玖式の心の隙すき間まに打ち込まれた。

　なにも返せない玖式に、在世羅は淡たん々たんと口にする。

「おそらくその人外は、あなたを殺そうとしたのですよ」

「僕、を……？」

「あなたのような人間は、人外にとっては天敵。あなたの裡うちに秘ひめられた力、その脅きよう威いを、本能的に察知したのでしょう」

　思い出す。

　あの暗い森のなか。

　白はく髪はつの吸きゆう血けつ鬼きがこちらを見た。闇やみのなかに浮うかぶ金色の瞳と目が合う。

　その顔が恐きよう怖ふに歪ゆがんだように見えた、その直後だ。

　玖式を抱だいたスミカの胸を、吸血鬼の腕が貫つらぬいた。

　それが何を意味するのか、もう、わからないわけがなかった。

「あなたがいなければ、きっとお母さんも亡なくならなかったでしょうね」

　玖式の手から、ついに杖がこぼれ落ちた。

　どうして。

　どうして、こんなことになったのだろうか。

　どのみち、もう無理だった。

　なにもできる気がしない。反論する気力さえどこにも残っていなかった。

「僕が、付いていけばいいのか」

　自分のものとは思えない、べつのだれかの声を、玖式は聞いている。

　悔くやしくも悲しくもなかった。ただ漠ばく然ぜんとした疑問だけがわだかまっている。だがそれもすでにどうでもいいことだった。

「僕があなたに付いていけば、みんなは無事に帰してくれるのか」

「ええ。もとの通り、規則正しい学園生活を送ってもらいます」

　自分がいないだけで。

　ただ、それだけのこと。

「ショウ……」

　うめきが聞こえた。

　倒たおれたままの璃理佳が、手を伸のばしていた。

「ネイ……」

「ショウ、だめ……」

　堪こらえ切れないものが胸の中からこみ上げる。

「もう、いいんだ。どうにもならないんだよ」

　すべての元げん凶きようは、自分。

　それに璃理佳たちを巻き込んでしまっただけだ。

　はいつくばったまま、璃理佳が手を伸ばす。

　それに触ふれたい欲求が身体の裡を暴れまわる。どれほどそれを握にぎり締めたいか。けれど、それはもう二度とできない。

　いや、すべきではない。

　玖式が在世羅に歩み寄る。

「やだ、ショウ……!!」

　璃理佳の悲鳴が胸を引き裂さく。璃理佳は身体の自由が利きかないのか、動けないでいる。そのことに最後に感謝する。

　涙なみだが頬ほおをつたう。

　ネイ。

　そのとなりが自分の居場所であると思ったことが、もう遠い昔のことのように思えた。

　それはただの夢だ。

　自分はそこにいるべきではない。そう理解してしまった。

　目の前で、白い風が揺ゆれた。

　その美しさに息を呑のむ。

　危なっかしい彼女。すぐ気絶してしまうほど臆おく病びようで、けれど、仲間を守るために自分を犠ぎ牲せいにしようとする勇ゆう敢かんな心を持つことを知っている。

「レディ……」

　玖式をかばい、レディが立ち上がっていた。

　レディが在世羅をにらみつける。その行こう為いに在世羅はむしろ安らぐように微ほほ笑えんだ。

「さすが吸血鬼の末まつ裔えいですね。その肉体の強きよう靭じんさは驚きよう嘆たんに値あたいします。ですが、あなたがその血を引いているのと同様、私もまた、数多あまたの人外どもを滅ほろぼしてきた魔ま女じよの血を引く人間なのです」

　黒い杖つえ先さきに光が灯ともる。

　炎ほのおを凝ぎよう縮しゆくしたような紅あかく燃える光。それがレディへと向けられる。

「どけ」

　ぞっとする声。

　だがレディは退しりぞかない。

「レディ、やめてくれ……」

　無理だ。

　いくらレディが吸血鬼の力を有しているとしても、魔術も封ふうじられたこの状じよう況きようでは抗あらがいようもない。

「玖式さん。あなたが言ったことを、ずっと信じています」

　レディの言葉に、笑みが混じる。

「玖式さんのお母様の話を聞いたとき、わたしはもう、あの場所にはいられないと思いました。いるべきではないと。でも、玖式さんは最後まで、みんなが一いつ緒しよにいることを大事にしていた。そのために戦おうとしてくれた」

　その方が楽しいと思うから。

　なぜ一緒にいるのかというレディの問いに、自分はそう答えた。

　本当の気持ちだ。けれど、

「レディ。僕は、ただ……」

　ちがうんだ。そんな立派なものじゃない。

　ただの自分のコンプレックスなのだ。母を殺された。おまえは不幸だと、世界からそう言われている気がした。だから、自分はなにがなんでも幸せにならなければいけないと思った。それに躍やつ起きになった。その自分勝手に、みんなを巻き込んだだけだ。

「わたしたちは一緒にいます。あなたには、だれも渡わたしません」

「人外風ふ情ぜいが、面おも白しろい冗じよう談だんを言いますね」

「ええ。わたしは、普ふ通つうの人間じゃありません」

　レディは引かない。いつ在世羅の魔術がレディを殺傷してもおかしくない。なにをしようとしているのかわからず戸と惑まどっていた玖式は、一つの推測にたどり着く。

　それは冗談のような行為。

　けれど、この状況を覆くつがえすたった一つの可能性。

　玖式の力は、人外にのみ有効となる力。

　臆おくすることなく立ちはだかるレディを前に悠ゆう然ぜんと構えていた在世羅が、気づく。

　レディの瞳の色が変色する。

　黄金の瞳。

　美しく白い髪かみがふわりと広がった。

　八や重え歯ばがさらに鋭するどく伸しん張ちようする。

「レディ、やめろっ!!」

　在世羅の呪じゆ文もん詠えい唱しよう。杖から超ちよう高熱の熱線がほとばしり、レディの胸を焼き貫いた。

　同時にレディは地面を蹴けっていた。

　胸を撃うち抜ぬかれながら、レディが在世羅の手首をわし掴づかむ。

　レディの口から血がこぼれ落ちる。

「わたし、力は、つよいんです」

「放はなせ……!!」

　在世羅が吼ほえた。凄すさまじい握あく力りよく。レディの手はびくともしない。

「人間でないものなら、ここにいます」

　鼓こ動どうが高まる。これまでにないほど激しい力が玖式の奥底で胎たい動どうする。

　人外の存在を認にん識しきし、力が発現する。

　空間に残留する人間の霊れい魂こんが集まり物質化。玖式の手に巨きよ大だいな刀とう剣けんが生じる。潜せん在ざい的な世界と顕けん在ざい的な世界の狭はざ間まで揺れる刀剣が玖式に人ならざる力を与あたえる。

　身体からだの制せい御ぎよが失われていく。同時に膨ぼう大だいな力が湧わき上がる。

　唯ゆい一いつ叫さけぶことだけが、玖式に残されたたった一つの自由だった。喉のどが裂けても構わない。止めなければならない。意思に反して巨大な霊れい剣けんを携たずさえる。

　目が合った。

　振ふり返ったレディが微笑む。

「玖式さんと会えて、よかった」

　在世羅の詠唱に従い出現した鋼鉄の防ぼう壁へきに、レディの笑みが覆おおい隠かくされる。




　玖式の意思に反して、霊剣が振り抜かれた。




　その場にいる全員が、壮そう絶ぜつな力の発現を目まの当たりにした。

　大気が鳴動し、振り抜かれた刀剣の太た刀ち筋すじを中心に烈れつ風ぷうが巻き起こり、背後にある屋や敷しきを両断し、山の一部までも削けずり取っていた。

　在世羅がとっさに生成した何重もの防壁。そのすべてが斜ななめに切り取られていた。

　その奥で、ふたつの影かげが折り重なっている。

　在世羅が吐と血けつする。

　物理防壁だけでなく自身に付加した幾いく重えの防衛魔術すらも貫かん通つうし、玖式の攻こう撃げきはその肉体に損傷を与えていた。どう見ても致ち命めい的な傷。

　そしてそれは──レディも同じだった。

　美しく白い髪が、赤く染まっている。

　純白と真しん紅く。

　幻げん想そう的なコントラストの世界で、レディがくずおれる。

「レディ──」

　対象を排はい除じよしたと認識し、力が潰ついえ、刀剣が霧む散さんする。

　転びながら駆かけ寄った玖式は、その身体を抱だき起こす。流れ出る血が止まらない。どんな傷なのかも見てわからないほどの状態。

　在世羅が腹の傷口をかばいながら、鬼き気き迫せまる相そう貌ぼうに憎ぞう悪おを浮うき上がらせる。

「化け物が、よくも……」

　血がしたたり落ち、在世羅は表情をゆがめながら、逃にげるように背を向けた。

　そのとき、なにかが聞こえた。

　空を震ふるわせる音。気づいた在世羅が、木々に覆われた暗い空を見上げる。

　けたたましいローター音とともに、異形の影が現れた。

　無骨なキャノピー。短い主しゆ翼よくに吊つり下げられた蜂はちの巣のようなランチャー。機体前方に吊り下げられたガトリングガン。

　すさまじい風圧を押し付け、攻撃ヘリが地上を睥へい睨げいしていた。

「まったく、度し難がたいですね……」

　在世羅の手から、杖が落ちる。

　追って輸送ヘリの巨きよ体たいが降下してくる。

　ホバリングする機体からすばやい身のこなしで降りてきたのは、新しん堂どうたちだ。

　現場のすさまじい有様になにが起きたのかわからない様子だった。だがまっさきに在世羅の杖を蹴り飛ばし、銃じゆう口こうを向けて制圧する。

　それすらも玖式は見ていなかった。

「レディ。なんで……」

　レディの華きや奢しやな身体から生命いのちが流れ出ていく。

　自分が与えたもの。刻んだもの。

　こんな力などいらない。

　自分はただ、みんなと楽しく生きていたかっただけなのに。

　一緒にいたいと、そう願ったのに。

　薄うすい唇くちびるが、なにかを紡つむいだ。

「手を、にぎって……」

　赤く染まったレディの手を握り締める。血で滑すべるその感かん触しよくが現実だと突つきつける。

　細い指先、やわらかい手のひら。普通の女の子の手。
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「──です。玖式さん」

　そこからゆっくりと、力が抜け落ちる。




　だれかが泣いていた。

　だれかが叫さけんでいた。

　それが自分のものだと気づかずに、玖式はずっと呼び続けていた。

　その声が彼女に届くことはない。

　空が白く明るんでいく。

　その空へと、レディが還かえろうとしていた。






　終章







　頭上で列車到とう着ちやく予告のアナウンスが騒そう々ぞうしく流れている。

　駅のホームに吹ふき込む冷たい風に、玖く式しきは身を震わせた。十二月も半ばで一段と寒くなってきていた。薄うす手でのコートは着てきたが、ついでにマフラーも装備してくればよかったと後こう悔かいする。

　玖式の頬ほおが急に熱を持った。

　比ひ喩ゆではなく物理的に熱い。びくっと跳はねて振り返ると、そこにお茶の缶かんを持って悪戯いたずらっぽく笑う姉の姿があった。

　慣れすぎて、驚おどろかされたことに腹も立たなかった。

「わざわざついてこなくてよかったのに。だいたい、リヤは受験生でしょ。大だい丈じよう夫ぶなの？どこか入れる大学とかあるの？」

「なによ、その言い方」

　ため息混じりに返すと、リヤはむっとした。

　通っている女子高の制服に、暖かそうなダッフルコートを着ている。手て袋ぶくろのずんぐりとした指をリヤは突きつけた。

「前から思ってたけど、あんたってもしかしてあたしが頭悪いと思ってない？　あと、ちゃんとお姉ちゃんって呼びなさいよ」

「いやだ」

「なんでよ」

「オセロのルールを覚えたら、呼ぶようにするよ」

　からかうつもりで言ったのだが、リヤは驚くべきことに悔くやしそうに言葉を詰つまらせた。あとからやってきた大きな影にすがりつく。

「ねーお父さん！　ショウが生意気なんだけど！」

「おまえら小学生か」

　白髪しらがが目立つようになったシュウジは、渋しぶい顔で嘆たん息そくしている。

「だから家で勉強してろって言っただろう。だいたい休みの間、なんでショウに数学とか教わってたんだ、おまえは」

「うぐっ……」

「一個下っていうか、そもそもこいつは普ふ通つう科かの高校ですらないんだぞ。遊び呆ほうけてるからこんな取り返しのつかないことに……」

「ち、ちがう！　遊んでたせいじゃなくて、その、まじめに勉強やってもいっこうに身につかないっていうか、もともと頭が悪くて理解できないっていうか……」

　目をそらすリヤをふたりがジトッと見つめる。視線に耐たえかねて、リヤは開き直るように腰こしに手を当てた。

「べつにいいじゃない！　姉の面めん倒どうを見るのは弟の役目でしょ！」

「……おまえ、だんだん母さんに似てきたな」

「あっ。そういうところが実は嬉うれしいんでしょ～♪」

「いや、あまり」

「な、なんで!?」

　傍かたわらで広がる親子コントに呆あきれていると、アナウンスがまた聞こえた。線路の向こうから列車が迫せまり、甲かん高だかいブレーキ音を響ひびかせながらゆるやかに停車する。

「もう行くから。それじゃ」

　あっさりと言って、玖式は家族に背を向けた。

「──本当に、いいの？」

　その背に、リヤの呟つぶやきが当たる。

　足が止まった。

　リヤはうつむいている。その瞳ひとみが揺ゆれている。

「わかんないよ。あんな目にあってまで。なんで……」

　リヤの言葉は、苦しそうに消え入った。

　事件のあと、玖式は東ひがし十じゆう字じ学がく園えんを休学した。

　それきり、璃り理り佳かたちとは会っていない。

　地元の普通科の高校に通う選せん択たく肢しもあった。シュウジやリヤからはそれを強く勧すすめられた。すべてをやり直せるように。考える時間が、玖式にはどうしても必要だった。

　あれから四ヶ月。

　東十字学園は、以前と変わらずに続いている。

　在ざい籍せきしている多くの生徒にとって、そこは他に取とり替かえようのない場所だ。それは国としても同様であり、国内唯ゆい一いつのイーサ能力者育成機関は、おいそれと廃はい止しされることはなく、経営者や上層部の人間を刷新し、いまも運営されていた。

　あの場で取り押さえた在あり世せ羅らは、直後に拘こう束そくしていた新しん堂どうたちの隙すきをつき逃げ出し、そのまま行方ゆくえをくらましたままだ。

　玖式たちが見たもの、聞いたこと。それらは確たる証しよう拠こもなく、重要な証言として何度も聴ちよう取しゆを受けたものの、その後に彼女が捕つかまったという報道は目にしていない。

　リヤやシュウジには、すべてを話していた。

　リヤが口にした疑問は、当然のことだ。

「ショウが持っている素質、って言っていいのかわからないけど……。それを狙ねらって、また同じようことを考えるやつがでてきたら、どうするのよ」

「さすがにそれはないとは思うけど……。たしかに、ちょっと危ないやつらはいるかもね」

　あの九つ十づ九らのように、気き性しようの激しい生徒はいる。また絡からまれたら厄やつ介かいだ。

「じゃあ、どうして？」

　あそこは特別な場所だ。

　普ふ通つうの学校に通うよりも、ずっと危ない目にあう。けれどそれはあのとき主しゆ城じようが言ったように、力を使うためではなく、力の使い方を知っていくために、彼らはあの場所にいるのだと思う。

　ただ、玖式にはべつの理由があった。

　それはもっと単純で、けれど強い動機だ。

「会いたい人がいるんだ」

　それだけが変わらない想おもい。

　そのために、もう一度あの場所へ行こうと思った。

「おまえの決めたことだ。好きにすればいい」

　シュウジが力強くうなずいた。

　もう後悔はしない。

　差し出された大きなその手をしっかりと握にぎり返し、玖式は胸を張る。

「いってきます。父さん。姉さん」




　　　　＊




　東十字学園・高等部別べつ棟むね。

　その廊ろう下かを、ふたりの生徒がなにかを言い合いながら歩いていた。

　ひとりは背の高い男子で、一いつ般ぱん学科の制服を着ている。

　もうひとりは小こ柄がらな霊れい能のう学科の女子だった。

「──だから、あれはただの事故だって言ってるだろ？　たまたま足元の床ゆかがワックスと食用油とローションで磨みがかれてて滑っただけなんだって。それでこうダイビングしてしまったところに霧生きりゆうが立っていて、ふと上を見上げるとそこには綺き麗れいなお花はな柄がらが──」

「んなわけないでしょ！　このヘンタイセクハラ魔ま人じん……！　もう付いてこないでくれる!?」

「いや、つうか同じ班室に向かって歩いてるだけなんだけどな」

「し、知ってるわよそれくらい！」

　霧生は早歩きで主城をまこうとするが、何分歩ほ幅はばがちがうため、主城はすたすたと付いてくるのだった。

　だがふと主城の足が止まった。

　廊下の先に、メイド服姿の少女が仁に王おう立だちしていた。

「げっ、ミラン」

「アキラ様！」

　金きん髪ぱつのメイド少女は主城に飛びついた。べたべたと絡みつくミランと嫌いやそうな主城を、霧生は冷たく一いち瞥べつする。

「ふん。一生そうしてれば？」

「おい、待てって！」

　あわてて主城が呼び止めると、意外にも霧生は本当に立ち止まった。

　霧生は半身で振ふり返り、腕うでを組んで言った。

「なにかあったら、頼たよりなさいよ」

　主城は目を見張った。

　やがてその意味を理解した口元が、ふっとゆるむ。

「サンキューな」

　霧生は表情を見られまいとするように、ふたたび背を向ける。

「せ、精々その女を大事にしなさい。大事な子、なんでしょ……」

「？　ああ。そりゃ、まあ妹だしな」

「………………は？」

「なんだよ。だからミランはオレの妹だよ。あ、もちろんちゃんと血のつながったな。いやーほんとはオレも血のつながらない、でもお兄ちゃん大好きな架か空くうの妹が欲ほしかったんだけど、っていう本音はともかく」

「ぬななな──」

　霧生の絶ぜつ叫きようが古い校舎に響きわたった。

「どんだけ驚いてんだよ。こいつだって言ってただろ、幼い頃ころからずっと一いつ緒しよにいたって。兄妹きようだいでもなきゃそんなことないだろ、普通。あ、ちなみに有ゆう良らってのは母親の苗みよう字じな。離り婚こんしてるからな、うちの両親。まあ仲はいいんでミランもこんな状態だけど」

「じゃ、じゃあじゃあ、メイドっていうのは？」

「こいつがなんかに触しよく発はつされて、勝手に名乗ってるだけだよ。ったく、そのくせ家事なんか何ひとつできないくせに」

「また料理作ってあげますね、アキラお兄様！」

「ぜっっったいいらねー！」

　主城が全力で拒きよ否ひする一方、驚おどろきからようやく立ち直ったらしい霧生はそっぽを向き、髪かみの毛をくるくるともてあそんでいた。

「そ、そう。なに、そういうことね」

「なにニヤついてんだよ？」

「！　してないわよまったくぜんぜん！」

　わけがわからない。だが主城はふと、顔を赤くしている霧生に近づく。

「霧生さ、ちょっと腕うで組んでみて。ほらこう、肘ひじに手をあてるように」

「？」

　霧生は言われるまま両腕を抱だくようにする。主城はじっとそれを眺ながめて、

「やっぱり、また胸大きくなったな！」

　霧生はわなわなと拳こぶしを震ふるわせた。霊れい獣じゆう・麒き麟りんの巨きよ体たいがどこからともなく現れる。

「死になさい!!」

　麒麟に追いたてられ、主城は廊下をひた走る。角を曲がったところでかわせないと悟さとった主城は横に飛んだ。

　突とつ進しんする麒麟の正面、人ひと影かげがあった。

　よけられるタイミングではなかった。

　激しい衝しよう突とつ。たまたまそこにいた男子生徒は、床を転がって天てん井じように跳はね返り、壁かべにぶつかってようやく停止した。

　死んだ、とだれもが思った。

　だが、その人物がむくりと起き上がったのを見て、ほっと胸をなでおろす。主城は横目で霧生をにらむ。

「おまえな、殺す気かよ。つうかオレもよくいつも生きてるな」

「だ、だってあんたがよけるから……。そ、それより、大だい丈じよう夫ぶあなた!?」

「いった……」

　身を起こしたその人物を見て、主城たちははっとした。

　主城がゆっくりと歩み寄る。

　玖式の目の前に、その主城の手が差し伸のべられた。

「ひさしぶりだな。玖式」

「いきなり、ひどいんだけど……」

　玖式は文句を言いながら、主城につかまって立ち上がった。

「ふたりとも、元気そうでよかったよ。いきなりあれは予想外だったけど」

　霧生がひたすら申し訳なさそうに小さくなる。

「戻もどってくるって聞いてびっくりしたわよ。あの……大だい丈じよう夫ぶなの？　あ、もちろんいま吹ふき飛ばしたことではなくて……」

　不安そうな霧生に、玖式はちゃんと笑って答える。

「もちろん。だから、戻ってきたんだ」

「そっか」

　傍かたわらにはミランもいた。玖式を見て一礼する。

　自分が吹き飛ばされた状じよう況きようを鑑かんがみると、主城と霧生の仲は相変わらずのようだった。だが霧生の表情がやけに明るいのはなぜだろうか？　あとで聞いてみようと思う。

「えっと、それで、璃理佳は？」

　玖式はなにげなく聞いた。

　ちょうど主城たちの視線が、一いつ斉せいに玖式の後ろへと向く。

　つられて振り返る。

　最初に感じたのは、やはり安あん堵どだった。

「ショウ」

　変わっていない。

　長い黒くろ髪かみ。規則正しく身につけた魔術学科の制服。杖つえが大量に仕込まれたマント。

　璃理佳は息を切らし、頬ほおがわずかに上気していた。

　言葉にできない感情が湧わき上がり、胸を詰つまらせる。

「元気、してた？」

　結局出てきたのは、そんな凡ぼん庸ような一言だった。

　会ったら言おうと思っていた言葉の数々が泡あわのように消えてしまった。ふがいない。動どう揺ようしないように何度も頭のなかでイメージしていたのに。

「いや、その、色々あって。ちゃんと話そうと思うんだけど、ちょっとまだすこし、僕も整理できてないところがあるっていうか……。って、ネイ？」

　ふと気づく。璃理佳の様子がおかしかった。目の前で手を振ってみるが、反応がない。目の焦しよう点てんが合っていない。

　玖式たちが見つめるなか、璃理佳はそのまま後方へ倒たおれた。

　玖式は思わず声を上げた。あわてて抱だき起こす。

「気絶してる……」

　まるでだれかのようだ。

　助けを呼ぼうとあわてるが、霧生と主城は動揺していなかった。むしろ呆あきれている様子だ。

「なんというか、璃理佳も極きよく端たんねぇ……」

「どんだけ嬉うれしいんだか」

　あきれ顔の仲間たちに介かい抱ほうされ、目を覚ました璃理佳は頬を真っ赤にした。

「お、おか、わり。ちが。ショウ、ああくしき、げん、だっけ？　いた。待って。りょり、つく。ショウの。じゃなく……」

　しどろもどろもいいところだ。もはや言語の体ていをなしていないが、なんとなく言おうとしていることはわかった。

「うん。ネイのご飯、食べたくなった」

　ぱぁっと璃理佳の表情が明るくなる。

「はいはい。せっかく四人揃そろったんだし、とりあえず班室に行きましょ」

　床ゆかのきしむ別べつ棟むねの廊ろう下かを進み、班室の前にたどり着く。

　真しん鍮ちゆうのプレートに刻まれた『蛇へびの六』の紋もん様ようを確かく認にんする。扉とびらを開くと、懐なつかしい空気の匂においが鼻び腔こうをくすぐった。

　一見して、部屋の中はあまり変わっていなかった。強しいて言えば、自分がいた頃にはなかった電気ヒーターが置いてあるくらいだ。

　他にはカゴに入ったキメラヘビはまだ生きていて、頭の後ろの羽が多少大きくなっていた。ＦＡＬがコントロールしている掃そう除じロボットはなぜか小さい子機が増えていて、モップとホウキの使い魔まとの全面抗こう争そうに備えている模様だった。

　混こん沌とんとしているのに、不思議なほど落ち着いている自分がいる。

　古い長机を囲む椅い子すは、四つ。

　そのことに、いまはもう、何の疑問も抱かない。

　ただ古傷が痛むような感覚だけが、胸を静かに締しめつけた。

　現実を受け入れる時間は、もう十分に使った。

　ふと、最初に璃理佳に班に誘さそわれた日のことを思い出す。

　考えの読めない璃理佳に玖式はただついていきながら、それから結界のなかにひきこもっていた霧生と、一いつ般ぱん学科の生徒である主城を誘った。

　前ぜん途と多難な班だと不安になったが、今思えば、この四人以外、有り得なかったのかもしれない。

「玖式、どうかしたの」

「なんでも。……そういえば、天てん宗そう寺じの班ってどこだっけ？　手紙もらってたから、あとで挨あい拶さつしにいこうと思うんだけど」

　玖式がカバンから取り出した古風な封ふう筒とうを見て、霧生が目を丸くした。

「ててて天宗寺さまと文通……!?」

「いや、ただ一回もらっただけだけど……」

　よだれをこぼしそうな勢いで手紙を見つめる霧生を見ていると、やはりそっちなのではないかと、ぬぐいきれない疑ぎ惑わくが鎌かま首くびをもたげてくるのだった。

　はっとして、玖式は璃理佳を見る。

「ネイ、これはべつにただの近きん況きよう報告の手紙だから。そういうのじゃないからね？」

「気にしてない。たいした内容じゃなかった」

「そうそう………………。……って、なんで、中身知ってるの？」

　なぜか璃理佳は無表情で黙だまり込む。

　冷ひや汗あせがにじみ出るのを感じながら、聞かない方が身のためだと思うことにした。

　現実逃とう避ひして外を眺めていると、飛んでくる小さな影かげが見えた。

　魔術師の使い魔であるフクロウだ。

　窓を開けると、凜り々りしい雄おすのフクロウが窓辺に降り立った。一目で璃理佳の使い魔だということがわかる。

　そのとき、白いものがはらりと上から落ちてきた。

「お、もしかして、雪降ってんのか？」

「どうりで寒いと思ったわ」

　今年初めての雪だ。物もの珍めずらしさに、なんとなしに全員で外に出る。

　中間での特別試験の会場だった中央広場。噴ふん水すいは凍とう結けつ防止のためか水が止まっていた。

　ここに立つと、色々なことを思い出す。

　先に見える巨きよ大だいな時計台は見事修復され、もとの威い厳げんを湛たたえていた。九十九と戦ったときのこと、主城とＦＡＬに命を救われたこと。

　そしてここは、彼女と出会った場所。

　雪が本格的に降り始めていた。くもり空の隙すき間まから日が差し、舞まい落ちる雪をまばゆく輝かがやかせていた。

　白銀の結けつ晶しよう。

　手のひらですくうと、すぐに溶とけてしまった。

　言葉にならない感情が胸の裡うちでうずまき、しかし掴つかめないまま消えていく。

　空を仰あおぐと、フクロウが頭上を旋せん回かいしていた。

　だがどこか様子がさきほどとちがう。ふらふらと頼たよりなく飛ぶ姿は、よく見ると璃理佳の使い魔ではなかった。

　不器用に降下場所を探しているかと思えば主城の頭上に浮うかぶ偵てい察さつ機にびびって飛行を乱し、さらには霧生の従える式神にもびびって急旋回する。

　へろへろになったフクロウが、墜つい落らく寸前という状態で落ちてくる。

　危ないと直感した玖式がその軌き道どうを追って走る。するとその先にいた人物が、フクロウをやさしく抱きとめた。

　足が止まる。

　結晶の花びらが、ゆっくりと舞い落ちる。

　その向こうで使い魔のフクロウを抱だく少女と、玖式は向き合った。




「玖式さん」




　ずっと会いたい人がいた。

　だからここに戻ろうと決めた。

　雪のように美しい髪かみが風に揺ゆれる。

　あの頃ころよりも短くなっていた。それはそれでとても似合っているなと、璃理佳が聞いたら怒おこりそうなことを、玖式はこっそりと思う。

「ただいま、レディ」

　ちょっと鋭するどい八や重え歯ばをのぞかせ、レディは微ほほ笑えんだ。

「おかえりなさい」

　きっと忘れない。

　あのとき自分が答えたことを、彼女が覚えていてくれたことを。

　楽しく日々を生き抜ぬくために、自分たちは一いつ緒しよにいるのだと。

　ここは特別な場所だ。だれよりも、自分たちにとって。

　たとえどんな戦いを強しいられようとも、どんな運命を押し付けられようとも。




　この戦区ばしよで、僕たちは青春を謳おう歌かする。





［了］
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　あとがき







　おひさしぶりです、来きす生ぎです。『新世の学園戦区ネクスト・ヘイヴン』このように相成りました。

　急展開というか急転直下というかスパイラルダイブといった模様ですが……いったん一区切りとなります。あまり作品外のところで内容について語ることはどうかとも思うのですが、ささやかな補足をお許しください。

　この物語は、魔ま術じゆつや霊れい能のう力りよくや超ちよう能のう力りよくといった異なる要素と、科学というスケールのちがうものをすべて同じ舞ぶ台たいに放ほうりこんでみたかった（自分でも見てみたかった）、という願望から生まれたものですが、作品を書いていく過程でひとつ大きな悩なやみが生じました。それが、主人公である玖く式しきショウの「目的」の設定でした。

　十代の少年で、これからも続いていく人生を持っている彼が、果たして自分の意思で破は滅めつ的な復ふく讐しゆうに流れるのか？　なぜかそれがしっくりこず、それよりも、周囲の他人と比ひ較かくしたりして、幸せであることにもっとこだわるような気がしたのです。あまり作劇向きではない平へい凡ぼんな目的ですが、まだ未熟な等身大の少年であるからこそ、そのために戦ってほしかったのだと、いまになってようやく少し納なつ得とくしたりしています。

　ショウがこれから幸せになるかは描えがかれていませんが、ただその答えを握にぎっているのは、ショウの周りにいる人間たちなのではないかなと、なんとなく思っています。




　遅おくればせながら謝辞を。

　イラストを担当していただいた三み嶋しまくろね様。この混こん沌とんの作品とその登場人物たちに、最高の世界と姿を与あたえていただきました。本当にありがとうございました。

　同じく混沌の（以下略）をプロデュースしていただいた担当さまには、いずれ倍返しで恩返しをしたいと思います。きっと。必ず。……おそらく。

　なにより読者の方々の声に励はげましてもらえたことが、今も最大の原動力となっています。




　さて、最近はこちらと並行して、新作の企き画かくに絶賛取り掛かかり中です。

　企画というのは一番大変な作業ですが、一番可能性を秘ひめているとても楽しい作業です。次回はそちらでお会いできるように、引き続きがんばって参ります！





二〇一三年　十一月　来生　直紀
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